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			お菓子職人の成り上がり～天才パティシエの領地経営～②

			著者／月夜涙

			イラスト／三弥カズトモ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・サトモトアイ（ＲＥＶＯｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　新しい日常

			第１話　ファルノの執事

			第２話　日常のご馳走

			第３話　ヴォルグの思惑と蜂蜜酒(ミード)

			第４話　ヨルグとの距離

			第５話　とげとげのコンペイトウ

			第６話　フェルナンデ辺境伯領への出発

			第７話　盗賊

			第８話　甘い香りの焼きりんご

			第９話　白薔薇と黒薔薇のクッキー

			第10話　運命の判決

			第11話　心を映すクロカンブッシュ

			第12話　ファルノとのデートとエクラバの闇

			第13話　奇跡と対価

			第14話　新たな仲間

			第15話　ファルノとの再会

			第16話　祝福と絆のラズベリータルト

			第17話　不思議な来客

			第18話　旅立ちの決意

			第19話　精霊の里へ

			第20話　ピナルの実

			第21話　葛と出会いと

			第22話　命とルールと

			第23話　この人を死なせたくないと思ったんだ

			第24話　葛粉と特別なお酒

			第25話　淡雪のシルクレープ

			第26話　たとえ嘘をついてでも

			第27話　ちょっとした逃げ道

			エピローグ　帰還

			番外編　夜の祭りとピナルのクレープ

		

	
		
			　

			プロローグ　新しい日常

			　

			　ファルノとの婚約が決まったあと、アルノルトの屋敷で一泊し、俺は自分の村に帰って来た。

			　婚約が決まったとは言え、ファルノは、さまざまな準備があるので一度フェルナンデ辺境伯領に戻っていった。

			　村に着くと俺が時期領主になることを知ったみんなが盛大に祝ってくれた。……どうやら先に帰っていた村人から聞いていたようだ。

			　俺は一度家に戻って身支度を整えてから再び外に出る。今日は大事な仕事があるのだ。

			「うわぁ、鶏さんたちがいっぱいです」

			　ティナが目を輝かせる。

			　彼女の視線の先には、フェルナンデ辺境伯が手配した馬車が二台並んでおり、次々と荷台から鶏たちが運び出され、鶏のために用意した小屋に運び込まれていた。

			　そう、待ちに待った鶏の受け入れだ。フェルナンデ辺境伯に、俺の領地で取り入れた先進的な農業の技術を教えた褒美として鶏を要求していた。

			　これでお菓子職人にもっとも必要な材料の一つ、卵が安定して手に入るようになる。

			「数が多いだけじゃなくて、質もいいよ。卵を見たときから確信していたけど、いい鶏だね」

			　鶏たちを観察するが、肉付きがよく健康的で若い。いい卵をたくさん産んでくれそうだ。フェルナンデ辺境伯には頭が下がる。

			「はい、いい鶏さんです。大きくて、まるまるして、柔らかそう……じゅるり」

			　ティナがよだれを垂らしている。

			　臨戦態勢に入ったのか、もふもふの尻尾(しつぽ)がピンと伸びて、キツネ耳がぴくぴく動いている。今にも飛びかかりそうな勢いだ。

			「ティナ、食べちゃ駄目だよ」

			「なっ、何を言ってるんですか？　そんなこと、考えてない……ですよ」　

			　目に見えて動揺した様子でティナが返事をする。

			　微妙に顔をそらしていて大変わかりやすい。

			「慌てなくても、そのうち食べられるようになるから。しばらくは、卵を集めるよりも数を増やすことを優先するんだ。雄は一部を残して肉にしちゃう。食卓が豊かになるね」

			　五〇羽近い鶏をもらったが、まだまだ足りない。

			　各村に鶏を配るためにはもっと増やさないといけない。卵はたまの贅沢にして、今はひたすら数を増やすことを優先すると決めた。

			　卵を使うのはお祝い事をするときぐらいだろう。

			「鶏のお肉！　うわぁ、焼きましょうか、煮込みましょうか、それとも……とにかく、楽しみです！」

			　ティナはまだひよこも生まれていないのに、未来の食卓に思いをはせていた。

			　その気持ちはわかる。肉はイノシシやシカ、カモを狩猟で得たときぐらいにしか食べられないし、頻度も高くない。

			　それらも美味しいが、家畜化されたものはまた違った美味しさがある。

			　なにより、安定して肉が供給される未来に胸が躍る。

			「うん、俺も楽しみだ。ティナが料理してくれると思うと一段とね」

			　ティナの頭を無意識に撫でる。

			　彼女のふわふわの髪とキツネ耳の感触が気持ちいい。ティナが目を細めて俺に寄りかかってきた。

			　しばらくそうしていると、ティナが俺の裾を強くつかんだ。

			　何事かと思って彼女を見ると、鶏を積んでこなかったほうの馬車を見ている。

			　そちらは、鶏ではなく木材や煉(れん)瓦(が)を積んでいた。

			　それらが、何台もやってきている。

			「ファルノ様、クルト様との婚約、本気みたいですね」

			　どこかさみしげにティナはつぶやく。

			「そうだね」

			　さきほどから、何人もの大工たちが精力的に活動している。

			　馬車からおろしているのは建築用の資材だ。

			　どうやら、一度組み立てた家を分解して運び、それをここで組み立てなおすらしい。

			　工期を短縮するための工夫だろう。

			　でき上がる家は、おそろしく豪勢なものになりそうだ。

			　彼らが建てているのは、ファルノと使用人が住む家だ。

			　いくら口約束で結婚まで手を出さないと言っても、同じ家で暮らしていては、そんな言葉を誰も信じない。なので、フェルナンデ辺境伯は俺の村に家を建て、監視のための使用人をつけてファルノを送り出すつもりのようだ。

			　婚約のために家を建ててしまうなんて、フェルナンデ辺境伯のスケールの大きさには驚かされる。

			　ファルノが村に来るのはこの家ができるころという話だ。

			　二週間後、ファルノとの婚約発表とフェルナンデ辺境伯が公爵家に贈るお菓子を作るために辺境伯領に出向くので、そのときに細かい日程が決まるだろう。

			　公爵家に贈るお菓子作りを任されたのだ。公爵家に贈る以上、下手なものは出せない。最高のレシピを考えないといけない。

			　とはいえ、目星はついている。公爵は女性で、薔薇が好きという話だ。日持ちがして、薔薇の美しさと香り高さを活かしたクッキーを作る。そのためにフェルナンデ辺境伯に材料を揃えてもらっているが、今はさらなる改良案を考えていた。

			「それにしてもすごいですね。こんなにあっさり、家を一つ建てようとするなんて」

			「辺境伯だからね。王様の次の次ぐらいに偉いから、これぐらいはできるよ」

			　辺境伯はそれぐらいの地位だ。アルノルトのような、かろうじて爵位が引き継げる準男爵とは比べ物にならない。まさに雲の上の人だと言っていい。

			　辺境伯と対等以上の地位にあるのは王家と、公爵家ぐらいのものだ。

			「クルト様はすごいです。そんな人の娘に見初められるなんて」

			　ティナは誇らしげに言うが、その言葉の裏にある寂しさや悲しさが隠しきれてない。俺をとられると思っているのだろう。

			　俺は彼女の肩を抱き寄せる。

			「ティナ、ごめん。本当は婚約を断りたかったんだ。ティナが悲しむからね……だけど、立場がそれを許してくれなかった。ティナには悪いと思っている」

			「そんな、私は、そんなつもりで言ったわけじゃないんです。もともと、私とクルト様じゃ身分が違います」

			　ティナの声は悲しげだ。

			　貴族は、貴族と結ばれるものだという常識がある。それにティナのような獣人との結婚は避けられる風潮まであった。

			　俺はそんなものはくそ喰らえだと思っている。

			　ティナと一緒にいられる。ティナを悲しませない。そちらのほうが大事だ。

			　ティナがいたから、夢を諦めずに済んだ。ティナがいたからここまでがんばってこれた。これからもずっと一緒にいたい。

			「その気持ちだけでうれしいです。クルト様は、クルト様が一番幸せになることを考えてください。私はそれが一番幸せなんです」

			　ティナが離れていく。

			「ティナ、俺は……わかった。俺の幸せを考えるよ」

			　ティナが頷く。

			　きっと、彼女は勘違いしている。俺の幸せはティナが喜んでくれることだ。

			　しかし、これ以上食い下がっても彼女はずっと言い返すばかりだろう。

			　ティナと一緒にいるために、一番いい方法を考えよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は鶏の受け取りが終わったあと、鶏小屋に入り、こっそり鶏たちに回復(ヒール)をかけていた。

			　これだけ数がいると、病気だったり、怪我をしている鶏がいるかもしれない。事実、長旅でくたびれていた鶏もいた。

			　俺の回復(ヒール)は人間以外にも有効だ。この前は麦に使ったが、しおれかけた麦が蘇(よみがえ)り、驚いたものだ。回復(ヒール)をしたあとは、今まで以上に成長が良くなっているように見える。

			　少し、悪戯(いたずら)心が芽生える。

			　人間相手なら、その気になれば魔力を生み出す器官を癒すことで魔力持ちにできる。

			　前から気になっていたのだ。人間じゃなくてもそれができるのではないかと。

			　俺は、回復(ヒール)の副作用として得た、すべてを見通す目で鶏を見てみる。回復(ヒール)は体を正常な状態に戻す力。故に正常な状態を知らないといけない。だからこそ、すべてを見通す目を得ることができた。

			「やっぱりあるのか」

			　鶏にも魔力を生み出す器官があった。もちろん壊れていて、今は使えない。だが、俺なら癒せる。

			　鶏が魔力をもてば、もしかしたら卵をたくさん産んでくれるかもしれない。

			「回復(ヒール)」

			　嫌な予感はしないでもないが、俺は誘惑に耐え切れずに、一番弱っている鶏に回復(ヒール)をかける。病気もちなうえに、運送中にどこかにぶつけたのか足が折れており、このままでは死ぬしかない子だ。

			「こっ、こっ、コケー、コケー」

			　元気になった鶏が飛び上がる。

			　そして、魔力を全身に駆け巡らせ壁に向かって一直線に走っていき、壁を蹴破って逃げた。

			　そのまま村を駆け抜け森に消えていく。

			「そりゃ、そうだよな」

			　逃げられるなら、逃げる。

			　鶏に魔力を持たせるのは、今後は避けよう。

			　それから俺は、小屋の中を見回りヒビが入った卵を拾って家に戻る。

			　卵は食べずにヒナを孵(かえ)すこと優先だが、ヒビが入れば、早晩腐ってしまうし、もちろんひよこは生まれない。

			　この卵は今日の食卓に並べよう。

			　卵料理、ティナも喜んでくれるだろう。

		

	
		
			　

			第１話　ファルノの執事

			　

			　魔力持ちになった鶏が森へ消えていくのを見届けてから俺は家に戻る。

			　家に着く直前、立ち止まってしまった。

			「ティナと、あれは誰だ？」

			　扉の前でティナと誰かが話していた。

			　細身ながらしっかりと引き締まった体つきの男。

			　執事服を着ているが、使用人というよりも武人としての風格が窺える。

			「私はヴォルグ。今日からこちらの村で世話になります。アルノルト准男爵領の次期領主であり、この村の名主でもあるクルト・アルノルト様に挨拶をしに参りました。こちらがフェルナンデ辺境伯からの紹介状となります」

			　丁寧な物腰だ。整った風貌もあり非常に様になる。だが、妙な威圧感があり、ティナは怯えていた。可哀想に耳がぺたっと倒れ尻尾(しつぽ)の毛まで縮こまっていた。

			「その、クルト様は、今お出かけ中です」

			「いつ戻ってこられる予定でしょうか？」

			「それは、わからないです」

			「それでは、家の中で待たせていただいてもよろしいでしょうか？　お嬢様からクルト様への預かり物があります」　

			「それは、その……」

			「はっきりとした返事を頂いても構いませんか？」

			　ティナがびくりとして、後退る。

			　おそらく家であの男と二人きりになるのが怖いのだろう。かと言って相手の立場を考えると断ることもできない。

			　追い詰められすぎて、ティナが涙目になっている。

			　俺は駆け足で二人のもとへ行く。

			「すみません、遅くなりました」

			「クルト様！」

			　俺が現れた瞬間、ティナは、ぱっと笑顔を浮かべて俺の背中に隠れる。

			　俺は苦笑してしまう。ティナに人見知りという欠点があるなんて、今の今まで忘れていた。今後、ティナは外の人間と会う機会が多くなるだろう、人見知りを直していかなければならない。

			　そんな俺を見て、執事服の男が口を開く。

			「あなたがクルト・アルノルト様で間違いないでしょうか？」

			「ええ、私がクルト・アルノルトです。以後、お見知り置きを」

			「これはご丁寧に。私はヴォルグ。ファルノ様の執事です。平民なので性はありません」

			　そこまで言ってからヴォルグはにこりと微笑む。

			　

			「そして、クルト様。私相手に敬語を使う必要はございません。私はただの使用人です。そして、貴方様はやがて、准男爵となられるお方であり、我が主の夫になられるお方です」

			　そして礼をする。

			　こういう扱いは滅多にされないのでこそばゆい。

			「わかった、話しやすいようにさせてもらおう。わざわざ、挨拶に来てもらって悪い」

			「いえ、こちらこそ。こんな時間に押しかけてしまい申し訳ございません。どうしても、この村に来たその日にクルト様に挨拶をしておきたかったのです。以後は私がクルト様の窓口になりますので、我ら一同に関する用件があれば、なんなりとお申し付けください」

			「わかった。そうさせてもらう。あなたが来ること自体はフェルナンデ辺境伯から聞いていた」

			「感謝します、クルト様」

			　そう言うなり、ヴォルグは俺の身体を隅から隅まで観察する。

			　それは、血に飢えた獣を思わせる目つきだ。

			「……ほう、ファルノ様から聞いたときには眉(まゆ)唾(つば)だと思いましたが、たしかにいい武士(もののふ)です。血が滾(たぎ)る」

			　ヴォルグから凄まじい闘気がぶつけられる。

			　俺の後ろにいたティナはたまったものではなく、俺にしがみついていた。

			「そういうのはやめてほしいな。俺はともかく、彼女が怖がっている」

			「ああ、すみません。つい悪い癖が。あなたのような方を見ると昔の血が騒ぐのです」

			　ヴォルグは穏やかな笑みを浮かべてティナに向かって頭を下げる。さきほどまでの闘気は消えていた。

			「いえ、その、怯えてしまってごめんなさい。私が悪いんです。私、クルト様の使用人なのに、ちゃんと応対できなくて」

			　ティナが頭を下げ返す。目の前の男に対する警戒心が薄れている。根はいい人だというのが伝わってきたからだろう。

			「俺からも謝罪をさせてもらおう。俺の使用人が失礼をした」

			　この場にいる全員が頭を下げた状況だ。顔をあげるとヴォルグと目が合った。お互い今の状況がおかしくて笑ってしまう。

			「いえ、女性や子供に恐れられるのは慣れています。私の配慮が足りませんでした……しかし、これ以上謝りあっても時間の無駄でしょう。この件はお互いに謝罪して終わりにしていただけると助かります」

			「そう言ってもらえると助かる。今はちょうど夕食時、俺の家で食事をしながら話すというのはどうだ？」

			「私は使用人でしかありません。貴族たるクルト様と同じ食卓に並ぶことは許されません」

			「それは、そちらの領地のルールだ。少なくとも俺の村でそのようなルールはない。共に食卓を囲めば円滑に意思疎通ができる。これから、長い付き合いになる。腹を割ってゆっくり話しておきたい」

			　ヴォルグが俺と話したいと思っているように、俺もヴォルグを通して少しでもフェルナンデ辺境伯やファルノの思惑を知りたい。

			「なるほど、そいうことであれば。ぜひ、ご相(しよう)伴(ばん)にあずからせていただきましょう」

			　ティナが俺の服の裾をぎゅっと握った。

			　そんな彼女の顔を見ると、涙目で頷いてみせた。どうやら、覚悟を決めたようだ。

			「お嬢さん、そんなに警戒しなくていいですよ」

			　ヴォルグがそんなティナに対して、微笑みかける。

			「あっ、あの、はい」

			　ティナが彼の意図がわからずに曖昧な返事をした。

			「私はあなたに襲いかかったりしません。女性には興味ありませんから」

			　ティナは首を傾げたが、とりあえず少しは安心したようだ。

			　逆に俺のほうは、警戒心を深めたが……。

			　とにかく、中に入ってもらおう。話はそれからだ。

			「入ってくれ。せまい家だが気に入っている」

			　そして、俺は家に初めて別の領地の人間を招き入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「質素な家ですが手入れが行き届いています。いい家ですね」

			　ヴォルグは居間に通されると、感心した声をあげた。

			「うちのティナのおかげだ。彼女の仕事は丁寧で的確だ」

			　ティナの家事のスキルは非常に高い。今まで一度たりとも手を抜かずに、やり続けた結果だ。ただ繰り返すだけではなく創意工夫も忘れない。

			「うちの使用人たちにも見習わせたいぐらいです」

			　からからからとヴォルグは笑う。

			「どうして、先にこの村に？　ファルノ様の執事なら、彼女と一緒に来るのが普通では？」

			「そういうわけにはいきません。お嬢様が住まわれる屋敷、そこに一切の手抜きや妥協がないよう、監視せねばなりません。私がここにいることで最高の屋敷を作ることができる。……そして私は魔力が使える。一人で数十人分の働きができるのです」

			「なるほど。見たところただの執事というわけではないはずだ。ファルノ様の護衛も兼ねているのでは？」

			「そのとおりです。だが、それは部下に任せてあります。あなたとの窓口を私なら円滑に行えると、フェルナンデ辺境伯に指名していただきました」

			　実を言うと、遠目に見た時から気付いていたが、この男は強力な魔力持ちだ。ここまで強大な魔力を持った男は見たことがない。おそらく俺と同程度。

			　それなら、下手な重機並みの働きはできる。

			　そして、すべてを見通す目はこの男がもつ高度な技能も見通していた。

			　技能だけでなく武の心得もある。何気ない動作すら洗練されており隙がない。

			「そういうことか。俺は料理を作ってくるので、そちらの部屋で待っていてくれ」

			「お菓子作りが得意とお嬢様から聞いておりましたが、料理まで嗜(たしな)まれるとは驚きです。旦那様とお嬢様を唸らせた腕前、実に楽しみです」

			「ご期待に添えるようにがんばるよ」

			　俺は微笑んで台所に向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ティナ、俺は今から料理を作るからお茶を淹れて持って行ってくれないか。お茶を届けたあとは、しばらく彼の話し相手になってほしい」

			「はっ、はい、クルト様」

			　引きつった顔でティナが頷く。

			　ヴォルグは悪い人ではないと気が付いていても、本能的な恐怖はある。

			　だが、ここは心を鬼にする。これは彼女が人見知りを直す良い訓練になるだろう。

			「さて、待たせても悪いし、手早く作れるものにしようか」

			　俺はレシピを考える。

			　作りおきのパンはない。今から普通にパンを焼けば時間がかかりすぎる。主食はパンではなく、手軽に作れるものにしないといけない。

			　となると、短時間で焼きあがるクレープのようなものがいいだろう。

			　小麦と山芋があるし、なんとかなる。

			　それに合わせる……メイン料理は……。

			「あれがあったか」

			　俺は棚から、秋の終わりに仕込んだイノシシのバラ肉を使ったベーコンを取り出す。

			　脂身がぎっしりで分厚い肉だ。特製のタレに漬け込み、カエデのチップで燻(くん)製(せい)にした極上の逸品。特別なときのご馳走にしようと隠し持っておいたのだ。

			　イノシシの脂は旨いが、臭い。こうして燻(くん)製(せい)にすることで旨みを増しつつ、香りをよくできる。

			　それだけじゃ寂しいので今日拾ってきた卵を使おう。

			　付け合せは、まだまだ余っているキャベツ。

			　これだけあれば、あれが作れる。

			　気に入ってもらえるといいが……。

			　そう考えながら、竈(かまど)に火を灯した。

		

	
		
			　

			第２話　日常のご馳走

			　

			　さっそくフライパンを火にかける。

			　フライパンが温まるまでの間に、ボウルに小麦粉、山芋、塩、水、そしてクルミ油を入れて練り上げる。

			　今回はアレンジとして、山菜狩りで手に入れたギョウジャニンニクの葉を刻んで加えた。ギョウジャニンニクは香味野菜で、こうして加えることで香りがよくなるし、味が引き締まるのだ。

			　しばらく寝かせてから竈(かまど)ではなくフライパンで焼けば餅(ピン)になる。一般的なパンとの一番の違いは生地を発酵させないこと。いわゆる無発酵パンの一種だ。

			　餅(ピン)は中華料理でよく使われる。有名な使い方としては北京ダックの皮などだ。

			　餅(ピン)なら、短時間で作ることができる。

			「さてと、生地を寝かせている間に、メインのほうを作らないと」

			　特製のタレに漬け込み、カエデのチップで燻(くん)製(せい)にした自慢のベーコンを贅沢に厚切りにする。ベーコンはある程度分厚く切ったほうが美味しい。

			　それを、油を引かずに熱したフライパンに置いた。

			　ジュワァっと油が弾ける音と、甘い脂の香り、そして燻(くん)製(せい)に使ったカエデの木の臭いが広がる。

			　脂身たっぷりのベーコンなので、油を引かなくてもベーコンから出た油だけで十分なのだ。あふれでた脂によってベーコンが揚げられていく。

			　これがカリカリベーコンの正しい作り方だ。こうすると雑味が出ない。

			　ベーコンの脂身が透明になってきた。

			　ここで、卵を割り、ベーコンの上に乗せる。
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			　俺が作っているのは、ベーコンエッグ。非常にシンプルな料理だが材料がいい、特製のベーコンに今朝産まれたばかりの新鮮な卵、旨くならないはずがない。

			「蓋(ふた)をしめてと」

			　フライパンに蓋(ふた)をする。するとフライパンの中で対流が起こって蒸し焼き状態になる。

			　卵黄は温めたほうが旨い。ヒックリ返して焼きたいところだが、ベーコンを下敷きにしているのでひっくり返せば卵黄を潰してしまう。そこで蒸し焼きにする。

			　頃合いを見計らって蓋(ふた)をあけると、煙がふきでた。白身は硬く、黄身は半熟。理想の目玉焼きだ。

			「よしよし、肉汁と油がたっぷり出たな」

			　厚切りベーコンから大量の肉汁と油が出ていた。

			　その油の半分ほどを別の容器に移す。少し舐めてみる。ベーコンを作るときに使ったタレと塩、そして肉汁と脂が混ざりあって、これだけでも十分旨い。

			　そこにハチミツと酢と塩、そしてコケモモの果汁を入れて甘酸っぱいソースにする。

			　フライパンに残した油と肉汁はちゃんと使う。

			「さっき練った餅(ピン)の生地も、いい感じに寝かせられたかな」

			　俺は生地を薄く伸ばして円形にする。

			　そして伸ばした生地をフライパンに置く。すると生地がイノシシの油で揚げられていく。

			　こうすると、カリカリの餅(ピン)になる。

			　それだけじゃない、イノシシの肉汁と脂をたっぷり吸った餅(ピン)は格段に旨くなる。それでいて、油が触れていない上の部分は、ふっくら柔らかな仕上がりだ。

			　あっという間に餅(ピン)が焼き上がった。

			「さあ、仕上げだ」

			　ベーコンエッグを餅(ピン)の上に並べ、キャベツの千切りを乗せる。最後に肉汁と油を使った調味料をかけて、くるりと巻く。黄身とソースがあふれないように気を付ける。

			　これで完成。ベーコンエッグの餅(ピン)包みだ。

			　ここに香辛料があれば、もっとうまくできるのだが、そんなものはないので諦める。

			　付け合せのスープにティナが昼食用に作った干し肉のスープを温めた。

			　たった二品だが、これで十分だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お待たせしました。今日の夕食です」

			　大皿に三つのベーコンエッグの餅(ピン)包みを乗せて居間に移動する。

			「クルト様、残りのものを持ってきます」

			「任せるよ」

			　ティナが慌てて台所に向かっていく。

			　台所のほうを見ると、お盆に小皿と俺が温めておいたスープを並べていた。

			　さすが、ティナだ。俺が何を用意しているのか予測して動いてくれている。

			「ほう、それがクルト様の料理ですね。さきほどから肉の香ばしい匂いがして、腹が減って仕方ありませんでした」

			「質素な料理で申し訳ない」

			「私は使用人ゆえ、飾り立てた料理など望んではいません。味の期待はしておりますが」

			「それなら、大丈夫だ。味は保証する」

			　俺とヴォルグは顔を合わせて、にやりと笑う。

			　ティナがお盆を持って戻ってきた。

			　スープと小皿を机に並べる。

			「では、料理が冷めないうちに食べましょう。これは作りたてが一番うまい料理です」

			「それは、一刻も早く食べなければなりませんね。クルト様の料理を台無しにするわけにはいきません」

			　俺たちはそれぞれの席につく。

			　ヴォルグはティナが同じ食卓についても気にしていない。

			　最初に説明した、そういう風習であることを理解してくれているようだ。

			「「「今日の糧を得られたことを、森と神に感謝します」」」

			　声を合わせて食前の祈りを済ませる。

			　そして食事を開始した。

			「クルト様。ナイフとフォークがありません。これはどうやって食せばいいのでしょうか？」

			　ヴォルグが困惑した様子で問いかけてくる。

			　平民出身と言っていたヴォルグだが、いちいち振る舞いに気品が感じられる。

			　もしかすると、貴族の生まれで爵位を継ぐことができずに平民になったのではないかと勘ぐってしまう。

			「この村では、上品な食べ方はあまりしない、こうやってかぶりつくんだ」

			　俺はベーコンエッグの餅(ピン)包みを手で持ち上げかぶりつく。

			「そうするのですね。ご指導を感謝します。このような食べ方をするのは戦場以来だ。だが不思議と心が躍ります。それでは」

			　若干のためらいを見せながらも、ヴォルグは俺の料理にかぶりつく。

			「これは!?　なんと」

			　そこからは一瞬だった。礼儀もなにもなくガツガツと平らげ、手についたソースを行儀悪く舐める。

			　そして、食べ終わってから放心したように長く息を吐いた。

			「これはすごい。凄まじい旨さだ。我を忘れてしまいました」

			「そこまで喜んでもらえると、こちらとしてもうれしいよ」

			　横目でティナのほうを見ると、彼女もベーコンエッグの餅(ピン)包みを小さな口で必死にはむはむと食べていた。大変可愛らしい。

			「ネギのような香りは食べる前からしていましたが、一口食べた瞬間に一気に肉と甘酢っぱいソースの香りが押し寄せてきて、畳み掛けるように口の中に肉汁と卵の黄身の味が広がって、それがまたソースとよく合う。食感も面白い。外がカリッとして、中がふわっとして、こんなもの手が止まるわけがない」

			　餅(ピン)で包んだのは香りと肉汁を逃さないためだ。

			　しっかりとベーコンエッグとソースを包んだおかげで、一口目で一気に閉じ込めていた香りが広がる。いわゆる香りの爆弾だ。そこに畳み掛けるように、特製のイノシシベーコンと卵の甘みが襲いかかる。

			　焼いたときに出たソースは、肉と卵の旨味を何倍にも引き上げ、その旨味を餅(ピン)が受け止める。

			　餅(ピン)の役割はそれだけではない。油で揚げた表面はさっくりとした心地良い歯ごたえを楽しませつつ、内側のふんわりした生地は肉汁や卵黄とよく絡み合い、しっとりとした部分と、ふんわりした部分で食感に変化をつける。

			　ギョウジャニンニクもいい仕事をしている。これにはくどさを洗い流す効果がある。

			　単純な料理だからこそ、細かな気配りが大きな違いになって現れる。

			「こんな素朴な材料で、これほどのものを作れるとは驚きです」

			「その割には、物足りない顔をしているな」

			　料理を楽しんだというのは本心だろう。

			　だが、彼は満足していない。

			「バレてしまいましたか。正直、少し食べ足りないです。これだけ旨いものを食べてしまうと、余計に腹が寂しくなる」

			「そう言うと思っていて、用意をしてあるんだ」

			　俺は台所に一度戻る。

			　そして、瓶を一つと、薄切りにしてさっと火を通したベーコンを乗せた皿を持ってくる。

			「それはなんでしょうか？」

			「蜂蜜酒(ミード)だ。近いうちに私の領地でも酒を作りたいと思っていてね、その試作品だ。ベーコンをつまみにこれをやりましょう」

			　蜂蜜酒(ミード)は人類最古の酒と言われるぐらいに非常に作りやすい酒だ。糖度の低いハチミツを放置しているだけで、条件が揃えば勝手に酒になるぐらいだ。

			　俺の領地で作り始めるには向いている。ワインなどと違って専用の設備もいらないし、手間もかからない。ハチミツの量が十分になったら、量産するつもりだ。

			「いい趣向ですね。ぜひ、ご相(しよう)伴(ばん)にあずかりたい」

			　その言葉に頷いて彼のコップに蜂蜜酒(ミード)をたっぷりと注ぐ。

			　これは俺の前世の知識を活かしてかなり度数を高めてある。旨いものを食っていい気になっているうえに、これを飲めばかなり警戒心が緩むだろう。

			　さあ、いろいろと情報を聞き出してみようか。

			　ファルノが変な企みをしているとは思わないが、彼女の周りの人間が彼女を通して何かを考えていてもおかしくないのだ。

		

	
		
			　

			第３話　ヴォルグの思惑と蜂蜜酒(ミード)

			　

			「塩辛いベーコンと蜂蜜酒(ミード)がこんなに合うとは」

			　俺の出したベーコンをつまんで蜂蜜酒(ミード)を飲んだヴォルグが、感心した声をあげる。

			「俺も好きな組み合わせだ。ぜひ、楽しんでくれ」

			　甘い酒と塩辛いつまみはよく合う。

			　俺が試作品として作った蜂蜜酒(ミード)は徹底的に糖を分解させてアルコール度数をあげてから、ハチミツと果汁を加えて味を整えた特別品。

			　なので、度数は高いが口当たりは柔らかく、するすると飲める。

			「ヴォルグ、一つ聞かせてくれ。魔力を使えるあなたがわざわざ、こんな辺境に来た理由はなんだ？　普通なら領地に置いておきたいと思うだろう」

			　それが、この世界の常識だ。

			　魔力持ちというのはそれだけ価値があり、重宝される。

			　アルノルトはそういう意味では異常だった。

			「お嬢様をお守りするためですよ。あなたが相手なら、私でもないと守れない。……まあ、それは口実なんですけどね」

			　ヴォルグは、挑戦的な目で俺を見る。

			「あなたは、酒で口を軽くさせて情報を聞き出そうとしていますね」

			「よくわかったな。そのつもりでこの酒を勧めた」

			　俺はあっさりと認める。

			　その程度の下心はあって当然だ。ばれても痛くも痒くもない。

			「そんなことはしなくても大丈夫ですよ。もとより、何一つ隠すつもりはありません。フェルナンデ辺境伯は、私にあなたを鍛えろと命令しています」

			　その言葉に俺は首を傾げる。

			「アルノルトの次代当主として認められたということは、あなたは槍の達人でしょう。立ち振舞いを見ても、武術において私が教えることなんてないということは見て取れます。ですが、それだけです。この世界では、ある特定の武器を持てば、圧倒的な力を持つ人々がいます」

			　技能という存在は知らなくても、事実としてそういう人間がいることはある種の常識だ。

			　例を出すなら、槍をもった瞬間、動きが見違えるようになり、人を超えた武力を発揮するアルノルト家の当主。他にもそういった者は多々いるのだ。

			「そして、魔力持ちもまた圧倒的な身体能力を持ち、人を超えた動きをします」

			　それもまた真実。魔力を持った兵士と普通の兵士の戦力差は三〇倍と言われている。

			　おおよそ、一般的な魔力持ちの身体能力は、技能を持った者と互角。

			　逆に言えば、飛びぬけて高い技能があればたいていの魔力持ちには勝てる。

			「あなたは、そういう意味では、特定の武器を持てば強い程度の動きしかできていない。魔力を使えるにも拘わらず」

			「よく、わかったな……まあ、まだ若輩の身ゆえ、それすらもおぼつかないのだが」

			　俺は急激に技能をあげたせいで、急に上昇した身体能力を完全に使いこなせていない。だからこそ、練習ですら全力を出さずに加減している。

			「全力を出さなくても、その強さというのは恐れいります。さすがはお嬢さまが見込んだ男です。ですが、槍を持って全力を出すのはもちろん、さらに魔力での強化も併用しなければなりません。魔力と、武器を持った力を併せ持てば、一騎当千の兵になる。あなたにはその才能があります」

			　それは俺も考えた。

			　技能の力と魔力の力、その二つを同時に使えればどれだけの力を振るえるのだろう。

			　お菓子作りに強さは必要ないとはいえ、強さがなければ守れないものはある。強さというのは、持っているだけで意味があるのだ。

			　俺は、俺の力ですべてを守りたい。

			「俺もそうなりたいと思っているよ」

			「だからこそ、私が来ました。ちなみに、私は両方を使えます。つまり、あなたに教えることができる。魔力と武器を持ったときに得る力の両方を全力で使えるようにあなたを鍛え上げましょう」

			「それをしてなんの得がある？」

			「フェルナンデ辺境伯は、有事の際にあなたの力を頼りにしています。究極的には、優れた魔力持ちの数が戦場の優位性を決定する。あなたには千人の兵士の価値がある。期待して当然ではありませんか？」

			「戦いが起きれば恩を返せということか」

			「もとより、准男爵の立場は、辺境伯の出兵の依頼を断れませんよ。少しでも生き残る確率をあげられる。この提案は、あなたにとっても大きな得がある。そして、私の個人的な思惑も当然あります。……私はね、全力を出したい」

			　瞬間、ヴォルグは笑みを浮かべた。

			「三年前の戦争でも、私は戦いました。当然、魔力持ちとも、武器を持って強くなる人間とも。だが、あまりにもつまらなかった。弱すぎる」

			　それは圧倒的強者の笑み、見え隠れする傲(ごう)慢(まん)。

			「私はね、本気で戦える相手がほしい、全力を出しても壊れない玩具がほしい。現段階では、クルト様、あなたの力では足りません。ですが、私が鍛えれば本気を出すに値する男になる。いや、私を簡単にねじ伏せられるようになる可能性すらある。そのことを一目見た瞬間、確信しました」

			　俺は苦笑する。

			　なんという、真っ直ぐな理由。

			　逆に心地よい。

			「わかった。ヴォルグ、俺を鍛えてくれ」

			「ええ、徹底的に鍛えてあげますよ」

			　俺にとってメリットしかない話だ。

			　当然受けるしかない。

			　魔力と技能の併用。この男との特訓でモノにしてみせる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そのあと、しばらくしてヴォルグは帰っていった。

			　ティナはヴォルグを怖い人と認識したようで、彼に教えを乞うと決めた俺を心底心配していた。

			　頭をぽんぽん撫でると不安そうな顔をやめてくれた。心配はない。あの男に害意はない。

			　安心したティナは、今度はお酒に興味をもったようだ。

			　残ったお酒を見つめている。

			「ティナ、お酒を飲んでみたいのかな？」

			「そっ、それはその、ほんの少しだけ」

			　年はまだ幼いが、ティナの成長は早い。別にお酒を飲んでも構わないだろう。

			「ちょっとだけなら飲んでいいよ。俺が丹精込めて作った酒だ、感想をきかせてくれるとうれしいかな。ハチミツの増産が成功したら大々的に作るし」

			「はい、クルト様、頂きます！　お酒って、美味しそうでみんな楽しそうで、憧れていたんです」

			　俺はティナのコップに蜂蜜酒(ミード)を注ぐ。

			　ティナは、期待に目を輝かせた。

			「うわぁ、金色で綺麗、それにいい匂いです」

			　そして、両手でうやうやしくコップを包み、一気に傾ける。

			　こくこくこくと喉がなる。

			　甘くて口当たりがいい酒だから、するする入っていくのだろう。

			　いや、だ、駄目だ、そんなに一気に呑んだら……。

			「くるとしゃまぁ」

			　嫌な予感があたった、完全に目が据わっている。

			　どうやら、ティナはお酒に弱いようだ。

			　完全に酔っ払っている。
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			「なにかな、ティナ」

			「くるとしゃまはどうして、私だけを見てくれないんですか？　たくさん、おんなの人に囲まれて、寂しいです。くるとしゃまは、わたしのくるとしゃまなのに、ずっと一緒にいたのに」

			　そう言うなり、俺の膝にのって体重を預けてくる。

			　これは俺に甘える時のティナの仕草だ。

			「その、ティナのことは大事に思ってるよ」

			「それは知ってます。くるとしゃま、やさしいし、たくさんいっぱい甘やかしてくれるし、れも、私だけを見てほしいんです。私だけのくるとしゃまでいてほしいんれすぅ」

			　ティナは背中を預ける状態から振り向く。足を広げてコアラのように俺の腰に足を回してくっつく。

			　そして頬を俺の胸板にすりすりした。

			「クルトしゃまぁ、くるとしゃまにとって私はなんなんれすか、どうして手を出してくれないんですか、貴族の人ってもっと、そういうことするって、みんな言ってて、くるとしゃまなら、いいのに、なんで、クルト様、そんなに優しいんですか、優しすぎますよ」

			　ティナの目が妙に色っぽくて、心臓がどきどきする。

			「ねえ、クルト様」

			　ティナが上目遣いになる。

			「私と」

			　熱い吐息だ。

			　いつもの俺の知っているティナじゃない。

			　ティナとの距離が近くなる。

			　そして……。

			「ぐうぅ」

			「へっ？」

			　俺は思わずマヌケな声をあげた。

			　ティナは言いたいことを言い終わると、すやすやと寝息を立て始める。

			　まったく、自分勝手な女の子だ。

			「お酒はまだティナには早かったかな」

			　俺の心臓がどくどくと音を立てて、すごい勢いで鳴っている。今回は危なかった。二度とティナに酒を飲ませないことを決める。

			　俺は苦笑して、寝室にティナを運ぶ。

			　俺だけが、こんなにも動揺させられたのは悔しい。もし、起きてから、今日のことを覚えていれば思い切りからかおう。

		

	
		
			　

			第４話　ヨルグとの距離

			　

			　ヴォルグたちが来て屋敷を建て始めて数日経った。

			　今のところ、彼らの存在はアルノルト領にとってプラスになっている。

			　彼らの生活用品を運ぶために行商も活発になっているし、騒音などの迷惑料や、土地の代金として受け取ったお金のおかげで予算の問題で諦めていたことが始められる。

			　今は養(よう)蜂(ほう)を行っているラズベリーの花畑で、弟であるヨルグのことを考えていた。

			　決闘のあと、ヨルグの見舞いに行ったが、傷が深く、意識を失っていて話をすることができなかった。

			　しばらく間を置いて、ヨルグが意識を取り戻したころに見舞いに行くと決めていた。そろそろ大丈夫だろう。

			　いろいろとヨルグには話したいことがある。

			　弟との間にできた溝を少しでも埋めたい。それはヨルグのためでもあるし、俺のためでもある。

			　俺たち兄弟に相応しいお菓子を作ってあり、それを持っていく。

			「クルト様の言ったとおり、蜂の巣に白い液がたまっているところがあります」

			「うん、うまくいってよかった。その液の中に新しい女王蜂になる幼虫がいるんだ」

			　今はティナと二人で蜂の巣箱の掃除をしながら、新たな作業をしていた。

			　蜂を増やすための作業だ。

			　蜂という生き物は、女王蜂しか卵を産まない。そして巣に一匹しか女王蜂は存在できない。だから、一つの巣では蜂が増えるペースにも、数にも限界がある。

			　逆に言えば、女王蜂を別の巣に移せば、その女王蜂を中心に新たな巣ができ、蜂の数を効率よく増やすことができる。

			「でも、不思議ですね。意図的に女王蜂を産み出せるなんて」

			「人間の知恵だね」

			　女王蜂と普通の蜂との違いは幼虫のときに食べてきた餌の違いだけだ。

			　ローヤルゼリーという、白い液体を与えられた者だけが大きく、強く、産卵能力を持つ女王蜂に成長する。

			　普通は、女王蜂候補として何匹かの幼虫にローヤルゼリーを与え、そのうちの一匹が無事女王蜂にまで成長すれば蜂たちは他の女王蜂候補の幼虫を殺してしまい、女王蜂が衰えるまでは新たな女王蜂を作ろうとしない。

			　だが、女王蜂を人為的に生ませることはできる。

			　巣の一部に細工することで、その中にいる幼虫にローヤルゼリーを運ばせることができるのだ。蜂たちは王台という特殊な形をした巣の一角にいる幼虫にローヤルゼリーを与える習性を持っている。なら、王台を作ってしまえばいい。

			　そして、食べれば女王蜂になってしまうほどの栄養を持つローヤルゼリーは、高級な薬にもなる。いずれ採取して、売り出したいと考えていた。

			「ちゃんと、俺たちが仕込んだ王台の中の幼虫は女王蜂に成長しつつあるね。どこかで何匹かの働き蜂と雄蜂と一緒に別の巣に移そう。そしたらあとは勝手に卵を産んで蜂が増えるよ」

			　これでまた新たな蜂の巣ができる。

			　今は巣箱が一〇個しかないが、来年までに五〇個にするのが目標だ。

			　お金に余裕ができたおかげで、材料を購入し少しずつ巣箱の数を増やしている。

			「クルト様、たしかに蜂と巣を増やすことはできますが……世話が追いつかないですよ」

			「それは考えてあるよ」

			　ティナの言うことはもっともだ。

			　もともとこの村は開拓に手一杯で余剰人員がいない。

			　その上で、最近ニワトリを追加して世話に人をとられ、人員不足が加速している。

			　そんななかで、蜂の世話ができる人間なんて存在しない。

			　俺とティナの二人では今の一〇個の巣箱の世話が精一杯だ。五〇個なんて到底面倒が見きれないだろう。

			「他の村から人を連れてくるんですか？」

			「それもあるね、俺の村は一番新しい村だから開拓に忙しいけど、他の村だったら、子供が増えすぎているところもあるし、たぶん募集すれば集まるんじゃないかな。今回はできるだけ最低限にして、急ぎ他の手を打つけどね」

			　開拓した土地の一部は、領民たちに与えることにしているが、開拓のペースの問題や子供の数の問題で土地が継げない領民たちもいる。次男や、三男。そう言った人材のスカウトを行う。

			　そうすれば、他の村は余った人材がいなくなり喜び、人手が足りない俺の村も喜ぶ。

			　だが、今回においてはなるべく避けたい手法ではある。

			　なにせ、五〇箱での大規模な養(よう)蜂(ほう)が成功すれば他の村でも同じことをさせるつもりだ。そのときになれば、今は人が余っている村でも人員が必要になってしまう。

			「他にも何かするつもりなんですか？」

			「フェルナンデ辺境伯のところに公爵家に贈るお菓子を作りに行くんだけど、そのときに開拓村への移民の募集をしようかなって考えている。向こうは、俺たちの領地よりもずっと安定しているし、領地の開拓も行き詰まっているから、余剰人員が多いんだ。まあアルノルト領自体の人口をもっと増やしたいっていうのが本音だけどね」

			「それは素敵です！　今より領地が豊かになります！」

			「そうだね。でも、実は結構厳しいんだ。人が増えた分、稼ぎが増えないと話にならないから領主としては頭が痛いよ。移民だって来てくれるかわからない。今より生活が豊かになると思ってもらえないと誰も来てくれないからね」

			「アルノルトは貧乏で有名だから、誰も来てくれないかもしれないですね」

			　ティナが心配そうにつぶやくので俺は苦笑する。

			「今はね。たしかに今回は駄目かもしれないけど、ハチミツの商売がうまくいけば、すぐにそんなイメージを吹き飛ばせるさ。なにせ、ここのハチミツはフェルナンデ辺境伯も認めてくれた美味しさだから、商売を始めればあっという間に豊かな村になるよ」

			　ハチミツはきっと、莫大な富をもたらしてくれるだろう。

			　まあ、そのための人員が足りないことが問題だが。

			　現実的には今回は駄目元で募集して、駄目なら他の村から人を借りて間に合わせ、小規模でも商売を始めてから、再度募集するという流れになるだろう。

			　そんなことを考えながら、蜂の増産のための作業を行っていく。

			　しばらくは新しい蜂を養うのに、どんどん溜め込んだ蜜を蜂たちが使うから、ハチミツはあまりとれない。だがこれは未来への投資だ。

			　来年、今よりずっとずっとたくさんのハチミツをとるための。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一仕事を終えた俺は台所にいた。

			　ヨルグのためのお菓子作りをするためだ。実は数日前から少しずつ進めていた。今作っているお菓子はひどく時間がかかる。材料も高級品である砂糖を使う。

			　俺が領主になったお祝いにフェルナンデ辺境伯が贈ってくれたものだ。アルノルトの財力では砂糖なんて買えない。そんな貴重なものだからこそ、この場で使う。

			　思えば、あいつのためにお菓子を作るのは初めてだ。

			　そう思うと俺もおかしかったかもしれない。

			　一番近くにいたあいつのために、お菓子を作ってやる。それが兄として最初にやるべきことだった。

			　ちゃんと、あいつを見て、愛してやれば俺たちの関係はもっと違ったものになっただろう。

			　過ぎたことはどうしようもない。だけど、未来を変えることはできる。

			　そのために俺は特別なお菓子を作る。

			　ヨルグとの絆を紡ぎ直し、彼を新たな舞台に送り出すためのお菓子……星のお菓子を。

		

	
		
			　

			第５話　とげとげのコンペイトウ

			　

			　なんとか時間を作り、本村に到着した。弟であるヨルグの見舞いのためだ。

			　ヨルグは、部屋で安静にしているらしい。

			　ヨルグの部屋にたどり着き、扉をノックする。

			　返事はない。

			　もう一度ノックする。

			　やはり返事がない。

			「ヨルグ、いるのか？」

			　気配は感じるから中に人がいるのは間違いない。ドアノブに手をかけるとくるりとまわった。鍵はかけていないようだ。

			「入るぞ、ヨルグ」

			　俺はそれだけ告げてヨルグの部屋に入った。

			　ヨルグの部屋に入ったのは初めてだ。

			　中の光景を見て驚く。槍が壁にかけられているだけで他には何もなかった。

			　ヨルグのことだから、派手で贅沢な部屋になっていると思っていたのに。

			　この部屋を見てもヨルグがどういう人間かがまったくわからない。

			　それほどまでに虚ろな部屋。

			「ヨルグ、見舞いに来た」

			　俺はそう告げてベッドの横にある椅子に座る。

			　ヨルグは布団から顔を出し、忌(いま)々(いま)しいものを見る目で俺を見た。

			「なんだい、兄さん、僕を笑いに来たのか」

			「どうして俺がおまえを笑わないといけない」

			「いいざまだろう！　今まで大口を叩いたり、さんざん兄さんに嫌がらせをしてきた僕が負けてさ！　アルノルトとして失格だった兄さんは唯一、僕が勝っていたはずの槍の才能まで手に入れて次期領主になった。さぞや気分がいいだろうね。おかげで僕はただのでき損ないの弟に逆戻りだ！　何一つ兄さんに勝てない、存在価値がない人間だ！」

			　ヨルグは、口調を荒らげる。

			　おそらく、彼にとっては槍だけが心の拠り所だった。それが奪われて平静ではいられないのだろう。

			「おまえに存在価値がないなんて、俺は思ってないよ。客観的に見ても、武術の才能もあるし、頭が良く物覚えもいい。おまえほどの才能を持つ人間は、早々いない」

			　ヨルグは、俺と比較され続けてひねくれてしまったが、もともと才のある男で、幼いころから優秀だった。

			　俺がいなければ誰もが期待する次期領主になっていただろう。

			「そうかもね。でも、兄さんには遠く及ばなかった。何一つ」

			　そう言って、ヨルグは顔を背け、しばらくしてから口を開いた。

			「ねえ、兄さん、僕をどうするつもり？　次期領主の兄さんなら、僕をどうとでもできるよね。身ひとつで追い出す？　それとも今までの仕返しをする？　もう、どうでもいいよ。好きにしなよ」

			　完全に投げやりだ。俺の報復を恐れているのか？

			「別に俺はおまえのことを嫌っていないし、仕返しをするつもりもない」

			「嘘だ、僕はたくさん兄さんにひどいことをしてきた。兄さんが僕を恨んでいないはずがない」

			「本当に恨んでないんだ。それに嫌ってもない。おまえのことは面倒だとは思っていたが……いや、ティナとの一件だけは本気で怒った。でも今は、嫌がらせなんてしようとは思わないよ。時間の無駄だ」

			　ヨルグが口をわなわなと震わせて絶句する。

			　そして悲しげに顔を歪め、そして納得したような乾いた笑みを浮かべた。

			「知っていたよ、兄さん。兄さんは僕を恨んですらくれてなかったんだね。全部、僕の一人相撲だよ。やっぱり兄さんは僕に興味がないんだ」

			　すべてを諦めたつぶやき。

			　それはこの場だけの軽いものじゃないことが伝わってくる。

			　何年も、何年も積み重ねてきたからこその重み。俺は、ここまで弟を追い詰めていたのか。

			「……そうだな、たしかに俺はおまえに興味がなかった。だけど、俺は変わりたいと思っているんだ。俺はおまえに謝りたい。自分の夢しか見てなかった。お菓子作りのことしか考えてなくて、おまえのことをないがしろにしていたんだ。世界で二人きりの兄弟なのに」

			　それは本心だ。次期領主になって、そんなことを考えるだけの余裕ができた。

			　俺は自分が間違っていたと今になって気が付いた。だからこそ正しい形にしたい。俺とヨルグは兄弟だ。その事実は変えられない。

			　なら、幸せな兄弟でありたい。

			「……何を今更。僕に同情しているの？」

			「違う。おまえのためじゃない。俺のためだ」

			「その気持ちを僕に押し付けるわけだ。何様だよ。今までまったく僕のことを気にもしないで」

			「だから、変わろうと思った。これからはちゃんと兄としておまえに接する」

			　ヨルグが涙を流して顔をそむける。

			「……まったく、遅いよ兄さんは。僕はずっと兄さんに振り向いてほしかったのに。兄さんが僕を見てくれるなら、家督を譲っても良かった。僕がアルノルトを治めるより兄さんに任せたほうが、ずっとみんなのためになるってわかってたんだ。……僕はずっと兄さんにあこがれていた」

			　ヨルグが、絞りだすように言った言葉。

			　その言葉でヨルグは寂しかったのだと理解した。

			　ヨルグが今まで犯した罪や、怠(たい)慢(だ)が消えるわけではない。だが、それでもヨルグにはヨルグの考えがあったとわかった。

			「そう言ってもらえるとうれしいよ。……ヨルグ、おまえは俺にあこがれる必要なんてない。おまえは優秀だよ。間違いなく」

			「でも、みんな、僕のことを、無能だって。兄さんならって」

			「たしかに周りはそう言うかもしれない。でも、違うんだ。俺がいくら言っても信じられないかもしれないけどね。外に出れば、実感としてわかるよ。この領地だと俺がいるかぎり、おまえを見る目は俺の弟でしかない。それが問題だ。だから、一つ提案がある」

			　そう言うと、ヨルグがこちらを見た。

			「フェルナンデ辺境伯に、おまえをどこかの男爵の従者にしていただくようにお願いした」

			　ヨルグが歪んでしまったのは、俺と比較され続けてきたからだ。

			　自分の才能と努力だけが認められるところでがんばれば、何かが変わるかもしれない。生まれ持ったその才覚を活かせるのだ。

			「兄さんみたいな優秀な人ならともかく、僕を貴族の従者になんてできるの」

			「普通は無理だよ。だけど、フェルナンデ辺境伯は俺のお菓子作りの腕を認めてくれた。そして、その上で公爵家に贈るお菓子作りを俺に任せてくれたんだ。そのお菓子がフェルナンデ辺境伯が満足するものであれば、その褒美として、おまえを従者にするため口利きをすると約束してくれた」

			　貴族の従者というのは悪くない身分だ。

			　とくに、爵位を継げない貴族の息子の就職先としては理想的である。

			「兄さん、いいの？　そんな大仕事で得た褒美を僕なんかのために使って」

			「俺がそうしたいんだ。ヨルグ、おまえはアルノルトなんて関係ないところでがんばってきてほしい。男なら試してみたいだろう。自分の力がどこまで通用するか」

			　俺への劣等感で歪み、俺に振り向いてほしいばかりに道を踏み外した弟。こいつに必要なのは、俺との距離と、努力が正当に報われる環境だ。

			「……僕は、僕は試してみたい。ありがとう、兄さん。僕は、兄さんと比べられないところに行きたい。僕を、兄さんの弟じゃなくて、ただのヨルグとして見てくれるところに行ってみたいよ」

			　ヨルグがさみしげにつぶやいた。

			「なあ、ヨルグ、さっきの話には続きがあるんだ」

			　俺はそう言って、そこで一度間を置く。

			「男爵のもとで、自分の力を試したあと、そこでおまえは自分の道を決めるんだ。男爵のもとで一生働くか、アルノルトに戻ってくるかだ」

			「アルノルトに戻る？」

			「そうだ。もし、おまえにその気があって、ちゃんと成長しているなら俺の補佐を任せたいと思っている。さっきも言ったけどね、おまえには才能がある。おまえの力を借りたい。もちろん、新しい環境が気に入ったなら、戻ってこなくてもいい。一人で旅立ち、その結論を迫られるまでに長い時間がある。そのなかで、おまえは選ぶんだ……自分の人生を」

			　強く告げる。

			　どっちを選ぼうと俺は責めない。それはヨルグの人生だから。

			「僕が選ぶ……うん、そうさせてもらうよ、兄さん。僕は自分の意志で歩く。兄さんにとらわれるのはやめにする」

			　ヨルグが笑顔を見せてくれた。

			　こんな屈託のない顔をするのは、十年ぶりぐらいだろうか。

			「がんばれよ、ヨルグ。まあ、手紙ぐらいは出すし、そっちも出してくれるとうれしいな。兄弟だからな」

			「兄さん、白々しいよ。十年放っておいたくせに」

			　言葉こそきついが、それには優しい感情が込められており二人で笑う。

			　久しぶりに俺たちは兄弟なのだなと実感できた。

			「これは餞(せん)別(べつ)だ」

			　ラッピングに包まれた瓶を渡す。

			「兄さん、これは」

			「おまえのために作ったお菓子だよ。金(こん)平(ぺい)糖(とう)っておかしだ」

			　ヨルグがラッピングを解く。

			　すると、びん詰にされた金平糖が現れた。

			　金平糖は、小さなとげとげした菓子で、色とりどりのものが瓶に詰まっている。

			　フェルナンデ辺境伯から祝いとしてもらった砂糖を原料に何日もかけて作った。

			「固くて、とげとげで、どこか俺たちのようなお菓子だろう？　こんな見た目だけど、口の中に入れて時間が経つと、丸くなって、甘くなる。そんなふうになりたいって俺は思っている」

			　ヨルグは微笑み、金平糖を一つ口の中に入れる。

			　口の中で金平糖を転がすと、それはあっという間に溶けて消えた。

			「兄さん、これ、すごいね。甘くてさっくりして。そうか、この甘さか。暖かくて、ほっとする。いいお菓子だね。こんな兄弟になりたいな」

			　少し子供っぽい口調と声音、それがヨルグに似合っていた。

			「そのお菓子は腐らないんだ。何年でも持つ、辛いときに少しずつ食べてくれ。それは俺がおまえに贈る、おまえだけのお菓子だよ。おまえが帰ってくるまで、このお菓子は誰にも作らない」

			「僕だけの特別、うれしいよ。兄さん……ありがとう」

			　ヨルグは瓶をぎゅっと抱きしめる。

			「でも、知らなかったよ。兄さんがこんなロマンチストだったなんて」

			「知らなかったのか？　そういえば、俺もおまえのことを何にも知らない。だけど、それもいいだろう。今後お互いのことを少しずつ知っていこう」

			　それから、俺とヨルグは日が暮れるまでお互いのことを話し合った。

			　それはまるで、普通の仲がいい兄弟のように。

			　俺のためにも、ヨルグのためにも公爵へ贈るお菓子は、誰もが納得するものを作らないといけない。俺はより一層、気合を入れた。

		

	
		
			　

			第６話　フェルナンデ辺境伯領への出発

			　

			「ティナ、別についてこなくていいんだぞ？」

			「私はクルト様のパートナーです。どこにだってお伴します！」

			　俺とティナは、フェルナンデ辺境伯が用意した馬車に乗っていた。

			　今から俺たちはフェルナンデ辺境伯の領地に向けて出発する。

			　そこでは、ファルノとの婚約発表パーティや、公爵家に贈る菓子作りが待っている。

			　これから忙しくなる。

			「クルト様、ティナさん、がんばってきてください。私も付いて行きたかったのですが、どうしてもここを離れるわけにはいきません」

			　ファルノの執事のヴォルグが申し訳なさそうな顔をして見送りに来ていた。

			　彼は人間重機とも言える存在だ。彼がいなくなれば一気にファルノの屋敷の建設ペースが落ちてしまう。

			「ヴォルグは自分の仕事に注力してくれ。俺は俺の仕事をがんばる。ただ、それだけだよ」

			　ヴォルグには世話になっている。

			　彼は初日に言ったとおり、魔力と技能の両方を使う訓練に付き合ってくれている。

			　本気で戦える相手がいる、そして至らないところを気付かせ導いてくれる。それがどれだけ重要かをヴォルグは教えてくれた。

			　彼のおかげで俺はどんどん強くなっている。

			「ファルノ様によろしくおねがいします。あなたが私を褒めてくだされば給料があがるかもしれません」

			「今度、おごってくれるなら考えよう」

			　俺とヴォルグは冗談を言いあう。

			　拳を交えることで俺たちは絆を深めていた。

			「ファルノ様からの贈りもの、きっちり身につけられているのですね」

			「ああ、大事に使わせてもらっている」

			　俺は胸を叩く。その裏には内ポケットがあり、ファルノからの贈りものを収納していた。

			「それは重(ちよう)畳(じよう)です。お嬢さまも喜ぶでしょう」

			　ヴォルグが俺に挨拶しに来た日、ファルノからの贈りものを受け取った。中にはケーキナイフが入っていた。この時代では考えられないほど質がいい。

			　お菓子職人としては必須なもので、本当にうれしかった。なので、上着に内ポケットを作って常に持ち運ぶようにした。

			「クルト様、ヴォルグ様、そろそろ出発します」

			　御者の男が声をかけてきた。

			　そろそろ出発しないと日が暮れるまでにフェルナンデ辺境伯の領地に着くことができない。

			「じゃあ、行ってくる。ソルト、俺のいない間のことは任せた。いつも悪いな」

			　この場にいるもう一人の男に声をかける。ソルトは、開拓村の代表格だ。人望があり俺がいない間のことはすべて彼に任せている。

			「あいよ。気にしないでくださいな、坊っちゃん。きばってきてくだせえ。ぼっちゃんが活躍すれば、この領地はますます豊かになるんで」

			　彼がいるから、俺はここを留守にできる。

			　やがて、本格的にアルノルト領全体を見ることになれば、彼にこの村を任せるつもりだ。

			　俺のいない間の蜂の世話は、他の村から新たに来てもらった者たちに任せてある。数日で最低限の蜂の世話を叩き込んだ。今の蜂の数なら彼らで事足りる。

			　彼らはやがて、自分の村に戻り、俺の代わりに養(よう)蜂(ほう)の指導をしてもらう予定だ。

			「では、出発します」

			　御者が馬に鞭をいれ、俺たちを乗せて馬車は出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クルト様、フェルナンデ辺境伯の領地ってことは、エクラバに行かれるんですよね」

			「そうだよ。結構お金も持ってきた。あそこはいろんな物があるから楽しみだ。お菓子の材料になるものを買いたいな。カカオとかあれば言うことないんだけど」

			「カカオ？　初めて聞きました。でも、美味しそうな名前です！　……懐かしいですね。エクラバ」

			　フェルナンデ辺境伯は広大な領地を持っている。そこには農地もあるし、当然、大きな街もある。

			　フェルナンデ辺境伯が居を構えるのは、港街であるエクラバだ。

			　港を経由した輸送でさまざまなものがあふれる、非常に活気ある商業都市だ。

			　この地方で、あそこほどに物が揃う街はない。

			　そして、エクラバは俺とティナにとって思い出の地でもあった。

			「あそこで、クルト様と出会ったんですよね」

			「ああ、あのときのティナを思い出すと感慨深いよ」

			「もう、やめてください。あのときの私を思い出されると恥ずかしいです」

			　ティナはもともと、エクラバの孤児だった。獣人やエルフたちがいる村に住んでいた彼女の母親は、村の掟で禁止されている人間との結婚のために駆け落ち同然に村を出て、夫とともにエクラバで暮らしていた。

			　しかし、流行病でティナだけを残して、ティナの両親は死んでしまったのだ。

			「でも、あのことがあったから俺はティナと一緒にいられる。大事な思い出の一つだよ」

			「もう、クルト様なんて知りません」

			　ティナが可愛く顔を背ける。尻尾(しつぽ)まで一緒にそっぽを向いた。

			　俺は苦笑する。まったく、そんな可愛い反応をするから、からかうのをやめられないんだ。

			　そんなふうにティナとじゃれ合っていると、馬車の中にいたフェルナンデ辺境伯の使いが、おどおどした様子で口を開いた。

			「あの、アルノルト様。その槍、重くありませんか？　こちらで預かりますよ」

			「重くないよ。預かってもらう必要はない。それに万が一があるから手元に置いておきたいんだ」

			　俺は銀(ぎん)閃(せん)を胸に抱えていた。

			　村を出てから一度たりとも手放していない。

			「でも、疲れますよね。私が預かっておきます」

			「俺の話を聞いていたか？　負担ではないし、もしものために持っておきたいと言ったはずだが」

			「ですが、その、アルノルト様は大事なお客様です。お客様に不便な思いをさせるわけには行きません。何かがあったらすぐにお渡ししますから、私に、その槍を預けてくださいませんか」

			　あまりにもしつこい。俺はこの男に対して疑心を持ち始めた。

			　何かある。……様子を見てみよう。

			「そこまで言うなら預けよう。あと、これは槍じゃない。薙(なぎ)刀(なた)という武器で銀(ぎん)閃(せん)と言う。大事に扱ってくれ」

			　俺はそう言って、銀(ぎん)閃(せん)を渡す。

			　きっちりと保険は用意してあるので、たいていのことは対応できるだろう。

			　すると、男の口がほんのわずかだが、笑みの形になった。邪な考えが見て取れる。

			　さて、どう動くか。

			　平然を装いながら、俺は警戒を強めた。

		

	
		
			　

			第７話　盗賊

			　

			　馬車は軽快に目的地に向かって進む。

			　今のところ、問題は起きていない。

			　ただ、気になるのが目の前の男の動きだ。窓の外に向かって何か合図を送ったように思える。

			　このまま、何事もなければいいのだが。

			「ヒヒヒィン！」

			　しかし、その考えは甘かったようだ。

			　馬が悲鳴を上げ馬車が揺れる。

			「銀(ぎん)閃(せん)を渡せ！」

			　短く叫ぶが、俺の叫びを無視して、男は銀(ぎん)閃(せん)を持ったまま馬車を飛び出した。

			　なるほど、これが狙いか。

			「ティナは馬車の中で待っていてくれ」

			「クルト様、どうかご無事で」

			　ティナは手をぎゅっと握って俺の顔を見る。

			　一緒に外に出たいと顔にあったが、邪魔になるということがわかっている彼女は、その言葉を飲み込んだ。

			　俺は彼女の頭を撫でてから口を開く。

			「ああ、行ってくるよ」

			　ティナを安心させるためにも早急に片付けよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　外に出ると、盗賊らしき一団に馬車が取り囲まれていた。

			　銀(ぎん)閃(せん)を抱えた男は盗賊たちのほうに向かって真っ直ぐ走っている。

			「一番わかりやすい罠のはめかただな」

			　俺は苦笑する。

			　初めから、この男と盗賊はぐるだったのだ。

			　状況を確認する。馬を操っていた従者は矢を足に受けてうずくまり、馬は死んでいる。

			　盗賊たちのほとんどは弓を装備しており、俺の姿を見た瞬間、弓を引き絞り始めた。

			「放て！　奴は丸腰だ。いかにアルノルトといえども、槍がなければただの人間だ」

			　銀(ぎん)閃(せん)を抱えた男が叫ぶ。

			　そうか、そこまで知っている相手か。

			　代々のアルノルトが、槍を構えていれば常人では発揮できない力を持っていることは一部では有名だ。

			　だが、盗賊ごときが知っている情報ではない。誰かが裏にいることは間違いないだろう。

			　盗賊たちが矢を放った。

			　雨のように降り注ぐ矢。

			　俺は上着の内ポケットに入れておいたケーキナイフを取り出し構える。だが、刃を包む保護布ははずさない。

			　人を幸せにする菓子を作るための道具を血に染めるわけにはいかない。

			　思考が加速する。力がみなぎる。

			　俺が生まれ持った才能、剣技能が発揮されていた。そう、刃物を使わずとも技能を発揮するだけで十分だ。

			　ケーキナイフでも、剣技能の発動条件を満たせる。

			　強化された反射神経と思考は矢の軌道を見定める。そして直撃するものだけを、ケーキナイフを持たない左手の手刀で弾く。

			　矢尻を避けて弾けば手は傷めない。

			　盗賊らしき男たちが呆然とする。

			「嘘だ、槍がないなら、ただの一般人のはずじゃ!?」

			「悪いな、俺は普通のアルノルトじゃない」

			　全力で踏み込む。その瞬間、轟(ごう)音(おん)が鳴って地面が俺の足の形にえぐれた。ロケットのような勢いで俺は跳ぶ。

			　魔力による強化と技能を掛けあわせたことによる圧倒的な身体能力。これこそが俺の全力。ヴォルグとの特訓で得た力だ。

			　今の俺はかつての俺とは比べ物にならない力を持つ。

			　一人の盗賊に肉薄する。

			　左手の掌底で顎を打ち抜き、一瞬にして意識を刈り取る。

			　悲鳴をあげる暇すら与えない。

			　盗賊の一人が倒れるころになって、ようやく残りの盗賊たちが俺の動きに気がつく。

			　住んでいる時間軸が違う。彼らは俺の動きを認識すらできていない。

			　盗賊たちの集団の中に突っ込む。間を駆け抜けながら次々と意識を刈り取る。顎や首筋を、掌底や手刀で狙い最小限の動きで無力化していく。

			「おい、こんなの聞いてないぞ」

			「人間の動きじゃねえ」

			「なんなんだよ、これは」

			　悲鳴が交じる。しかしその悲鳴ごと刈り取る。

			　そして、一分もしない間に二人を残して全滅させた。

			　残したのは、銀(ぎん)閃(せん)を抱えて逃げた男と、一人の盗賊だ。

			「さて、話をきかせてもらおうか、そのために起きていてもらったんだ」

			　俺は最後の一人になった盗賊に向かって凄む。

			　装備や盗賊たちの視線の動きで、こいつが盗賊の頭領だとはわかっていた。

			「てめえ、ふざけやがって」

			「俺はふざけてなんていないさ」

			　激高して襲いかかってきた盗賊を転倒させ、地面に組み伏せ、両肩と股の関節を外し、完全に無力化する。

			　悲鳴をあげるが気にしない。会話ができさえすれば問題ないだろう。

			「そして、おまえも逃げるな。盗賊の仲間なんだろう？」

			　俺はフェルナンデ辺境伯の使用人に微笑みかける。

			「ちっ、違う」

			「嘘をつくな」

			「本当に、俺は関係ない、関係ないんだ。信じてくれ、信じてください」

			　涙目になって、両手を振って違うと強弁する。

			　だが、そんな嘘は通じない。

			　俺はフェルナンデ辺境伯の使用人の肩に手をかけ、無理やり肩の関節を外す。

			「ぎゃっ、ぎゃあああああああああ」

			　豚のような悲鳴があたりに響き渡った。

			「なあ、舐めているのか？　そんな嘘が通じるわけがないだろう。おまえは、アルノルトの力を知っていた。知っていたから、俺と銀(ぎん)閃(せん)を引き離そうとした。銀(ぎん)閃(せん)がなければ、俺がただの人だと思ったからだ。あれだけわざとらしくされればバカでも気付く」

			　この男は強引で杜(ず)撰(さん)だった。

			　おそらく、田舎貴族の俺を舐めていたのだろう。

			「それに、俺はおまえが銀(ぎん)閃(せん)を預かった後、外に合図したのも知っていたよ。あえて気付かないふりをした。その後に盗賊が来たんだ。これは偶然か？」

			　左肩も手にかける。

			　だが、一つ安心したことがある。この件にフェルナンデ辺境伯自身は関係していない。

			　俺の適性は槍ではなく剣であることはあの人も知らないが、俺が魔力持ちであることは知っている。魔力持ち相手にあの程度の戦力で挑むことはありえない。

			　今回の襲撃は、槍の技能だけを持っている人間を相手にする前提のものだった。故に、フェルナンデ辺境伯は白だろう。

			　あの人に裏切られたら、俺は人間不信になっていた。

			「ひっ、ひっ、ちっ、ちがう、ちが」

			「何が違うんだ？」

			　俺は有無を言わせない口調で静かに問いかける。

			「本当に、俺は、違うんだ。関係ない、関係ないんだ」

			「なら、確認しよう」

			　俺は盗賊のほうに歩いて行く。

			　ケーキナイフを上着に戻し、そのへんに落ちていた樹の枝を拾い、折って尖端をとがらせる。

			「そこの盗賊、この男はおまえらの仲間、もしくは協力者で合っているか。嘘をついていれば目を抉る」

			　盗賊は失禁する。

			　抵抗したくても、両手両足が動かず、なすがままにされていた。

			「はっ、はい、そうです。その男が槍を奪ったら、あなたを襲う手はずになっていました。槍さえなければ、ただの人間だって聞いていて、金になるから襲いました。その男は協力者です」

			「うっ、嘘だ、そんなのデタラメだ！」

			　フェルナンデ辺境伯の使者が騒ぎ立てる。

			「と、あの男は言っているが嘘なのか？　なら今から目を抉る」

			「本当です。俺たちは、金をもらって……」

			　盗賊は信じてくれと連呼する。

			　まあ、そうだろうな。本当かどうかは目を見ればわかる。

			「だっ、そうだ。この男の必死さを見れば、嘘じゃないことはわかる。だが、おまえはどうだ。まだ嘘をつくようなら、地獄を見てもらうしかない。ここで本当のことを話せば、命は助けてやる」

			　樹の枝をちらつかせると、男はぽつりぽつりと真実を語り始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから盗賊たちのリーダーと、盗賊に協力した使用人を縄で縛ってから荷台に乗せてフェルナンデ辺境伯のいるエクラバに向かって出発した。

			　この二人がいれば必要な情報は得られる。残りの盗賊は邪魔なので木にくくりつけたまま放置した。彼らをどうするかは、フェルナンデ辺境伯に任せるつもりだ。

			　怪我を負った従者は無関係の被害者なので、その場で可能なかぎり治療し、ティナと一緒に馬車の中で休んでもらっている。

			　馬は俺が走らせていた。

			　死んだ馬の代わりとして盗賊の馬を拝借した。

			　盗賊の割にいい馬を持っている。ぜひ、このまま村に持ち帰りたいぐらいだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　従者の案内どおりに走り、フェルナンデ辺境伯の屋敷にたどり着いた。

			　俺たちがつくと、使用人たちが快く出迎えてくれた。

			　ただ、道中使いの者が裏切ったこと、そして盗賊に襲われたことを伝えると、慌てて使用人たちが屋敷に駆け戻っていった。

			　しばらくして、使用人を引き連れたフェルナンデ辺境伯が現れた。

			「よく来てくれた。クルトくん。……そしてこの度は迷惑をかけてしまい申し訳ない」

			　圧倒的に高い身分でありながら、フェルナンデ辺境伯は俺に向かって頭を下げた。この人は器が大きい。大貴族にありがちな傲(ごう)慢(まん)さがない。

			「顔をあげてください。フェルナンデ辺境伯も被害者です。従者を傷つけられ、馬を失ったのですから」

			「クルトくん、そう言ってもらえると気が楽になる。とはいえ、これは間違いなく私の責任だ。詳しく話を聞かせてくれないか？　私は今、盗賊に襲われたことと、ラッセが手引をしたことだけ聞いたのだが、事情を教えてほしい」

			　ラッセというのは裏切り者の使用人の名前だ。

			「はい。私が聞き出したかぎりですと、ラッセという男は、とある貴族の使いと名乗る者に大金を掴まされ、私を暗殺しようとしました。どうやら、私がファルノ様と婚約することを快く思っていない貴族がいるようです」

			「それは由々しき事態だね。しかしよりにもよって、君に喧嘩を売るとは、命知らずな」

			「アルノルトである私は槍さえなければ怖くない。槍を奪った上で盗賊に襲撃させれば殺せると、吹きこまれたのでしょう」

			「なんと愚かな……君を襲おうとした者も、金のためにそんな提案を受けたラッセも」

			　今回の件は貴族の嫉(しつ)妬(と)だ。

			　俺のような三流貴族の子供が、フェルナンデ辺境伯の後ろ盾を得ることも、美しいファルノを手に入れることも憎かったのだろう。

			　もしかしたら、その後釜に座ることを狙っていたのかもしれない。

			「私としては事を荒立てるつもりはありませんので、後のことはフェルナンデ辺境伯に任せます。盗賊のリーダーらしき男とラッセは生かしてありますので、ご自由に」

			　それは、きっちり情報を引き出して落とし前をつけろという意味だ。

			　フェルナンデ辺境伯なら己の威信にかけて黒幕を見つけ出すだろう。

			「もちろんだ。私に任せてくれ。きっちりと始末をつけよう」

			　此処から先は、彼らの領分。

			　俺が言うことはないだろう。

			「クルトくん、この償いはきっちりとさせてもらう。私の使用人が君に迷惑をかけてしまったことには変わりない。君が帰るまでに用意をさせてもらおう」

			「お心遣い感謝します」

			　ここで遠慮をするのは、フェルナンデ辺境伯の顔に泥を塗ることになるし、アルノルト家が謝罪を受け入れないという意思表示にもなりかねない。

			　俺は、おとなしくフェルナンデ辺境伯の厚意に甘えることにした。

		

	
		
			　

			第８話　甘い香りの焼きりんご

			　

			　フェルナンデ辺境伯との話を終えたあと、フェルナンデ辺境伯の使用人にしばらく俺たちが世話になる部屋に通してもらった。

			　まっさきに飛んできそうなファルノは、とある貴族の結婚式に呼ばれており、三日後まで戻ってこれないらしい。そのことを、どこか寂しく感じている自分がいた。

			　部屋を確認する。いい部屋だ。おそらく、賓客用の部屋を用意してもらえたのだろう。

			　しかも、夫婦用の部屋が割り当てられており、ティナと二人で過ごすことができる。フェルナンデ辺境伯には感謝しないと。

			　明後日までに公爵家に贈るお菓子を作って、三日後にはファルノとの婚約発表のパーティに出席する予定だ。

			　ファルノとの婚約発表にはフェルナンデ辺境伯とゆかりのある貴族たちが大勢集まる。下手なことはできない。今から気合が入る。

			「ティナ、明日は市場に出よう。お菓子作りをする前に、いろいろと見て回りたい。レシピは決まっているけど、市場で新しい材料を見れば、何かひらめきが生まれるかも。……それに目の前に新しい食材の山があるんだ。我慢できそうにない」

			　俺はにやりと笑う。ここで心が躍らければパティシエじゃない。

			「はい、クルト様、行きましょう。エクラバの市場。楽しみです。いろんな素敵なものがありそうです！」

			「だね。今回のお菓子に必要がないものでも良さそうなものがあったら買おう。なかなかこんな機会はないしね」

			　港町、さてどれほどのものと出会えるのか……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺とティナは二人で朝から市場に来ていた。

			　あまりの活気に驚く。

			　なにせ、この港町には五万人近い人々が暮らしている。

			　すべての村を合わせても、五〇〇人程度のアルノルト領とは比べ物にならない。

			　人と物があふれる。なんて羨ましいのだろうか。

			「うわぁ、あのお店に並んでいるの海のお魚らしいですよ。川のお魚と違ってこんなに大きいんだ」

			　ティナはタイのような魚を見かけて、驚いている。

			　キツネ耳がぴくぴくと動いていて楽しそうだ。

			「あっ、あっちには見たことがない果物が。赤くて丸くて、どんな味がするのかな。いい匂いです」

			　今度は、りんごを見つけて目を輝かせる。

			　見るものすべてに興奮して、ティナがはしゃいでいる。

			　俺は苦笑しつつ、そんな彼女を追いかける。

			「魚はやめておこうか、アルノルトに持って帰る前に腐らせちゃうし、さすがにこれをフェルナンデ辺境伯の領地で調理するのは気が引ける」

			「……そうですか、残念です」

			　ティナのキツネ耳がペタっと倒れる。

			　海の魚なんて、山の中のアルノルトでは絶対に食べられないものだから、食べたがる気持ちはわかる。

			「買ってはあげられないけど、俺も食べたいから、向こうのお店で昼食をとろう。この魚を使った料理もあるらしいよ」

			「あっ、それはいい考えです。ぜひ、食べましょう！」

			　ティナが俺の腕に絡みついてくる。喜んでくれて何よりだ。

			「果物のほうは試しに少し買ってみようか。美味しかったら帰りがけにたくさん買ってお土産にしよう」

			　そう言いつつ、果物屋の店主にお金を渡してりんごを二つ受け取る。

			　二つ買ったうちの一つを、上着からとりだしたケーキナイフで真っ二つに切り、片割れをティナに渡す。

			「ほら、ティナの分」

			「いいんですか？」

			「そのために買ったんだよ」

			　俺がそう言うと、ティナは笑顔になって、りんごにかぶりついた。しゃくしゃくっと小気味いい音が聞こえる。

			「あまずっぱくて、瑞々しくて、美味しいです。クルト様、これ、すっごくいいです。うちの領地でも育てませんか!?」

			　よほど気に入ったのか、さきほどから尻尾(しつぽ)が揺れている。

			　俺もりんごをかじる。俺が知っているりんごよりもかなり酸味が強く、甘みが少ない。だが、それがいい。

			　お菓子にする場合には、こういったりんごが適している。

			　ぜひ、買って帰ろう。ただ、気になるのが店主の話では、りんごも産地によって全然味が違うらしく、アヴァロンという街でとれるりんごは、すさまじく美味いそうだ。りんごを広めたのもその街で、苗木を分けてもらって各村で育てても、けしてアヴァロンでとれるりんごの味には遠く及ばないらしい。店主の口ぶりにあまりに熱が入っていたので、いずれはアヴァロンにりんごを仕入れに行きたい。

			「育てたいけど無理かな。りんごは結構扱いが難しいし、果実が収穫できるまでに多分駄目にしちゃう。うまく行っても三年はかかるしね。ちょっとハードルが高いよ」

			　木になる果物は、どうしても時間がかかる。

			　それに病気にも天候にも弱い、本腰を入れて人と時間を投資しないとどうにもならない。

			「それだと、アルノルトじゃ無理ですね。この実がいっぱい採れると、みんな喜ぶと思ったのに」

			　ティナが落ち込んだ。俺は頭を撫でてティナに微笑みかける。

			「育てるのは無理でも、買うことはできると思うよ。ハチミツを使った商売が軌道に乗ったらそのお金で行商人に仕入れてもらうように頼もう。今は生活に必要なものだけで精一杯だけど、いずれはさ、こういうのも買えるようになる」

			　俺がそう言うと、ティナは満面の笑みを浮かべて頷いた。

			「はい！」

			「あと、ティナ。さすがに素材のまま、そこまで喜ばれるとパティシエのプライドが傷つくな」

			「クルト様、それって」

			「どうして、二つりんごを買ったと思う？　お菓子を作るためだ。帰ったらこれを使って、素敵なお菓子を作るから、楽しみにしておいてくれ」

			「楽しみにしてます！　クルト様のお菓子！」

			　ティナは俺が作るお菓子を想像して幸せそうな表情を浮かべる。

			　そんなティナの表情を見ていると、こっちまで幸せな気持ちになってくる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　市場を見ていると、本当にいろんな肉や、野菜や、果物、ナッツ、調味料や酒があって驚く。

			　もう、ここに住んでしまいたいぐらいだ。やはりパティシエとしては、こういった環境を魅力的に感じる。

			　これから月に一度ぐらいは覗きにきたいと思う。

			　そんな中で、俺が目をつけたのはウイスキーだ。まさか、蒸留酒なんてものがあるとは思っていなかった。

			　ラム酒を用意するようにフェルナンデ辺境伯には頼んでいるが、辛口の蒸留酒があると、今回の薔薇のクッキーにはより合う。

			　これを見つけられただけでも、市場に来た価値があった。

			「おじさん、少し味見をさせてもらえないか。可能なかぎり辛くて香り高い酒がいい」

			「坊主、金はあるのか？」

			　頑固そうな店主が俺の姿を見て問いかけてくる。

			　一五の俺は、この人から見ると坊主だろう。

			「もちろん」

			　財布を開いて見せる。中には金貨や銀貨が詰まっていた。

			　フェルナンデ辺境伯が、材料を買う予算として持たせてくれたものだ。

			「……ほらよ。一番上等な酒だ」

			　店主が小さなコップに琥(こ)珀(はく)色の酒を注いでくれる。

			　それを一気に呷る。

			　きついな。だが、いい酒だ。これなら薔薇の香りを受け止めることができる。

			「おじさん、もらうよ」

			「まいどあり」

			　いい酒だけあって、それなりの値段はした。

			　だが、価値に見合うだけの味がある。

			　ティナが、物ほしそうにウイスキーを見ている。

			　一度飲んでから、すっかり酒が気に入ったようだ。

			　だが、あえて気付かないふりをした。

			　彼女にお酒を飲ませてはいけない。それはこの前得た貴重な教訓だ。酔った彼女は、普段からは信じられないほど積極的に甘えて迫ってくる。

			　それから市場で、新鮮な牛乳、卵を始めとしたさまざまな材料を買ってフェルナンデの屋敷に戻る。

			　牛乳と卵は追加料金を払って、明日の早朝、しぼりたてと産みたてのものを届けてもらうように交渉した。これも、よりよいクッキーを作るためだ。

			　帰ってきてから俺は焼きりんごを作った。

			　りんごの芯をくり貫いて、黒砂糖とバター、それにウイスキーを入れてオーブンで焼くだけの簡単なお菓子。

			　単純だが、うまくできた焼きりんごは最高のお菓子の一つだ。

			　火が通ったことで酸味が柔らぎ、甘みは強く、水分を残して中身はしっとりしているのに、外側がさっくりした食感で官能的。

			　そして、バターの旨みと黒砂糖の力強さ。酒の苦味と絡み合い、香り高く、けっして生のままでは味わえない多層的な味を楽しめる。

			　実際、ティナには大好評で、絶対また作ってくれとせがまれた。

			　俺も食べてみたが、我ながらよくできていた。

			　火を通したウイスキーの味、香りをたしかめることができたのも大きい。

			　これこそが、この焼きりんごを作った目的だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝、俺とティナはフェルナンデ辺境伯の屋敷の厨房にいた。

			　これから、公爵家に贈るお菓子を作る。

			　その責任は重大だ。

			　公爵という地位は、王、王家（大公）に次ぐ地位である。下手なものを贈れば打首すらあり得る。

			　公爵は辺境伯に比べ、財力、軍事力は劣るが政治的な権力は強い。

			　そんな相手に贈るお菓子を俺に任せてくれたフェルナンデ辺境伯には感謝するしかない。

			　腕がなる。

			「ティナ、昨日仕込んだ瓶を取り出してくれ」

			「はい、クルト様！」

			　ティナが二つの瓶を取り出す。

			　一つはハチミツに薔(ば)薇(ら)の花弁をつけたもの。

			　もうひとつは、ウイスキーに薔薇の花弁をつけたものだ。

			　こうすると、薔薇の香りと味が移ってくれる。

			　俺は蓋(ふた)をあけて匂いをたしかめた。うん、いい香りだ。薔薇の香りがよく出ている。

			「クルト様、しぼりたての牛乳と、今朝、生まれたばかりの卵も届きました！」

			「わかった。これで材料は揃った。さあ、始めようか」

			　俺のとっておきの薔薇のクッキーを。

			　見た目も味も、最高の一品に仕立てあげよう。

		

	
		
			　

			第９話　白薔薇と黒薔薇のクッキー

			　

			　さっそく調理を始める。

			　最初に手をつけるのは、今届いたばかりのしぼりたて牛乳から水分を飛ばした生クリーム。

			「クルト様、何を作っているんですか？」

			　ティナが興味津々といった様子で俺の手元を覗き込んでいる。

			「バターだよ。そういえば、バターを作るところは見せたことがなかったね」

			　俺は金属製ボウルに生クリームを入れて泡立て機でかき混ぜる。

			　ティナに魔術で氷を作ってもらって、氷水につけながらだ。

			　そうすると、脂肪分が固まってバターになる。

			　クッキーを作るには塩をまったく使わない無塩バターがベストだ。塩が入っていると味が濁る。

			　だが、塩を入れないので非常に腐りやすく、なかなか普段の生活では使えない贅沢品だ。

			　しかも、無塩バターは鮮度の高いものほど旨いという特徴がある。

			　朝しぼりたての牛乳を、この場でバターにする。最高のバターにならないはずがない。

			「すごい、ほんとうに、白いぷかぷかができて、バターになっちゃった。魔法みたい」

			「料理は魔法だよ。食べてみて、でき立てのバターは最高なんだ」

			　作りたてのバターをスプーンですくって、ティナの口に持って行くと、ティナがぱくりと、スプーンをしゃぶった。

			　ティナは幸せそうな顔を浮かべる。

			「うわぁ、さらって口で溶けて、まろやかです」

			　作りたてのバターは、軽やかで、それでいてしっかりとしたコクがある。これをパンに乗せて食べるだけでも最高の朝食になる。

			　作ってから三十分以内のバターは別次元の旨さなのだ。

			「バターができたし、クッキーの生地作りに入るよ」

			「クルト様、今回はクッキーですよね。どうしてボウルを四つも？」

			「薔(ば)薇(ら)の花を咲かせるためには、四種類の生地が必要なんだ」

			　フェルナンデ辺境伯に用意してもらったアーモンドを粉にし、薔薇を漬け込んだウイスキー、卵、バター、黒砂糖を生地に入れる。焼きあがると黒くなる味わい深くしっとりとしたこの生地を……配合変えて二種類用意する。　

			　さらに、小麦粉、薔薇を漬け込んだハチミツ、そして村から持ち込んだクルミ油を練り込んだ、焼きあがると白色になる軽やかでさっくりとした生地。あえて卵を入れずに限界まで爽(さわ)やかにしたこの生地も配合を変えて二種類用意した。

			　合計四種類の生地ができ上がる。

			「白い生地と黒い生地の対比が面白いです」

			「まだまだ、これからだよ」

			　練り上げた生地をいくつかに分けて、それぞれ薄く伸ばす。

			　白い生地、黒い生地、厚みが異なる長方形の生地をいくつも作る。

			「ティナ、生地を全部凍らせて。ゆっくりとね」

			「はい、クルト様」

			　ティナの手によって生地が凍る。

			　そして凍らせた生地をカットする。

			「じゃあ、仕上げに入ろうか」

			　薄い長方形の生地をいくつも、いくつも重ねていく。白の生地と黒の生地が幾重にも折り重なり円形になる。

			　それをひときわ大きく白い生地でくるりと巻いて完成。

			「クルト様、これなんですか」

			「見てればわかるよ」

			　俺は幾重にも層が重なり筒状になった生地を、等間隔にケーキナイフで縦に切った。そうしたものは丸いクッキーの形になる。

			「これは、薔薇ですか」

			　ティナが筒状の生地を切ってでき上がったクッキーを見て驚いた声をあげる。

			「そうだよ。薔薇だ」

			「断面が薔薇の絵になってます！　こんなことができるんですね。でも潰れてます。そこが少し残念です」

			「大丈夫だよ。まだ、薔薇は咲いてない。焼いて初めて花が咲くんだ」

			　切り分けたクッキーを敷き詰めてオーブンに入れる。

			　そして焼いている間に、同じようにまた幾重にも生地を重ね、最後にそれを今度は黒くて薄い生地で巻いた。

			「さっきのは、白いキャンバスに黒い薔薇を描いてましたが、今回は黒いキャンバスに白い薔薇です！　こっちも綺麗」

			　そう、生地を分けて作ったのは伊(だ)達(て)や酔狂じゃない。

			　白と黒の生地を薄くしたものを積み重ねることで薔薇の絵を描くためだ。

			　金太郎飴と同じ手法だ。長方形の生地を積み重ねて丸めることで一枚の絵にする。こうするとどこを切っても同じ絵が浮かび上がるのだ。

			「でも、なんで生地が四種類なんですか？　二つでも薔薇の絵は描けますよね」

			「それじゃ駄目だ。このクッキーの美味しさはね、白い生地と黒い生地のハーモニーなんだ。白い薔薇を描くのと、黒い薔薇を描くのじゃ、黒と白の割合が変わる。どの材料をどれだけ混ぜるのか、その最適解が違う。だから、白い薔薇を作るときの生地と、黒い薔薇を作るときの生地は同じ色でもちゃんと分けているんだよ」

			「そこまでするんですね……」

			「そこまでするから、最高のお菓子になるんだ」

			　俺は微笑む。

			　お菓子は見た目も大事だが、味も大事だ。その両方を満たしてこそのパティシエ。妥協は許されない。

			「もうすぐ、焼き上がるね。さっきティナは薔薇が潰れてカッコ悪いって言ったよね」

			「ごっ、ごめんなさい。その、綺麗ではあるんですが、やっぱり絵のようにはいかないって思いました」

			「いいよ、その感想は正しい。だけどね。俺のクッキーには魔法が仕掛けられているんだ。焼き上がりを見れば、魔法の正体がわかるよ」

			　俺は竈(かまど)からクッキーを取り出す。煙が噴きでて、バターの香りと薔薇の香りが広がる。

			「クルト様、薔薇のいい香りがします」

			「匂いは合格だね。次は見た目だ。さあ、このクッキーを見てくれ。もう、不格好なんて言わせないから」

			　煙が晴れ、中から出てきたのは……。

			「綺麗な薔薇の絵！　こんがりキツネ色な背景に、黒いバラ！　全然潰れていないです！　一流の画家さんが描いた絵みたい！」

			「クッキーは焼くと変形するんだ。焼いたときに生地がどう変化するのか、形と色の変化を予想して生地を作ったんだよ」

			　それこそが俺の薔薇のクッキーの魔法。
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			　細工クッキーには必須の技能だ。

			「どうして、焼いたあとのことまでわかるんですか？」

			「積み上げた経験と、勘だね。見た目をすごく褒めてくれたけど、このクッキーは味にも自信があるんだ」

			　ティナが目を輝かせて俺を見ている。

			　全身で、クッキーを食べたいと語っていた。

			「ティナ、両方が焼き上がったら、お茶にしようか」

			「そんな、こんなに美味しそうなのにお預けなんて……」

			　本気でしょんぼりしてキツネ耳をペタンとしたティナを見て、俺は苦笑した。

			　でも、待たせるだけの価値はあるお菓子だ。きっと彼女は喜んでくれる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数分後、二種類の薔薇のクッキー、白薔薇のクッキーと黒薔薇のクッキーが完成した。

			　ティナと二人で味見をする。

			　俺の評価も、ティナの評価も大成功。

			　あとは、このお菓子をフェルナンデ辺境伯が気に入ってくれるかだ。

			　フェルナンデ辺境伯の使用人に公爵家に贈るお菓子の完成を伝えると、すぐに味見をしたいという連絡が来た。

			　さあ、ここからが本当の勝負だ。

		

	
		
			　

			第10話　運命の判決

			　

			　ティナがハーブティーを淹れている間に、俺は皿にクッキーを盛り付けた。

			　忙しい中、時間を作ってくれたようで、辺境伯の準備ができたと連絡を受け、指定された部屋に持っていく。

			　扉をノックする。

			「入ってくれたまえ」

			　その言葉を聞いてから　部屋に入る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それが、君のお菓子か」

			　フェルナンデ辺境伯は年甲斐もなくはしゃいで俺を迎えてくれた。

			　彼の前に、皿に盛り付けた薔薇のクッキーを置く。

			「はい、これが私のお菓子です」

			「名はなんという」

			「薔(ば)薇(ら)のクッキー、ストレートにローズ・クッキーと名づけました。白薔薇と黒薔薇、二種の薔薇をお楽しみください」

			　盛り付けにも気を配り、両方の薔薇が映えるようにした。

			　おまけとして卵白を泡立ててから砂糖を加え火を通した焼きメレンゲ……薔薇のようにかたどったそれを皿のふちに並べてある。

			「ほう、クッキーに薔薇を描いたか！　どのようにすればこんなものが作れるのか！　なんと美しい！」

			　フェルナンデ辺境伯はローズ・クッキーを見て感嘆の声をあげる。

			「そして、なんという素晴らしい香りだ。薔薇の香り。見た目も香りもまさに薔薇。薔薇を愛するレナリール公爵なら必ず喜ばれるだろう」

			「気に入っていただけて何よりです。この香りは材料に使うハチミツと酒に、一晩薔薇の花弁を漬け込んだおかげです。まず香りで楽しみ、見た目で楽しみ、そして味で楽しむローズ・クッキー。ぜひ、ご賞味ください。食べて初めてその真価を発揮します」

			　うやうやしく頭を下げると、フェルナンデ辺境伯は満足そうに頷いた。

			「お菓子の本質は味。味が良くなければすべてが台無しだ。クルトくんのことだ、素晴らしい味がするだろう。当然食べさせていただく」

			　彼はローズ・クッキーをつまみ、口に運ぶ。まずは黒薔薇のほうだ。

			「ほう、なんという雅(みやび)な味だ。この前、食べたクッキーとはまったく違う、豊かで、芳(ほう)醇(じゆん)で、複雑だ。それに口当たりも面白い、しっとりとして心地よい。なるほど、これが君の本気か」

			「前回も本気でした。ただ、目指す方向性が違うだけです。黒薔薇は豪(ごう)華(か)絢(けん)爛(らん)を目指した。貴族のお菓子です」

			　そう、前回のクッキーは、小麦とハチミツとバターしか使えなかった。

			　だからこそ、純朴さと爽(さわ)やかさで勝負するしかなかったのだ。

			　だが、今回は違う。

			　日常の料理ではなく、贅沢なご馳走を目指した。

			　ウイスキーを混ぜ込むことで味に深みを、黒糖でウイスキーに負けない強さを、そしてバターも最高のものを使った。

			　どちらが上ということはない。ただ、贈りものとして適しているのはこちらだろう。　

			「ただいま食べていただいたのは黒薔薇です。白薔薇のほうもお楽しみください」

			「両方とも黒と白のバランスが違うだけで同じに見えるが……これは、なるほどそういうことか」

			　白薔薇を食べたフェルナンデ辺境伯が驚きに目を見開く。

			「さきほど食べたものが雅だとすると、こちらは爽(そう)。同じ材料でも、これほどまでに違うのか」

			「そのとおりです。黒薔薇は、相手をねじ伏せる絢(けん)爛(らん)さを。それ故にしっとりとした食感を残しつつ、全体的に強い味にしております。対して白薔薇は、優しく、軽やかさを与えるように、癖の強い材料は少なめに配合し、食感はさっくりと軽く、後味もさっと消えるようにしました」

			　だからこそ、四種類の生地を用意した。

			　黒薔薇用の生地は重く優雅に。白薔薇用の生地は軽く爽(さわ)やかに。

			「素晴らしい、交互に食べれば止まらないよ。香りで楽しみ、見た目で楽しみ、味で楽しみ、そして飽きさせない。焼き菓子でこれほどの物が作れるとは……想像以上だ。クルトくん、いつも君はこうして私の想像を軽く超えていく」

			　フェルナンデ辺境伯は、クッキーを頬張りながら絶賛してくれた。

			「どうでしょう、フェルナンデ辺境伯。このお菓子は合格でしょうか？」

			　俺の問いに、フェルナンデ辺境伯はにやりと微笑む。

			「決まっている、合格だ。このクッキーは日持ちはするんだろうね？」

			「はい、練り込んでいるハチミツには強力な殺菌効果があります。水分をとばしている焼き菓子なので、二ヶ月は大丈夫かと」

			「それは、素晴らしい。では、うちの者に包ませて、公爵家に届けさせよう」

			　俺は胸を撫で下ろす。

			　これで大仕事の一つ目が終わった。

			「そして、クルトくん。約束していた褒美だが、君の弟のヨルグ、彼を前線で開拓を行う人格的に優れ、かつ実力がある貴族の従者に推挙するという話についてだが、そちらの根回しが済んだよ」

			　準備がいい。きっと俺が期待はずれのお菓子を作ることは一切考慮していなかったのだろう。だから、このお菓子を食べる前に準備ができた。

			「誰のもとに弟は行くことに？」

			「フレンヘッツ男爵のところに決めた」

			「あのフレンヘッツ男爵ですか？　ありがとうございます。本当に助かります」

			　頭を下げる。

			　彼の噂はアルノルト領にまで届いている。実力も人格も申し分ない。彼のもとでならヨルグは成長できるだろう。

			　そして、ヨルグにも秘密だが、金平糖の他にも、ヨルグにはもう一つ俺にしかできないプレゼントをしている。そのことを自覚するのはもう少しあとになるだろう。きっと、それはヨルグの役に立つ。

			「頭を下げる必要はないさ。これは、君の労力に対する褒美なのだから。最高のクッキーをありがとう。感謝してもしきれない」

			「ありがたきお言葉」

			　再び頭をあげると、フェルナンデ辺境伯は苦笑した。

			「もう、行っていいよ。明日の婚約発表まで自由にしてていい。君に渡した材料費の残りは返さなくていいから、自由に使ってくれたまえ」

			「いえ、そういうわけには」

			「いいのだよ。払ったお金以上のものはすでに頂いた。それとね、使用人がかけた迷惑の償いは別に考えている」

			「ありがたくいただきます」

			「そうしてくれたまえ。それと、君の可愛い使用人が君とクッキーを今か今かと待っているよ」

			　まったくどこまでも食えない人だ。

			　俺の後ろに控えていたティナは、羞恥で顔を赤くしている。

			　最後に感謝の言葉を伝えて、俺は彼の部屋をあとにした。

		

	
		
			　

			第11話　心を映すクロカンブッシュ

			　

			　そして、ついに婚約発表の日が来た。

			　フェルナンデ辺境伯の屋敷の庭で盛大にパーティを行う。

			　ファルノが戻ってくるのはぎりぎりで、直接パーティの場に顔を出すらしい。

			　フェルナンデ辺境伯から、壇上にあがり、自己紹介をしてくれと言われた俺は、どうせならと菓子を一つふるまわせてほしいと頼んだ。そちらのほうが俺という人間がどんな人間か伝わると考えたからだ。だからこそ、昨日のうちにとあるお菓子を作って置いた。

			　六時間かけて作り上げた超大作。

			　パーティにはぴったりのお菓子。きっとみんな驚いてくれるだろう。

			「クルト様、すごくお似合いですよ！」

			「ありがとう、少し照れるよ」

			　俺とティナは貸し出された部屋にいた。

			　俺の格好は上等なタキシードだ。

			　一応、アルノルトが所有している中では一番仕立てのいい礼服を持ってきていたが、フェルナンデ辺境伯のパーティには服の格が足りなかったらしい。

			　フェルナンデ辺境伯が、俺のために用意してくれたものを着ている。

			　話を聞いてみると、若き日にフェルナンデ辺境伯が着ていた服を、仕立て直してくれたようだ。

			　フェルナンデ辺境伯が、自分の服を人にプレゼントしたことは初めてで、特別な意味があると使用人たちが話していた。

			「服に着られていないといいけどね。ここまでいい服だと少し気恥ずかしいよ」

			「全然そんなことないです！　完璧に着こなしています！」

			　ティナの言葉はお世辞ではないと、彼女の興奮した様子を見れば伝わってくる。

			　そういうティナのほうも、フェルナンデの使用人服を着ていた。

			　どこかメイド服のようで、ティナの可愛らしさを引き出している。

			「ティナも可愛いよ。その服をもらえるように頼んでみようか」

			「そんな、恐れ多いです」

			「言えば、ぽんっとくれそうだな。あの人なら」

			　駄目元で聞いてみよう。

			　可愛いティナを今後も楽しむためだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　パーティが始まるので会場に移動する。

			　すると凄まじく豪華な顔ぶれが揃っていた。

			　侯爵、伯爵といった大物が何人もいる。

			　本来なら、俺の身分だと話しかけるどころか、同じパーティに出ることすら憚(はばか)られる。

			　当然彼らには、年頃の息子もいて、ファルノを息子の妻に迎えて、フェルナンデ辺境伯とのつながりを強くしたいと考えているだろう。

			　この中の誰が、俺を殺そうとしたとしても驚かない。

			　それほどまでに俺とファルノの婚約は異常なことだった。

			「クルト様、よくお越しくださりました！」

			　ファルノが使用人を引き連れて現れた。

			　その周囲には、貴族の息子や娘の取り巻きが何人もいた。

			　だが、彼らはファルノに話しかけない。

			　目下の者が自分から目上の者に話しかけるのは、こういったパーティではご法度だ。

			　みんな、ファルノに話しかけられるのを待っている。

			「いえ、こちらこそ。厚かましくおじゃまになってしまって申し訳ない」

			「そんなことぜんぜんないですわ！　お父様ったらひどいんですよ！　クルト様が作ってくださった薔薇のクッキー。公爵様に送る分以外、全部食べてしまいましたの。私の分をとっておいてくれなかったのです！　そのくせ、どれだけ素晴らしいお菓子だったかって自慢してきて！　ひどいとは思いませんか!?」

			　頬を膨らませてファルノが怒る。
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			　そんな彼女を見て俺は苦笑する。

			「私のお菓子を楽しみにしてくれていたんですね。なら、帰る前にもう一度作りますよ。まだ材料はありますから」

			　そう言うと、ファルノは、うれしそうに微笑んでから恥ずかしそうにした。

			「そっ、そのすごくうれしいのですが、私、催促したわけではありませんからね。そんなはしたない女ではないのですよ？」

			「ええ、わかってます。私があなたのために作りたいのです。素敵な女性のためにお菓子を作る。お菓子職人としてこれ以上の喜びはありませんよ」

			　ファルノが今度こそ顔を真っ赤にした。

			　ファルノを取り巻く貴族の男は、俺をにらみつけ、貴族の女たちは、このやりとりに顔を赤らめてきゃあきゃあとはしゃいだ。

			　少し疲れる。こういう場の空気にはなれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ひとしきり話した後、俺とファルノは二人で挨拶まわりを行う。

			　有力者たちにはきっちりと挨拶をしないといけない。

			　誰に話しかけるべきかはファルノに任せてある。もとより俺は准男爵の息子でしかない。この中に自分から話しかけていい人間はそうそういない。

			　俺と話す貴族たちの特徴は三パターンに分かれる。一つめはファルノに媚(こび)を売るために俺を褒める者。二つめは、それとなく嫌味を言う者。三つめは、槍の名手として名を馳せたアルノルトの末裔であることに驚き興味をもつ者。

			　どれも予想通りの反応だ。

			　一段落つき、やっと周りを見る余裕ができた。

			　このパーティは、フェルナンデ辺境伯の主催だけあってとても豪華だ。

			　俺の領地でやるものとは比べ物にならない。

			　旨い料理と旨い酒、それらは舌が肥えた貴族たちをも唸らせて次々に消えていく。

			　パーティも終盤になるころ、ようやく主催者であるフェルナンデ辺境伯が顔を出した。

			「今日は我が娘、ファルノの婚約パーティに出席いただき感謝する。皆様方に喜んでいただくために全力を注いだ。いかがかな？」

			　さすがに、相手は貴族だ。ここで掛け声などあげはしない。

			　だが、にこやかな表情が、フェルナンデ辺境伯の主催したパーティが、良いパーティだと語っている。

			「楽しんでいただけているようで何よりだ。そろそろ、このパーティの主賓を紹介しよう。壇上に来てくれないか、クルトくん、ファルノ」

			　俺とファルノは二人でフェルナンデ辺境伯のもとに向かう。

			　進行方向にいた人だかりがぱっと分かれる。

			「まず、私から紹介させてもらおう。彼はアルノルト准男爵家の次代当主であるクルト・アルノルトくんだ」

			　一斉に俺のもとに視線が集まる。

			「クルトくんは非常に優秀な若者で、この歳で一つの開拓村を作り上げた。それだけではない。クルトくんは歴代で最強のアルノルトだ」

			　最強のアルノルト。

			　それは、最強の槍使いを意味する。魔力を使わない槍のみの腕を褒め称える言葉。

			「そして、類まれなる魔力をもあわせ持つ。アルノルトでありながら、強力な魔力を持っているのだ」

			　周りの俺を見る目が一気に変わった。

			　特定の武器を使えば人間離れした実力を発揮し、さらに魔力も使える。その価値は計り知れない。それならばと、辺境伯が娘を嫁がせても不思議ではないとほとんどの者が納得し始めた。

			「優秀な領主であり、槍のアルノルトで魔力持ち。これが今までの私の説明だが、クルトくんにはさらにもうひとつの魅力がある。いや、違うな。それこそがクルトくんの最大の魅力だ」

			　どよめきが貴族たちから漏れ始めた。

			　まだ何かあるのか？　驚き、恐れ、そして期待が集まる。

			　そして、場を限界まで温め、ハードルをあげるだけあげたフェルナンデ辺境伯は俺のほうを見る。

			　ここから、自分で挨拶をしろと言っているのだ。

			　めちゃくちゃだ。

			　だが、やるしかないだろう。

			「ご紹介にあずかりました、クルト・アルノルトです。この度は私とファルノ様の婚約祝いに集まっていただき、ありがとうございます」

			　まずは礼を。

			「フェルナンデ辺境伯が言いかけた私の最大の魅力について語りましょう。それは、菓子作りの腕です」

			　そういった瞬間、貴族たちの期待が落胆に変わる。

			　こいつは何を言っているんだと、疑いの目で見てくる。

			　フェルナンデ辺境伯は、にやにやと笑ったままだ。まったく人が悪い。

			「言葉よりも、お菓子で。それが私の信念です。だからこそ、お菓子で自己紹介をさせていただきましょう。これが、今日という日のために私が作り上げたお菓子です」

			　そう告げると、フェルナンデの使用人たちが、机を押してやってきた。

			　机の上には大きなツリーが出来上がっている。

			　そう、ツリーだ。固めに焼いたさっくりとした皮のプチシュークリームを飴でくっつけて作り上げた、俺の身長よりも巨大なツリー。別名をクロカンブッシュと言う。

			　祝いごとで出されるフランスの菓子の一つ。

			　観衆たちは、そのあまりにも巨大なお菓子に目を奪われる。プチシュークリームのツリーは壇上の前でとまる。

			「驚かせてしまい、申し訳ございません。このような菓子は初めてでしょう。そして、この菓子はまだ完成しておりません。今から仕上げを」

			　俺がそう言うと、ティナが鍋を持ってやってきた。

			　そこには溶けた砂糖と専門のある道具があった。

			「見ていてください。金色の雪を降らせましょう」

			　壇上から、俺は飴がけ用に作ったその道具を振り上げる。

			　すると溶けた砂糖は金色の糸になり、プチシュークリームのタワーに降りそそぐ。

			　それは幾重にも重なり、何本もの金色の糸が、プチシュークリームタワーを包み込む。いわゆる飴細工だ。

			「きれい」

			　それは誰かの呆然とした呟きだった。

			　きらきらと重なる金色の糸は、プチシュークリームタワーを美しく華やかに彩った。

			「これで、完成です。みなさま、私のお菓子をお楽しみください。このお菓子こそが私の自己紹介ですから」

			　これで俺の挨拶は終わりだ。

			　何人かの貴族たちが、好奇心に耐えきれずにプチシュークリームタワーに近づいてきた。そして、その実を一つ摘み、口に入れる。

			「これはパンか、違う。もっとカリッとして、おおう、なかはふんわり、そしてたっぷりのクリームが……面白い、こんな食感は初めてだ。ふわっとして、風のように軽いクリーム。これは、なんという爽(さわ)やかさ、いくらでも食べられそうだ」

			　彼が食べたのは、極限まで軽やかに仕上げたホイップクリームのシュークリーム。甘味づけは優しい甘さのハチミツ。爽(さわ)やかさを求め、隠し味にレモンの果汁を気付かないぐらいに、ほんの少しだけ入れている。

			「おおう、なんと濃厚な味。これはたまりませんな。卵の味がするクリーム、それに酒か。小さいのに、なんと絢(けん)爛(らん)な味だ」

			　彼が食べたのは、旨みに旨みを重ねたカスタードクリームのシュークリーム。甘み付けはカスタードに負けない強さの黒糖。さらに丹念に作ったカスタードクリームにラム酒を混ぜ込んで旨みを増している。

			「濃厚、何を言っている。この清々しい後味の爽(さわ)やかなお菓子を食べておいて」

			「そちらこそ何を言っている。これだけの奥深い旨みがある素晴らしいお菓子を、そのように表現するなど」

			「「もしかして、二種類ある？」」

			　二人は再び、別のシュークリームに手を付け始めた。

			　一人が手を付け始めると次々に人が集まってくる。

			　二種類の味があると知ると、両方とも食べようと、いくつもツリーからシュークリームを持っていく。

			　黒薔薇と白薔薇と同じ発想の、濃厚なシュークリームと爽(さわ)やかなシュークリームのコラボレーションで飽きさせない工夫。

			　あれだけ大きかったタワーが、あっという間に消えてしまった。

			　当然すべて、胃袋の中。

			　上品なはずの貴族たちの口元には、クリームがついている。　

			　みな、お互いの顔を見て、そして自分の口元をたしかめて、微笑する。

			　我を忘れるほどお菓子に夢中になってくれたようだ。

			「さて、私のお菓子を楽しんでいただけましたか？　これが私です。ありふれた材料でありながら、味わい深く、軽やかでありながら奥深い二面性。それが私という人間です」

			　頭をさげる。

			　すると、心地よい笑い声と拍手が響いた。

			　喜んでもらえてなによりだ。

			　目線でファルノに次は君が挨拶する番だと伝える。

			　すると、ファルノは一歩前に出た。

			　ファルノは笑顔を浮かべているが、なぜか怖い。

			「皆様、私の婚約者であるクルト様を気に入っていただけて光栄です。私も婚約者として鼻が高いですわ」

			　声が笑っていない。

			「クルト様は素敵な人です。父が言ったことに何一つ間違いはありません。ですが、どうしても許せないことが一つあるのですわ」

			　俺は冷や汗を流す。いったい何が彼女を怒らせた。

			「私に、自慢のお菓子を食べさせてくれない！　薔薇の素敵なクッキーを作ったのに、お父様にだけ食べさせて、今度は素敵なクリームのお菓子を作ったのに、皆様だけに食べさせて、なんてひどい人でしょう？　みなさんもそう思いませんか？」

			　そして、いたずらじみた笑顔を浮かべる。

			　彼女が言い終わった瞬間、貴族たちが大笑いする。

			　まったく、何をこいつは言い出すのか。

			　ファルノと目が合った。

			　ファルノも声に出して笑う。それに釣られるように俺も大笑いした。

			　ここまで笑顔に包まれた婚約パーティは他にはないだろう。大成功のうちに婚約パーティは終了した。

		

	
		
			　

			第12話　ファルノとのデートとエクラバの闇

			　

			　婚約パーティが大盛況のうちに終わり、その後はフェルナンデの屋敷でゆっくりと休ませてもらった。

			　夕食の場では、フェルナンデ辺境伯に頼み、アルノルト領への移民の募集をかけさせてもらう手はずになった。

			　おそらく一ヶ月もしないうちに人が集まるだろう。

			　これでアルノルト領はより、大きく発展していく。

			　フェルナンデ辺境伯、ファルノと話し、彼女が俺の領地に来るのは一週間後になった。それまでには村で作られている屋敷も完成する見込みだとファルノがうれしそうに言っていた。

			　きっと今でもヴォルグががんばって指揮をとり、屋敷を作っているのだろう。

			「クルト様、デートなのですから、もっと楽しげにしてくださいな」

			「申し訳ございません、ファルノ様」

			　これからまた一週間会えないということもあり、ファルノとエクラバの街に出かけていた。

			「本当に、私がついてきてよかったのですか？　クルト様、ファルノ様？」

			　俺の後ろを歩くティナが申し訳なさそうに問いかける。

			「私がいいと言ったのよ。クルト様は、あなたを置いていくと楽しめないもの。一緒にいてもらったほうがいいですわ」

			　初めはティナは留守番の予定だった。

			　だが、ファルノがついてくるように言ったのだ。

			　彼女の弁では正々堂々、俺を寝取るらしく、姑息な手段は使わないらしい。

			　なんて男らしい発想だ。

			「ファルノ様、あなたをエスコートしたいのですが、残念ながらこの街の土地勘がなく、どこにお連れすれば喜んでもらえるか、わかりません」

			「任せてください、クルト様。ここは私の庭のようなもの、素敵な場所に案内いたしますわ」

			　ファルノが俺の手を取り先導する。

			　ずいぶんと頼もしい。

			「それとクルト様、その話し方はやめてくださいませ。あなたは私の夫になる人です。そして、それが公に認められました。これからは、ティナさんに話しかけるみたいにしてください」

			　まだ、形だけの婚約で本当に結婚するかは決まっていないが、ファルノはわかっていて、そう表現したのだろう。

			「ですが、身分が」

			「私は辺境伯の娘である以前に、あなたの婚約者ですわ。だから、あなたのほうが偉いのです」

			「………わかった。話しやすいようにさせてもらおう」

			　そう言うと、ファルノがにんまり笑った。

			「ええ、その話し方のほうがあなたは魅力的に見えますもの。ぜひそうしてくださいな。さあ、向こうにお気に入りの芝居小屋がありますの、今回の演目は、伝説の英雄のパーティ、【魔剣の尻尾(しつぽ)】を描いた物語、楽しみですわ」

			「それは面白そうだ」

			　ファルノが浮かれている。

			　まあ、いいだろう。これで喜んでもらえるなら安いものだ。

			　そんなことを考えていると、ファルノが小柄な男の子とぶつかった。

			「あっ、ごめんなさい」

			　ファルノはよろめき、そして男の子を心配そうに見たあと口を開く。

			「怪我はないですか？」

			「……なんともないよ。俺は行くんで」

			　男の子は短く謝って消えていく。

			「ファルノ、大丈夫か」

			「ええ、私は大丈夫。少し浮かれすぎましたわ」

			　ファルノがはにかむ。

			「浮かれるのはいいけど、前には気を付けないとね」

			「そうですわね………あっ」

			　ファルノが顔を青くする。

			「なにかあったのか？」

			「たぶんですが、今の子……スリですわ。財布をとられてしまいました」

			「そうだったのか」

			　ぶつかったあと、やけにそそくさと離れていったと思ったが、そういうわけか。

			　あの一瞬で財布をすったとしたら、かなりの手練だ。間違いなく常習犯だろう。

			「ティナ、ファルノを頼む、俺はあの子を追いかけてみるよ」

			「わかりました。ファルノ様を任せてください」

			　魔力を使えるティナがついているなら、安心できる。

			「クルト様、お願いしますわ。お金自体はいいのですが、あのお財布はお父様からもらった大事なもので……。いえ、やっぱり私も」

			　ファルノが一緒にと言いかけたが、俺は急いで男の子の駆け抜けていったほうを目指す。

			　彼女を待っている時間はない。今ならば、おそらく見つけられるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　全力疾走をして、さきほどファルノにぶつかった男の子を見つけた。

			　俺に気付いた少年は必死に逃げようとするが、人(ひと)気(け)のない路地裏に入ったところで、あっさり捕まった。

		

	
		
			[image: p108.jpg]
		

	
		
			「離せ、離せよ」

			「さっきとった財布を返してくれたら離すよ」

			「んなもん、しらねえよ」

			　あくまでしらを切るつもりだ。

			「これは俺の連れのものだ。返してもらう」

			「あっ」

			　ものを確保されては反論できないと思ったのか少年は顔を伏せる。

			「クルト様！」

			　そんなところにティナが来た。

			　後ろにはファルノがいる。

			「ティナ、どうしてここに？」

			「ファルノ様に追いかけてくれって頼まれて……クルト様の匂いをたどってきました」

			　ティナは嗅覚がするどい。よく知っている俺の匂いなら、かなり遠くからでも追えるのだろう。

			「なら、しょうがないな。ファルノ、財布を取り戻したよ」

			　少年を解放してファルノのもとに向かい財布を手渡す。

			「ありがとうございます。クルト様、大事な財布、取り返してくれて」

			　ファルノが財布をぎゅっと抱きしめる。

			　そんな俺たちを少年は憎々しげな目で見ている。

			「俺を、自警団に突き出さないのか」

			「そういうトラブル事はゴメンだ。好きに逃げてくれ」

			　抵抗する彼を無理やり引きずっていくのも、事情聴取などで時間をとられるのも避けたい。

			「そうかい、じゃあ、ここらで俺は」

			　そう少年が言いかけたとき、別の少年少女たちが現れた。

			「おい、ヨハン！　ミルが、ミルがやられた、ひどい怪我だ、すぐ来てくれ！」

			「血だらけで、このままじゃ死んじゃう！」

			「怖い人に、たくさん殴られて、アレを取られちゃったの！」

			　少年は顔を真っ青にする。

			「ミルが!?　くそっ、すぐに行く！」

			　そして迎えに来た少年たちと駆け出していった。

			　子供たちの風貌や行動から、この子たちがどんな存在で何をしているのかはわかる。

			　孤児たちの集まりで、食い扶持を稼ぐためにスリなどの犯罪に手を染めており、そのせいで仲間の一人がひどい目にあった。

			　自業自得、助ける義理はない。

			　しかし……。

			「クルト様」

			　ファルノが真っ直ぐに俺を見ている。

			　おそらく、彼らを追いかけ、ミルという子を助けてほしいと思っているのだろう。

			　俺は苦笑する。

			「はっきり言って嫌な予感しかしないんだが」

			「それでもです。私の街で何が起きてるのか知る必要がありますの」

			　決意の込められた眼差し。

			　何を言っても無駄だろう。

			「わかった、追いかける。ティナ！」

			「クルト様、大丈夫です。匂いは覚えました」

			　俺だけなら楽に追いつけるが、ファルノがいる。ここはティナの嗅覚に頼って確実に追いかけよう。

			　戦えないファルノを連れていくことは気が進まないが、俺とティナがいれば大丈夫だろう。

		

	
		
			　

			第13話　奇跡と対価

			　

			　俺たちは慌てて飛び出していった少年を追いかけてきた。

			「これは、ひどい」

			　そこには、十歳ぐらいの女の子が全身あざだらけで血を流しながら倒れていた。

			　おそらく、複数人にめった打ちにされたのだろう。

			　子供たちが集まって声をかけている。

			「おい、起きろよミル！　ミルってば！」

			　あざだらけの少女を少年が必死に揺する。

			　俺は彼の背後に近づき、揺らすのをやめさせる。

			「何をするんだよ、おっさん！」

			「誰がおっさんだ！　俺はまだ十五歳だ！」

			「おっさんじゃん！」

			　まだ十歳ぐらいの子供には、そう見えても仕方ないか。

			「そんなことはどうでもいい。殴られて頭を打ってるかもしれない。揺するな、悪化するぞ」

			　有無を言わせない口調に少年は言葉を失い、後退る。

			「そっ、そんな、おい、あんた、医者なのか」

			「医者じゃないけど、その心得はあるよ」

			　医学書をかなり読み込んでいるし、村には医者がいなかったため代わりに俺が治療し、かなりの経験を積んでいる。

			「お願いだ、ミルを、ミルを助けてやってくれ」

			「そのつもりだよ。だから、こうして診てる。子供が死ぬのは後味がわるいんだ」

			　俺は少女の上体を起こしつつ、診察を続ける。

			　はっきり言って最悪だ。

			　肋骨は折れて肺に突き刺さっている。さらに全身のいたるところが骨折しており、内臓の出血もみられる。

			「おい、どうなんだ、治せるのか」

			「普通の方法なら、手遅れだ」

			　俺の言葉を聞いて少年の顔は青ざめた。そして、数秒して今度は顔を真っ赤にする。

			「そんな、なんとか治してくれよ、あんた医者みたいなもんなんだろう！」

			「だから、手遅れだってわかるんだよ」

			「ふざけんな！」

			　少年が思い切り壁をなぐりつけて、涙を流す。

			　応急処置をしながら答える。どんな名医もここまでひどい状況になったら治せない。死を待つばかりだろう。

			「なんでだよ、なんで、ミルが死なないといけないんだ」

			「それはおまえが一番知っているんじゃないか」

			　俺は少年の慟(どう)哭(こく)に対して聞き返す。

			「……何を言って」

			「身から出たサビではないかと聞いているんだ。恨みを買うようなことをした、だから、その報いを受けた。実に単純だ」

			「そっ、それは、でも俺たちが生きるためには」

			　一通りの応急処置、普通の医療の知識がある者として最善を尽くした。

			　ここから先は魔法でも使わないとどうしようもない。

			「一応、俺ができることはやったよ」

			「本当になんともならないのか!?」

			「ならない」

			　少年は、何度もなんとかできないのかと繰り返し叫び、そして最後には現状を理解した。

			　普通の子供ならいつまでも納得できなかったのだろう。だが、彼はこういう経験を繰り返してきただろうし、現実に向き合わないと生きて行けなかったはずだ。彼は悲しみをしっかりと受け止めるように努める。

			「一応礼を言う、あんたのおかげでミルの顔色が多少良くなった」

			「礼を言うことはない。俺は助けたわけじゃない」

			　悲しいがこれが限界だ。

			「それでも、ありがとう。少しでも、ミルのためにあんたががんばってくれたことがうれしい。ミルだって、最後ぐらい優しくされたかったはずだから」

			　少年は拳を握りしめた。

			「なあ、あんた」

			　少年は、すがるような瞳で俺を見る。

			「さっきは、普通の方法じゃ治せないって言ったな。普通じゃない方法があるんじゃないか？」

			　ほう、俺が言った言葉をあの状況の中でよく覚えていた。

			　たしかに、俺には少女を癒やす方法がある。

			「……ないことはない」

			「なら、助けてやってくれ。なんでもする、俺にできることならなんでもだ。ただ働きをしろって言うならする。金がほしいなら時間はかかるが、ほしいだけ集める、だから、ミルを助けてやってくれ」

			　そう言って、少年は土下座をした。

			　他の少年少女たちも合わせて頭を下げる。

			　俺はため息をつく。

			　俺は甘い。なんとかしてやりたいと思ってしまった。ここで彼らを見捨てるだけの心の強さがない。

			「助けるための判断をする前に、一つ聞いていいか。どうして彼女はこんなことになった」

			　まず、そこを問いかける。

			「ミルは……いや、俺たちはとある知り合いの依頼で薬を売ってる」

			「麻薬か？」

			「ああ、そうだ。ミルは薬が入ったカバンをなくしてる。たぶんだけど、薬を買う金がなくなった中毒者に襲われて、無理やり奪われたんだ。抵抗したせいでああなった。薬が奪われたら、あの人たちに殺されるから必死に抵抗したんだと思う」

			「おまえはスリで、この少女は薬の売人か……。いったいなぜ」

			　無意味な質問だとわかっていて俺は問いかける。

			　そんなものは決まっている。

			「生きるためだよ。俺たちは全員孤児なんだ。俺は身寄りのない連中を集めて、どんな仕事でも引き受けることで、なんとかこうして生きてるんだ」

			　やっぱりそうか。

			　スリや薬の売人。おそらく、この子供たちを利用している大人が大勢いる。

			「そんな、ありえないですわ。この街にはちゃんとした孤児院が。こんなことをしないといけない子供たちなんて」

			　ファルノが口を挟んできた。

			「そんなもん、信じられねえ。あんなところにいたら殺される……俺たちの中にはあそこから逃げてきた連中も多いんだよ！　飯も食えない、殴られる、もっとひどいことだって」

			「でも、こんな生活をするよりましなはずですわ」

			「こっちの生活のほうがマシだから逃げだして、孤児院に戻らないんだよ！」

			　ファルノの言葉を遮(さえぎ)るようにして、少年は叫んだ。

			　いつの時代もこういったことはある。補助金目当てで孤児院を開き、子供に重労働を課したり、玩具にしたりする。ある意味、定番だ。

			「ファルノ、現実だ。受け入れろ。信じられないなら、あとでこの子たちから、彼らがいた孤児院を聞いて、密偵を出せ。それですべてがはっきりする」

			　それが一番だろう。そのあとどうするかはファルノの勝手だ。

			「ええ、そうしますわ。私は真実が知りたいのです」

			　俺は一つの決断を迫られている。

			　みんなが幸せになる方法があるのだ。

			「おまえに問う」

			「おまえじゃない。ヨハンだ」

			「わかった。ヨハン、おまえは子供たちのリーダーでいいか？」

			「ああ、全員俺の言うことを聞く」

			「おまえらは全員、スリや薬の売人をしているんだな」

			「そのとおりだよ……でも、それしか生きる術がない」

			　後ろめたそうに少年は頷いた。なら、更生の余地はある。

			「ファルノ、一つ聞いていいか？　俺は、開拓村の村民の募集をこの街でする予定だった」

			「もしかして、クルト様!?」

			　ファルノが驚きで目を見開く。

			「この子たちを俺の村に連れて行っていいか？　そのことをフェルナンデ辺境伯は許してくれるか？」

			　移民を受け入れるにはある程度の手続きがいる。

			　身寄りのない子供たちの移民をどうしていいのか、正直わからない。

			　俺の村で引き取るのは責任をとるためだ。

			　たとえ、この場で怪我を治したとしても、いずれ彼らは命を失う。

			　一度手を差し伸べたなら、最後まで面倒をみないといけない。

			「……それは難しい。いえ、私が父に認めさせますわ」

			「そうか、なら安心した」

			　今の言葉で、法の問題は解決した。そして、ファルノの意志も。

			　なら、あとは俺がどうしたいか。そして、こいつらがどうしたいかだ。

			「ヨハン、この少女を助ける条件は、おまえがリーダーになって集めている子供たち全員が、俺が治めている村に移住し、そこで労働することだ」

			　子供たちが全員息を飲む。彼らにとっては、俺が奴隷商人に見えていることだろう。

			「そこで、無理やり働かされるのか」

			「働かせはする。だが、酷使するつもりはないよ。今、村にいる人と同じぐらいの仕事を頼む。そして同じぐらいの食事を振る舞う。貧乏な村だが、食うには困らせない。今よりましな生活を約束する」

			「嘘だろ、大人なんて、子供を壊してもいい部品ぐらいにしか思ってないんだ。きっと、死ぬまでこき使われて……なあ、俺だけで許してくれないか、俺はどんな仕事だって耐えるし、何人分だってちゃんと働く。だから、こいつらはかんべんしてくれ」

			　ヨハンは、さらに低く、地面に額をつけるぐらいに土下座をする。

			　俺は少しこの少年に好感をもった。

			　仲間のためにここまでできる人間は少ない。小さいが、いい男だ。

			「駄目だ。全員だ。そもそも、リーダーのおまえが抜けて、うまくこいつらは生きていけるのか？　こんな生活を続けていたら、ミルみたいな子供がまた出るぞ。なら、新しい生活を始めたほうがよくないか」

			　俺の問いかけに、ヨハンは迷う。

			　今の生活のままで良いわけがない。それぐらいは彼も気付いている。

			「ヨハン、俺も行くよ。一人でなんて行かせない」

			「私も行く。どんな地獄だってヨハンと一緒なら」

			「僕だって怖いけど、みんな一緒だよ」

			　子供たちが変なテンションで騒いでいる。

			　そんな彼らを見てヨハンの覚悟は決まったようだ。

			「わかった、おまえら、みんなで地獄に行こう！」

			「うん」

			「はい！」

			「おお」

			　わいわいと盛り上がる子供たち。

			　そんな彼らを見てすごく怒っている人が一人いる。

			　そう、それは俺の後ろに。

			「なんて言い方をするんですか！　クルト様はそんな人じゃないです！　クルト様は絶対に嘘なんてつきません！　ちゃんと、みんな幸せにしてくれます！」

			　怒ったのはティナだ。

			　もふもふの尻尾(しつぽ)の毛を逆立て、怒鳴る。

			「あんたに俺たちの気持ちなんて、わからない」

			「そうだ、そうだ」

			「そんな綺麗な服を着といて！」

			　子供たちはこれ幸いと反撃する。きっとティナがお嬢さまか何かに見えているのだ。

			「わかります！　だって、私も孤児だったから！　クルト様は、私を拾って、幸せにしてくれました！　そんなクルト様を悪く言うなんて、許せません」

			「それは、姉ちゃんが綺麗だから」

			「そうだよ。愛人てやつだよ」

			「体目当てだ」

			　最近の子供たちは妙にませているようだ。

			「そんなことはありません！　だってクルト様、えっちなこと、全然してくれないですもん！　キスだってしてくれません！　それなのに私を大事にしてくれて、だから、クルト様は優しい人です！」

			　ティナが全力で叫ぶ。

			　そして、叫んでからかぁっと顔を真っ赤にした。

			　まったく、ドジだ。でもそんなティナが愛らしい。

			「ティナの言うことはともかく、俺の村は純粋に人手が足りないんだ。熱心に働いてくれる人は大歓迎だし成果に対して報酬も出す。だから、それを踏まえて決めてくれ」

			「……答えはさっき言ったよ。俺たちは行く。でも、いやいやじゃなくなった。今のねーちゃんの言葉で、ミルのことがなくても行きたくなった」

			　答えはそれで十分だ。俺は深呼吸をする。

			　そして、バッグの中から一粒の黒い塊を取り出す。

			「兄ちゃん、それは」

			「これは、どんな病気も、怪我も一瞬で治してしまう魔法の薬だ」

			「そんなもの、あるわけないじゃん」

			「あるんだよ。今から、ミルに使う。見ていれば本物だとわかるよ」

			　俺は真面目な表情を作り、震える手でミルの口元に黒い塊を持っていく。

			「兄ちゃん、手が震えてるぞ」

			「まあね。正直、かなり躊(ちゆう)躇(ちよ)している。これは伝説の薬だ。たぶん二度と手に入らない。誰でも一瞬で怪我や病気を治せる薬なんだ。その価値ははかりしれない。普通に売れば一生遊んで暮らせる金になるんだ」

			　この場にいる全員が息を呑んだ。

			　まあ、そんなものが本当にあれば一生遊んで暮らせるだろう。金貨を何千枚を出す金持ちがはいて捨てるほどいる。

			　もちろん実際は真っ赤なウソだ。これはただの黒砂糖の塊。

			　俺の回復魔法を人に知られるわけにはいかない。とくにファルノがいる前では。回復魔法を使える、そう世間に知られた瞬間に俺は破滅するだろう。この力は魅力的すぎる。

			　だから、こうして芝居を打ってごまかす。

			「俺たちのために、そんな貴重な薬を」

			「それぐらいするさ。俺の村の新しい仲間になるんだからな」

			「あんた、いい人なんだな」

			　子供たちが泣いている。

			　まあ、いい機会だ。恩を感じてもらおう。

			　ミルの口に黒い塊を入れる。それと同時にヒールをかけた。

			　ミルの傷を癒やしていく。もちろん、魔力持ちにはしない。

			　少女がゆっくりと目を覚ます。

			「あれ、わたし、たくさん、殴られて、死んじゃって」

			　少女が体を起こす。すると、ヨハンが涙を浮かべて飛びかかった。

			「ミル、良かった、死ななくて、良かった」

			　そして彼女を抱きしめて、わんわんと泣き始めた。

			　他の子供たちも釣られて泣き始める。

			　彼らは俺の村の仲間になる。

			　彼らの絆はきっと、俺の村の発展のために役立つだろう。

		

	
		
			　

			第14話　新たな仲間

			　

			「まったく、君には驚かされたよ。まさか、孤児たちを引き取るなんてね」

			　ついに出発のときがやってきた。俺の村に帰るのだ。

			　屋敷の前までフェルナンデ辺境伯が見送りにきてくれた。

			「申し訳ございません。せっかく移民の募集の手配をしてくださったのに、急に枠を減らしてほしいとわがままを言ってしまって」

			　孤児たちを受け入れたことで必要な人員数が減った。移民が多すぎても受け入れきれない。

			　土壇場での募集枠の変更はフェルナンデ辺境伯に迷惑をかけることになってしまった。

			「それはいいよ。聞けばうちのファルノのせいじゃないか。でも、君も変わっているね。私に任せていれば、ちゃんと農業経験があって、体力もある大人を招くことができたのに。孤児たちを助けるために引き取るなんて。君は人格者でもあるようだ」

			　俺は笑って首を振る。

			「ちゃんと利があって決めたことです。若いほうが吸収力が高い。それに彼らには絆があります。そこから生まれるチームワークは、多少の経験不足や体力を補ってあまりある」

			　ヨハンを中心にした二〇人の子供たち。

			　彼らはきっちりと統率が取れている。ヨハンに任せていれば、うまく指揮をとってくれるだろう。

			　移民を招く際の最大の問題は、いろんな出身地から人が集まるせいで統率がなく、やれ、誰が優遇されているだの、やれ、きつい仕事ばかり回されると、いろいろな不満が出てくる点だ。

			　それに、移民の大半は結局前の村が良かったと帰りたがったりすることも多い。それはどれだけいい暮らしをしてもだ。

			　その点、この子たちにはその心配がない。

			「なるほど、そういうことか」

			「それに、他の村の人たちは幸せになれる場所がある。この子たちは他に居場所がない。どうせなら、居場所がない人に居場所を与えたいじゃないですか」

			　俺はけして、博愛主義者じゃない。　

			　だが、利益との兼ね合いがとれるかぎりで、みんなを幸せにしたいと思っている。

			「クルト様、私、今回の一件で、クルト様に余計に惚れてしまいましたわ。一人の少女のために、あんな貴重な薬を使うなんて、それだけじゃなくて、子供たちを一時的にではなく、その人生まるごと救ってしまう。さすがは、私の未来の夫ですわ」

			　ファルノの目が恋する乙女のようで苦笑いするしかない。

			　これは予想外だ。まさか、俺の嘘を信じるとは。

			　ファルノは本当に、伝説の霊薬で孤児の少女を癒やしたと思っている。

			　フェルナンデ辺境伯は苦笑する。おそらく彼は、俺が魔法で癒やしたことまでは気付いていないが、なにかしら裏があることは見破っているのだろう。

			「クルトの兄貴、こっちの準備はいいぜ」

			「おつかれ、ヨハン」　

			　子供たちのリーダーであるヨハンが子供たちを馬車に乗せてくれた。

			　あれからいろいろな話をして彼とは打ち解けた。ヨハンは子供たちのリーダーを務めていただけあって、頭の回転が速く、いい意味で世間慣れしている。

			　頼りになる子だ。いずれは俺の右腕になってくれるかもしれない。

			　これであとは帰るだけだ。

			「それでは、フェルナンデ辺境伯、ファルノ様、長い間お世話になりました」

			「こちらこそ、君がいてくれて楽しかったよ」

			「クルト様、私も来週にはそちらに行きますから！　それと孤児院の件、責任をもってしっかり調べますわ！」

			　ファルノは孤児院の件がよほどショックだったらしく、子供たちから徹底的に話を聞いて問題がありそうなところを調べることにしたらしい。

			　そして、子供たちに薬を売らせていた連中のことも探ると言っていた。

			　彼女ならうまくやるだろう。

			　そうして、俺たちは自分たちの村に向かって出発した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　長時間の馬車に揺られて懐かしの我が村に着いた。

			　馬車を降りると次々に子供たちが駆け下りていく。

			「クルトの兄貴、ここが今日から俺たちが住む村なんだな」

			「そうだ、しっかりと働いてもらうから覚悟しろよ」

			「もちろん、そのつもりだぜ。な、みんな」

			　ヨハンが子供たちに問いかけると、みなから勢い良く返事があった。

			「おっ、坊っちゃん、帰ってきたんだな」

			　そこにソルトがやってきた。俺のいない間、この村を任せていた頼りになる大男だ。

			「これはまた、大勢連れてきたな」

			「ソルト、紹介する。この子たちが、この村の新しい移住者たちだ。この前話した養(よう)蜂(ほう)を専任でやってもらう」

			「おう、わかったぜ。移民が来ることは聞いていたから、適当に住む場所は用意しておいたぜ」

			　村で受け入れる移民は五家族ほどを予定していた。

			　移民を増やすことは以前から考えており、掘っ建て小屋を用意してあったのだ。

			「ヨハン、みんなを連れて来てくれ、君たちを家に案内する」

			「わかったぜ、クルトの兄貴」

			　そうして俺は、子供たちを彼らの家に連れて行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここに並んでいる、五つの家がおまえたちの家だ。どこにどう住むかは任せる」

			　そう言うなり子供たちはわいわいと話し合い、あっという間に家の割り振りが決まった。

			　さすがに身を寄せあって生きてきただけあって、チームワークがいい。

			「すごいよ、ヨハン、一人一つの毛布がある」

			「天井に穴があいてないし、虫も湧いてない」

			「ちゃんとかまどがあるよ」

			「風が吹き込まないし、木が腐ってない」

			　すごく低次元の喜び方をしている。

			　今までよほどひどい環境に住んでいたのだろう。

			「月に一度、食料を支給するから、それでやりくりすること。たくさん働けば、その分色はつけるからね」

			　俺の言葉に合わせるように、村人たちが食料を運んできた。

			　小麦に、各種野菜、それに干肉等。

			　他にも服など、生きていくのに最低限必要なものを渡した。

			「ヨハン、一応確認するが、自炊はできるだろうな」

			「おい、兄ちゃん。できなきゃ、とっくにくたばってるよ。俺たちは子供だけで生きてたんだぜ。それより一ヶ月でこんな量の食材をもらって、ほんとうにいいのか？」

			　ヨハンが一ヶ月分の食料を見てわなわなと震える。

			「もちろん、いいに決まってる。あと、腐りやすいものや、狩人が獲った肉は、その都度持ってくるよ。あと、これは一ヶ月分だぞ、わかっているのか？　なくなったからって泣きついても知らないぞ」

			「わかってらい。これだけあれば、腹は減らないさ。ミル、料理番長はおまえだ、任せた。きっちり計算して献立を作れよ」

			「わかってるよ、うん、こんなにあったら二ヶ月は持つよ！」

			　俺が怪我を治した女の子だ。

			　利発そうな子だから、今のもきっちりと考えた上での発言だろう。

			「じゃあ、明日から仕事を覚えてもらう。今日中に住処を整えて身体を休めること。ティナ、教育係はおまえだ。蜂の世話の仕方を教えられるな。まずはヨハンにしっかり教えて、その後はヨハンがみんなに教えられるようにしてくれ」

			「わかりました、クルト様。ばっちり叩き込みます！　この村の生活もちゃんと教えるので安心してください」

			　ティナが両手にぎゅっと力を込める。

			　俺は苦笑する。

			　この子供たちを助けるとき、ティナはファルノよりも助けたいと強く願っていたはずだ。

			　同じ孤児という境遇もあるのだろう。

			　子供たちとティナの労働力があれば、蜂が増えても大丈夫だ。

			　一気にハチミツの生産量があがる。

			　蜂が増えると、今度はラズベリー園を増やすこともしないと。

			　仕事はたくさん。でも、今はそれをこなせる人員がいる。

			　今後、ますますこの村は豊かになっていく。

			　子供たちの笑顔を見ると。それを確信できた。これからもがんばっていこう。

		

	
		
			　

			第15話　ファルノとの再会

			　

			　早朝、俺は全力で走っていた。

			　正真正銘の全力疾走だ。すなわち、技能も、魔力も使った限界の速度。

			　その疾走に追随する影は、ファルノの執事にして俺の師匠であるヴォルグだ。

			　相変わらず、鍛えぬかれた身体を執事服に包んでいる。

			　彼は手に短剣を持ち、木の幹から幹へ飛び移っている。

			「ハッ！」

			　そして、枝を蹴りこちらに向かって反転、そのまま飛びかかってくる。

			　彼を迎撃するために、足をとめ、全力で俺の相棒である銀(ぎん)閃(せん)を振る。しかし、彼はその動きを読んでいたかのように空中で体をひねり、懐に入ってくる。

			　慌てずに、銀(ぎん)閃(せん)の柄を下から救い上げるように振るう。

			　懐に飛び込んでくるヴォルグに対するカウンターだ。

			　彼はそれを短剣で受け止め、そのまま後ろに飛ぶ。必中のカウンターの衝撃を完全に流された。

			　そして、そのまま距離を取られ、影を見失う。

			　俺は目をつぶり全神経を集中する。

			　ここは森の中。遮(しや)蔽(へい)物はいくらでもある。

			　葉が揺れた音がした。そちらに意識を向けると、なにもない、おそらく石か何かを投げたのだろう。

			　そうなると、意識を向けさせたい方向の逆に、ヴォルグはいるはずだ。

			　そちらを向く。低い姿勢。地をはうようにヴォルグが忍び寄ってきた。

			　再びの迎撃。ヴォルグは銀(ぎん)閃(せん)を受け止めると流し滑らせ、さらに距離を詰めてくる。

			　そしてその勢いのまま繰り出す二連撃目。それを銀(ぎん)閃(せん)の腹で受けた。

			　追撃が来る前に腹を蹴り飛ばし、追撃の連続突き。

			　それを短剣でさばくヴォルグ。そうして森に幾重にも剣(けん)戟(げき)の音が重なった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ヴォルグ、ありがとう。おかげでだいぶ、体が動くようになってきた」

			　朝の鍛錬が終わり、水を飲みながら、ヴォルグに礼を言う。

			「いえ、私自身もあなたのおかげで成長できています。まったく恐ろしい成長速度です。今日はかろうじて勝ちましたが、あなたと会った日の私であれば負けていました。………おそらくそう遠くない未来、私はあなたに負けるでしょう」

			　ヴォルグが薄く微笑む。

			　俺はその言葉を否定しない。

			　そうなると、わかってしまうのだ。俺もヴォルグも。　

			「一日でもそうなる日がはやまるようにがんばるよ」

			「私はそうならないように、努力しますよ。やはり負けると悔しい」

			　ヴォルグと拳をぶつけあう。

			　この男からはたくさんのものを得た。彼は師匠であり、俺のライバルだ。

			「そういえば、予定では今日はファルノが来る日だな」

			「ようやくですね。今日、お嬢様がいらっしゃいます。やっと私の本業ができますよ。大工仕事ばかりで、自分が執事であるということを忘れそうになっていました」

			　やっと屋敷が完成したので、これからファルノが来る。

			　まあ、いろいろと問題も起きそうだが、楽しみではあった。

			「お嬢様を任せるのは、私よりも強い人と昔は冗談で言っていたのですが、冗談じゃなくなってしまった」

			「まだ婚約だ。あとのことはわからないよ」

			　そう言って俺は苦笑する。

			　ファルノとの約束は一年の間にファルノが俺を振り向かせたら結婚、そうでないなら婚約解消というものだ。

			　これからどうなるかは誰もわからない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺の村にフェルナンデの紋章が入った馬車が来るのはもはや日常となっていた。

			　それは屋敷用の資材の運搬だったり、大工たちの生活用品の輸送だったりさまざまだ。

			　だが屋敷が完成し大工たちはみな帰り、ファルノと使用人たちだけになった今、その頻度は激減するだろう。

			　俺とティナは、ファルノを出迎える準備をしていた。相手が相手だけに、いろいろと準備が必要だ。

			　予定ではそろそろ来るころだが……。

			　そして、それは来た。

			　フェルナンデ辺境伯の紋章が刻まれた馬車が街道から現れて、俺たちの家の前でとまると、扉が勢い良く開かれた。

			　中から出てきたのは、もちろんファルノだ。

			「やっと、こちらに来ることができましたわ。お会いしとうございました、クルト様！」

			　勢い良くファルノが飛びついてくる。

			　そんなファルノを受け止める。

			「その、なんだ、はしたないぞ、ファルノ」

			　一応たしなめておこう。

			　嫁入り前の女性がすることじゃない。

			「そんなこと言っても仕方ありませんわ、今日まで離れ離れでしたもの」

			　俺から離れてファルノが頬をふくらませる。

			「……その、なんだ。これからよろしく」

			　俺は右手を差し出す。

			　すると、ファルノは俺の右手をつかみ、

			「こちらこそ、よろしくおねがいしますわ、クルト様！」

			　そう言った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルノと一緒に村を見てまわる。

			　これから生活する村のことを知ってもらうためだ。最低限のことは知っておかないと住みづらいだろう。

			　雑談を交えながらの見回りで、ファルノは俺との会話を楽しんでいた。

			　一段落ついたので、大事な話を切り出す。

			「実を言うと、ファルノのために、お菓子を作る準備をしてあるんだ」

			　俺は彼女を歓迎するのはお菓子しかないと思って特別なものを用意していた。

			「それはうれしいですわ！　さっそく、クルト様の家に」

			「それもいいんだけど、一つお願いがある。できればなんだが、ファルノのためだけじゃなくて、村の新しい仲間たち、みなを祝うお菓子にしたい。ファルノの屋敷で、子供たちも呼んで振る舞いたいんだ。駄目かな？　俺の家だとせますぎる」

			　女の子は特別が好きだ。新しい仲間を喜ぶよりも、自分だけを祝ってほしいだろう。

			　だが、あえて俺はそう言った。子供たちを心配していたファルノならあるいは……と。

			「そんなの……いいに決まっています。みんなで食べたほうが美味しいですわ！　それにあの子たちのこと、ずっと気になっていましたの。お菓子を食べながらお話ができれば素敵ですわ！」

			「ありがとう。なら腕によりをかけて作ろう。新しく俺の村に来てくれた、ファルノや子供たちのために、俺たちの新しい未来を祝うお菓子を」

			　今回の主役はラズベリー。

			　ちょうど、季節が変わって赤い実をつけてくれた。

			　それを、子供たちに収穫してもらった。

			　子供たちも今から自分が育てるものを食べたほうがやる気も出るだろう。

			　腕によりをかけて、お菓子を作ろう。

		

	
		
			　

			第16話　祝福と絆のラズベリータルト

			　

			　ファルノと子供たちを祝うためのお菓子はラズベリータルトを作ると決めた。

			　ラズベリーはちょうど今が収穫期だ。

			　昨日、子供たちに収穫してもらい、大部分はハチミツ漬けにして保存用にし、残りは今日使う分と村人たちに配る分にする。

			　ハチミツ漬けは保存方法としてかなり優秀だ。

			　ハチミツには強力な殺菌効果があり、一年以上、果物を保存できる。

			　つまり、果物が収穫できなくなる冬にでも、瑞々しいラズベリーの味が楽しめる。それに生で食べるのと違った美味しさがある。

			「少し味見してみようかな」

			　俺は小さくて赤いラズベリーを一切れ摘んで食べる。

			　口の中を爽(さわ)やかな酸味が駆け巡る。

			　そしてほのかな甘味。生で食べると少し甘さが物足りないが、火を通すことを考えればちょうどいいだろう。

			　棚から、昨日のうちに作りこんでおいたタルトの生地を取り出す。

			　タルト生地は小麦粉にクルミ油と卵を入れて練り上げたものだ。

			　生地を伸ばして円形にする。薄さを均一にすることを忘れない。

			　そして伸ばした生地をピケ(穴あけ)し、ふちを作り、重しを置いて空気を抜いて下ごしらえは完成。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　土台ができ上がったのでクリームを作る。

			　今回はタルトクリームに山に自生しているピスタチオを使う。

			　ピスタチオは油分をたっぷり含んでいる素晴らしいナッツだ。

			　用意しておいた新鮮な生クリームに、ピスタチオを潰して作ったペーストを入れてかき混ぜる。ここで少量ずつ、卵黄とハチミツを入れることを忘れない。

			　生クリームが綺麗なエメラルド色に染まっていき、ピスタチオクリームの完成だ。

			　このピスタチオクリームなら、ラズベリーに足りない力強さと甘さを補いつつ、酸味をまろやかにしてくれる。

			　少し、味見をする。

			「うん、いい味だ」

			　タルト生地に完成したピスタチオのクリームを敷き詰めていく。

			　ピスタチオは火を通すことでさらに旨さを増す。

			「あとは焼成だ」

			　ピスタチオクリームがたっぷりのったタルト生地をオーブンに入れる。

			　火が通ることで、ピスタチオの蠱(こ)惑(わく)的(てき)な香りがキッチン中に広がった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくするとタルトが焼き上がった。

			　形はよく、ピスタチオクリームも滑らか。

			　それをしばらく冷やす。

			　冷やしている間に卵黄とハチミツと生クリームを使ってカスタードクリームを作る。

			　こっちは火を通さないほうが美味しい。

			　しっかり冷めたタルトの表面にカスタードクリームを塗る。ピスタチオクリームの上に引くことで、いいアクセントになるのだ。

			　細かく砕いたピスタチオをふりかけて食感にもアクセントを加えた。　

			　そして、いよいよ主役の登場だ。カスタードクリームの上にたっぷりとラズベリーを敷き詰める。赤く瑞々しい果実は宝石のようで美しい。

			「これで、ようやく完成だ」

			　きっと、子供たちもファルノも喜んでくれるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ファルノの厚意に甘えて、ファルノの屋敷の一室を借りて、ファルノと子供たちの歓迎会が開かれる。

			　部屋の前まで来ると彼らの話し声が聞こえてきた。

			「クルトの兄貴、めちゃくちゃ人使い荒いんだぜ！」

			　ヨハンがファルノに余計なことを吹き込んでいる。しかし、愚痴を言っているのにどこか楽しそうだ。

			「でも、クルト様優しいよ。丁寧に教えてくれるし」

			「それに、ちゃんと真面目にやればきちんと終わるぐらいの仕事量だし」

			　他の子供たちがあっさりとネタばらしをした。

			「おい、バラすなよ」

			　ヨハンが笑ってそう言うと、ファルノは苦笑する。

			「この村に来て、あなたたちは幸せですか？」

			　ファルノの問いに、子供たちは顔を見合わせてから……。

			「「うん」」

			　一斉に頷いた。

			「やっぱり、まともな仕事はいいよ。後ろめたくないし、殴られないし……それにご飯がいっぱい食べられる」

			「うん、いっぱい働いたあとに、ちゃんとご飯がある、こんな幸せってないよね」

			　子供たちが盛り上がる。

			　彼らは、贔(ひい)屓(き)目なしでよくやっている。ティナが仕事を教えているが、飲み込みがはやく、たった一週間でほとんどの仕事を覚えてしまった。

			　そして、誰か一人が覚えると、その子が仲間にきっちりと教えるのでティナの負担も少ない。彼らをこの村に引き入れたのは大成功だった。

			　この部屋の幸せな雰囲気を感じて、俺も自然に笑顔になるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「みんな、お祝いのお菓子を持ってきたよ」

			　俺が部屋に入った瞬間、子供たちの歓声が響き渡った。

			「うわぁ、すごくいい匂い！」

			「綺麗！」

			「あれって、俺たちが昨日摘んだラズベリーだよな」

			「ツマミ食いしたけど、すっぱいだけで旨くなかったじゃん」

			　気になる発言もあったが、おおむねいい反応だ。

			「みんな、クルト様のお菓子は、貴族ですら大絶賛するほど素晴らしいお菓子ですわよ。何人もの貴族様が、また食べたいと言っているけど食べられない。そんなお菓子が食べられるなんて、幸せですわ」

			　ファルノがそう言うと、子供たちのテンションはさらにあがった。

			「貴族でも食べられないお菓子！」

			「すっげえ」

			「この村に来てよかった」

			　もう待ちきれないといった様子で、子供たちは身を乗り出していた。

			　なら、早く食べさせてやらないとな。

			「ティナ、皿を用意してくれ」

			「はい、クルト様」

			　ティナがにっこり笑って小皿を持ってきてくれた。

			　そして俺は上着からケーキナイフを取り出して、タルトをカットしていく。

			　ケーキナイフを通す度に、さくさくっと美味しそうな音が鳴る。

			　ラズベリーの甘酸っぱい香り、焼いたピスタチオクリームの芳(ほう)醇(じゆん)な香り、そんなものが漂う中での、この音。

			　音と香りの波状攻撃で、何人もの子供たちがよだれを流していた。

			「ティナ、切り分けた分から並べていって」

			「かしこまりました」

			　ティナがおぼんにタルトをのせて運んでいく。目の前に置かれたタルトを見て我慢できずに手を伸ばそうとする子もいるが、たいていは隣の子に手を叩かれていた。

			　そうして、全員の前にタルトが行き渡った。

			「小難しい話はなしにしよう。みんな、俺の村に来てくれてありがとう。今日は、みんなへの感謝の気持ちを込めてお菓子を作った。そして、どれだけ素晴らしいものを自分たちで作っているかを知ってほしいから、このお菓子を作った。君たちが作っていく、ハチミツとラズベリー。その素晴らしさを知ってくれ」

			　短いが俺の挨拶はこれで終わり。

			　たぶん、もうこれ以上、子供たちは待ちきれないだろう。

			「食事の挨拶をしよう。子供たちの中には知らない者もいるかもしれないから説明する。今から言った言葉を復唱してから食べてくれ」

			　そこで一拍置く。

			「今日の糧を得られたことを、森と神に感謝を」

			「「「今日の糧を得られたことを、森と神に感謝を」」」

			　みんな揃って祈りをとなえ、そしてラズベリータルトを食べ始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　部屋の中に、さくっさくっとタルト生地を噛み砕く音が広がる。

			　なんとここちいい音だろう。

			　俺も我慢できずに自分の分に手を付ける。

			　土台であるタルト生地はさっくりとした歯ごたえ、そこに敷き詰めたピスタチオクリームはどこまでも滑らかに、そしてカスタードクリームがふんわりと重なる。

			　さらに噛みしめると、砕いたナッツが自己主張し、ラズベリーの果汁が口の中に広がり、濃厚なクリームの甘さとラズベリーの酸味が一体になり、けっしてそれぞれでは得られない、魅力的な世界が口の中に広がる。

			　いい味だ。よくできてる。

			　隣を見ると、ティナの尻尾(しつぽ)がぶるんぶるんと振られていた。

			　ティナは口にタルトの欠片をつけながら夢中になって食べている。

			　子供たちもそうだ。もう喋ることも忘れて、タルトにかぶりついてた。

			　当然、そんな食べ方をすると一瞬でタルトはなくなるわけで……。

			　一瞬、あまりの美味しさに陶酔していた子供たちは、我を取り戻すと……。

			「ああ、もう食べちゃった」

			「もう、ないの」

			「こんなお菓子、生まれて初めて」

			「ううう、まだ食べたいよぅ」

			　と口々に後悔の言葉を吐き始めた。

			　行儀悪く、皿を舐めたり、隣の子の口元についているクリームを手で掬(すく)って舐めようとする子もいた。

			「クルト様のお菓子、相変わらず素晴らしいですわ。フェルナンデ辺境伯領でも、これほどのお菓子は食べたことがないですもの」

			　唯一、手ではなくナイフとフォークで食べていたファルノが、俺を褒める。

			「そう言ってもらえるとうれしいよ」

			「このお菓子を食べて確信しました。クルト様のお菓子は、立体的なのです。美味しさが幾重にも重なって、それでいて調和がとれています。他の料理人とは世界が違いますわ」

			　ファルノが何気なく言った言葉、それはある意味、現代お菓子の基本理念だ。

			　美味しさを多層化した上で、バランスを整える。そのセンスこそがパティシエの腕の見せどころ。

			「そんなことを言ってもらえるなら、もっと素敵なお菓子を作らないといけないね」

			　期待されているかぎり、俺はその気持ちに応えたいと思う。

			「クルトの兄貴、おかわりはないの」

			「あっ、私も食べたい」

			「僕も、僕も」

			　成長期の子供たちは、ぜんぜん食べ足りないようだ。こうなることはあらかじめ想定済み。

			「実は、もう少し用意してあるんだ」

			　扉が開かれ、台所に作りおいていたタルトがヴォルグによって運ばれてきた。

			「お待たせしました。お嬢様、クルト様、皆様方」

			　思わぬおかわりの登場に、みんなが色めき立つ。

			「おかわりがほしい人は手をあげてくれ」

			　子供たち、そしてティナが一斉にピンッと手を上げる。

			　そして……。

			「私も、その、もう一切れほしいですわ」

			　すごく恥ずかしがりながら、おずおずとファルノが手を上げる。

			　それがおかしくて、みんなして笑った。

		

	
		
			　

			第17話　不思議な来客

			　

			　ファルノが来てから三ヶ月ほど経った、もう季節は秋だ。

			　蜂の増産は極めて順調で、新しい巣箱にも女王蜂が定着して次々と蜂が生まれている。

			　冬の寒さと餌不足で蜂が駄目にならなければ、今までとは比べ物にならない量のハチミツがとれるだろう。

			　ラズベリー園も子供たちの働きでずっと広くなった。他に、ラズベリーの花が咲かない時期に花が咲きハチたちの餌となるブルーベリーも導入できた。

			　そしてニワトリもきっちり増えている。

			　そろそろ成長したヒナたちが卵を産み始めるころだ。春になれば本格的に卵を楽しめるようになる。

			　日持ちがよくて美味しい、とあるお菓子をこの村の特産品として売り出す予定なので、そこに間に合うかが心配だった。

			　自室で帳簿の作成をしていた。

			　例年より楽しい。なにせ、黒字の帳簿をつけるのはこの村に来てから初めてだ。心が湧く。

			「ティナ、そこは違うよ」

			「うう、難しいです。クルト様」

			　今回は一人で淡々と帳簿をつけるわけではなく、ティナにやり方を教えていた。

			　彼女にはすでに一通り文字の読み書きや計算を教えており、今度は帳簿の付け方を教えていた。

			　ティナがこれをできるようになれば、だいぶ楽になる。できれば事務処理は誰かに任せて、新しいことに取り組みたいというのが俺の本音だ。

			「クルト様、おじゃましますわ」

			　そうしていると、ファルノが現れた。初めは俺の家に入る度にどこか緊張していた彼女も、今では勝手知ったるといった様子だ。

			　ドレスではなく、仕立てはいいが動きやすい格好をしている。

			　彼女もだいぶ、この村に慣れてきている。

			　彼女は主に、村で取り入れている先進的な農業について調べて、フェルナンデ辺境伯に情報を送るという仕事をしている。

			　そのために、村人たちに混じって野良仕事をすることも厭(いと)わない。

			　もちろん、ただというわけではない。

			　俺は対価としてそれなりのものを要求している。そろそろファルノのところに返事がくるころだ。

			「ああ、よく来たね、ファルノ。ちょっと、今は忙しいから少し待ってもらっていいか？」

			「ええ、構いませんわ。帳簿をつけていますのね。……これなら力になれるかも。ちょっと貸してくださいな」

			　さらさら、とファルノはペンを走らせる。

			　横に並んでいる資料を読み取り、帳簿をつけていく。

			　しかも、かなり正確に。

			「へえ、ファルノはこういうこともできるんだ」

			「私はフェルナンデ辺境伯領の経営に関わっていましたわ。この程度はこなせます」

			　それは頼もしい。

			　フェルナンデの領地は、俺の村とは規模のケタが違う。

			　それにともない、帳簿の煩雑さも増しているはず。能力的には申し分ない。

			「よろしければ、こういった仕事は私が手伝いますわよ。クルト様はお金のことを気にせずに、どんどん新しいことを始めてくださいな。そちらのほうがもっと素敵になると思いますの」

			「その必要はありません。私がやります！」

			　ティナがファルノに噛みつく。

			「ティナさん、あなたは頭がいいし、実際できるようになるのでしょうけど、使用人の仕事に加えて、養(よう)蜂(ほう)の指導までやっているではないですか。さらに帳簿作業までなさると手が回らなくなりますわ。クルト様もティナさんも、人に任せられる仕事は任せるべきだと思いますの」

			　たしかにファルノの言うとおりだ。

			　いつのまにか、俺はティナに無理をさせるのが当たり前になっていたように思える。

			　今でもかなり、いっぱいいっぱいのはずだ。少し反省しないと。

			「ファルノ、任せていいか」

			「ええ、もちろん」

			　外部の人間に財布の中身を見せるのはまずいという思いはあるが、そもそも相手は雲の上の人間だ。

			　たとえ知られなくても、相手に害意があればそれで終わり。

			　それに、俺はファルノという人間を信頼している。

			「それと、ファルノ。頼んでいた件、なんとかなりそうか？」

			「ええ、今までクルト様から得られたものの大きさ、そして先日の非礼のこともあり、父が快く承諾してくれましたわ」

			「それは良かった」

			　俺はにやりとする。

			　これで大きく夢が前進する。

			「クルト様、いったい何をお願いしたのですか？」

			　ティナが問いかけてくる。

			「俺が頼んだのは、お菓子を売り出すために必要ないくつかのお願いだよ。フェルナンデ辺境伯からずっとお詫びがしたいと手紙が来ていたから、商業都市エクラバでの店舗とフェルナンデ辺境伯領以外に売るための販路を準備してもらった。そして、俺のお菓子に関税をかけないこともお願いした。どれも本当なら、どれだけのお金を用意しても難しいことなんだ」

			「そうなんですか……すごい」

			　春になれば、ハチミツの収穫量は跳ね上がる。

			　そして、卵も安定した量が手に入る。

			　小麦も村で食べる以上のものが育てられた。

			　つまり、売るだけのものがこの領地にできたということだ。なら、それを売りだしてお金にしたい。

			　だが、ものを売る、それも個人ではなく、一つの領地としてという規模であれば、ハードルはかなり高い。

			　その高いハードルのほとんどを、フェルナンデ辺境伯のおかげでパスできてしまう。

			　これを得るためならば、俺の持っている技術を曝け出すのもやぶさかではない。

			「ティナさんの言うとおり、すごいことなんです。でも、ティナさん、勘違いしてはいけません。これはフェルナンデからの施しではありません。クルト様の働きに対する正当な対価ですわ。その対価を差し出させるクルト様がすごいのです。お父様も笑顔で十分元がとれると言ってましたもの」

			　それを聞いたティナのきらきらと尊敬する目が眩しい。

			　何はともかく、あと一歩で村を一気に豊かにできるところまで来たのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クルトの兄貴！」

			　一人の少年が勢い良く扉を開け、現れる。

			　かつて、街で拾った子供たちのリーダーであるヨハンだ。

			　他の子供たちによく慕われ、見事にみんなをまとめあげている。

			「どうした、ヨハン」

			「大変なんだ。その、俺たちのラズベリー園で、知らない女の人が倒れてる！」

			「それは大変だ。行こうか」

			　ヨハンのあとを追って、俺はかけ出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ヨハンの先導に従い、ラズベリー園に行くと子供たちで人だかりができていた。

			　その中心には一人の女性が倒れている。

			「ううう、ううう」

			　青い顔をして、唸っていた。

			「まさか、エルフ？」

			　金髪の美しい女性だ。人間よりも耳が長い。服もこのあたりでは見慣れないものだ。

			　エルフがいるという知識はあったが、こうして見るのは初めてだ。

			「大丈夫か？」

			　問いかけるが応えがない。

			　きっちりと意識はある。普通に起き上がれそうに思えるが………。

			「お腹がすいてうごけない」

			　疑問に思っていると、本人が自分が動けない理由をこれ以上なく端的に教えてくれた。

			　それを聞いた俺たちは、がくっと力が抜けた。

		

	
		
			　

			第18話　旅立ちの決意

			　

			「はむ、はふはふ、もぐもぐ」

			　さっきまで生き倒れていたエルフの女性は、ティナに持ってきてもらったパンのミルク粥(がゆ)を必死に食べている。

			　ミルク粥(がゆ)は、温めたヤギの乳にハチミツを加え、そこにパンをちぎって入れたもの。甘く、栄養たっぷりで消化がよく、病人にはぴったりだ。

			　子供たちが羨ましそうに見ている。

			　俺の診察でも、本人の自己申告でも、倒れたのはただの空腹が原因だった。

			「それで、どうして倒れていたんだ」

			「はむ、もぐぅ。それはれふね」

			「いや、答えなくていい。食べ終わってからもういっかい聞くから」

			　俺はいろんなことを諦めて、ただエルフの女性が食べ終わるのを待つことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はふう、美味しかった。生き返ったよ」

			　エルフの女性は、口元をミルクで白くしながら、満足気につぶやいた。

			　金髪碧眼の美少女なのにすごく台無し感がある。

			　さきほどまで倒れていたとは思えないほど元気そうにしている。これなら話を聞けるだろう。

			「もう一度聞こうか、どうしてここで倒れていたんだ」

			　俺が問いかけると、エルフの女性は少し考える仕草をしてから口を開いた。

			「わたし、精霊の里から人間の国を目指して旅をしていたの。でも、どこまで行っても人間の国なんて見つからなくて、手持ちのごはんもつきて、狩りにも失敗して、空腹で倒れちゃったの。親切な人、ごはんを食べさせてくれてありがとう。おかげで生き返ったよ」

			　エルフの女性は申し訳なさそうに語る。

			「まあ、それはいいけど。そもそもどうして人間の国を目指したんだ」

			　エルフは排他的な種族で、自給自足で暮らし、他の村と交わらず生涯を自らが生まれた里と森で終えると聞いている。

			　だから、エルフという存在がいるということは話に聞いていても、エルフそのものを見たことがある者は極めて少ない。

			「今、精霊の里が大変なの……流行病が蔓(まん)延(えん)して、みんな倒れちゃって。まだ、無事なわたしが、お薬を買いに出発したの。エルフのお薬が全然効かなくて。でも、人間なら治せる薬を持っているかもって思って」

			　なるほど、それなら里の外に救いを求めるのも理にかなっている。

			　閉鎖的な村よりも人間の街のほうが医学は発達している。

			「でも、こうして人間の国にたどり着けてよかったよ。ねえ、見たところお医者様みたいだけど、あなたなら、みんなの病気を治せる？」

			　真剣な眼差しでエルフの少女が俺を見つめてくる。

			　どうやら、診察したときの対応や周りの反応から、俺がこの村で医者をやっていることに気付いたらしい。

			「病状を聞かないとなんとも。病気によって、治せるものと治せないものもあるし、効果がある薬も違う。そもそも薬以外の方法でしか治せない病気もあるしね。できるだけ、詳しい話を聞かせてほしい」

			　嫌な予感がする。

			　想像以上にエルフは世間知らずかも。

			　病気を特定することが必要という認識すらない。いい薬というのは何にでも効く薬だと思っているような口ぶりだ。

			「えっと、咳き込んで、倒れて、熱がすごくて。食欲がなくなるの。体力の弱い人なら、一月ほどで亡くなっちゃう。そんな、ひどい病気！」

			　精一杯の言葉でエルフの少女は病気を説明する。

			「駄目だ。漠然としすぎてる。それだと俺にはわからないし……たぶん、他の人にもわからない。熱止めの薬とかなら調合できるけど、それで治せるとは断言できない。さっきも言ったけど病気ごとに適切な薬があるし、そもそも薬じゃ治せない病気も多い」

			「そんなぁ、じゃあ、わたしはなんのために。このままじゃ精霊の里が」

			　里が滅びるほどの流行病。

			　そんなものが人間の街で蔓(まん)延(えん)していれば今頃大きな話題になっているはずだ。アルノルト領でもフェルナンデ辺境伯領でも、そんな話は聞いたことがない。

			　おそらく、未知の病だ。だとすると特効薬なんて便利なものはない。

			「クルトの兄貴なら、治せるんじゃないか？　ほら、ミルを助けてくれた、なんでも治せる黒い薬があるじゃないか！」

			　ヨハンが横から口をはさむ。

			　俺はかつて、回復(ヒール)の力を隠すための方便として、なんでも治せる黒い薬というものを使った。

			　しっかりしているとはいえ、ヨハンはまだ子供だ。そういうものがあるということを気軽に口にするリスクが理解できていない。後で時間をとってしっかりと教えよう。

			　これは彼のミスではなく俺のミスだ。

			「そんなものが!?　お願い！　どうか、その薬をわけて。わたし、個人だけじゃなく、エルフすべての持てるかぎりの力で恩は返すよ。エルフは誓約の民、けっして嘘はつかない。信じて！」

			　ヨハンの言葉を聞いたエルフの女性は頭を深々とさげる。

			　俺はそんなことできないと言うタイミングを見失った。

			　悩む。

			　俺は、エルフたちを助けられるのだ。

			　それを、回復(ヒール)の秘密を守るためだけに見殺しにする？　こんな必死な少女を絶望に突き落としていいのか。

			　だが、一つの里を救ってしまうほど派手なことをして俺の秘密が守れるかはわからない。

			　俺の回復(ヒール)は他者にばれれば即破滅を覚悟しなければならないほど危険なものだ。利用価値が高すぎる。

			「お願い！」

			　エルフの少女が再び懇願する。

			　俺が答えを返せずに言葉につまっていると、俺の顔色をうかがおうとして少女が顔をあげる。

			　そして大きく目を見開いた。

			　その先にいるのはティナだ。

			「クルリナ姉様？」

			　ティナを、知らない名前で少女は呼ぶ。

			「クルリナ姉様、どうしてこんなところに。クルリナ姉様からもお願いして。里が、里が、滅んじゃう、みんな死んじゃうんだよ」

			　エルフの少女はティナの肩を持って必死に訴えかける。

			　ティナは、狼狽している。

			「ティナ、クルリナって言う人を知っているのか？」

			　俺の問いかけにティナは頷き、そしてゆっくりと口を開いた。

			「私の、母様の名前です」

			　その言葉は、この場にいる全員を驚かせるのに十分な一言だった。

		

	
		
			　

			第19話　精霊の里へ

			　

			　金髪碧眼のエルフの少女は、ティナのことをクルリナ姉様と呼んだ。　

			　ティナの母親の名前らしい。

			「君はティナの母親を知っているのか？」

			　俺はエルフの少女に問いかける。

			　どうしても聞いておきたかった。もしかしたらティナの肉親が精霊の里とやらにいるかもしれない。

			「うん、たくさん優しくしてくれたよ。わたしにとってお姉ちゃんみたいな人だった。でも、まさか子供を産んでたなんて」

			　エルフの少女はティナをまじまじと見る。

			　そして、何かに気付いたように、はっとした表情を見せる。

			「そういえば、自己紹介がまだだったね。わたしは精霊の里のクロエ。エルフだよ」

			　彼女の視線は俺と……ティナに向いていた。

			「俺はクルトだ。この村の長をしている」

			「私はティナです。クルト様の使用人です」

			　俺たちの自己紹介を聞いたエルフの少女、クロエは、小さくティナの名前をかみしめるようにつぶやいた。

			「ねえ、ティナ。クルリナ姉様は元気？　一三年前に里を出てから一度も連絡がなくて心配だったの」

			　その問いを聞いて、ティナは一瞬悲しげな顔を見せてから口を開く。

			「母様は四年前に死にました。流行病です」

			　クロエは絶句する。

			　それは親しい人が死んでいたこと、そしてその死因がやはり病気だということの二つだ。

			　さすがに、違う種類の病だろうが、何か思うところはあるのだろう。

			「……そうなんだ、クルリナ姉様の嘘つき。絶対幸せになるって言って里を出たのに。だから、止めなかったのに」

			　クロエの目から涙が流れた。

			　それを見て、彼女に対する警戒心が少し解けた。

			　ティナの母親のために泣いてくれる人が悪い人のわけがない。

			「ティナ、ティナは精霊の里を知っているのか？」

			「母様の話で聞いたことがあるぐらいで一度も行ったことがないです。でも、精霊の里のことを話すとき、いつも母様は楽しそうでした。すごく豊かな里で、たくさんの果物が実っていて、みんなが笑顔でお腹いっぱいだって」

			「そうか、それなのに里を飛び出したのか」

			　ティナの話では、彼女の母親は人間であるティナの父親と一緒になるために、人との交わりが禁止されている精霊の里を出たらしい。

			　きっと、初めて外に出たティナの母親にとって、その生活は苦難の連続だったのだろう。

			　エルフのクロエは顔をしかめる。

			「クルリナ姉様はバカだ。里を出なかったら、今も里で幸せに暮らせてたのに。外になんて出るから不幸になったんだ」

			　その言葉を聞いたティナは首を振る。

			「その言葉を取り下げてください。母様は里にいたころは楽しかったし、里を出てから苦労はたくさんしたけど、父様と私がいる今のほうが幸せだって言ってました。死ぬ直前でも」

			　真っ直ぐなティナの視線がクロエを貫く。

			「そうなんだ、ごめん、ティナ。そっか、そうだったんだ」

			　どこか安(あん)堵(ど)したような、悔しそうな不思議な表情でクロエは言葉を絞り出す。

			　少し変な空気になったが話を進めないといけない。

			「クロエ、残念だけど……この村には精霊の里を救える薬なんてものは存在しない」

			「そう、そうだよね。そんな都合のいいものないよね」

			　クロエは半ば覚悟をしていたのだろう、唇を噛み締めながら俺の言葉を受け入れた。

			「ここから先のことだけどね。選択肢は二つ。一つは精霊の里に戻ること。もう一つは、ここから馬車で丸一日走ったところにある、この村よりもずっと大きな人の街に行くこと」

			　クロエの顔が少し明るくなる。

			　もしかしたら、もっと大きな街になら助けてくれる人がいると思っているのかもしれない。

			「でも、正直人の街に行くことはおすすめできない。おそらく、その断片的な情報だけで精霊の里の流行病を突き止めて、特効薬なんて出せる医者は大きな街にもいない。……そして、仮にいたとしても、クロエは世間知らずすぎる。たどり着くまでに誰かに騙されて食い物にされる。人間のほとんどは優しくないよ」

			　世間知らずな美少女エルフが大きな街で自分の弱みを見せながら動き回るなんて、自殺行為もいいところだ。

			「そんな、やっぱり、駄目なんだ。どうしようもないんだ」

			　たしかに、どうしようもない。

			　だが、俺なら救えるかもしれない。

			「ティナ、一つ聞きたいことがある。おまえは自分の母親が生まれた里をどう思う？　母親を掟で追い出した里が憎いか？」

			　ティナの母親は、もし里で暮らすことを許されていれば死なずに済んだかもしれない。

			　恨んでいても不思議じゃない。

			「ううん、そんなこと思ってないです。母様は里を出たあとも里が好きだったから……だから、私は母様が好きだった場所がなくなってほしくないです」

			　そうか、ならやることは決まった。

			「クロエ、話に聞いただけなら無理だが、直接患者を診れば、救えるかもしれない」

			「それはほんとなの!?」

			「かもしれない、だけだ。診てどうしようもないという判断になるかもしれない。ただ、診ないと始まらない。俺に賭けてくれるなら、精霊の里に行くよ」

			　この村で唯一の医者として、かなりの知識をつけることができたし、実地経験もある。

			　それに万が一、医学でどうしようもないと判断をしたときには回復(ヒール)がある。

			　もちろん可能であれば、回復(ヒール)をひと目に晒(さら)したくない。医学でどうにかしたい。

			「それでも、ありがとう！　このままじゃ絶対に駄目だった。でも、駄目が絶対じゃなくなった」

			　俺の手を両手で包み、クロエはありがとうと繰り返した。

			　そんな俺に、さきほどまで黙っていたファルノが問いかけてくる。

			「精霊の里に行くのは、ティナさんのためですの？　仮にも一つの領地を持つ人間が、私情で長期間領地を留守にするのは問題がありますわ。そして、あなた自身が感染する可能性もあります。あなたが死ねば、この領地がどうなるか。そのことに考えが至らないわけではありませんよね？　長として、あまりにも軽率ではありませんか？」

			　ファルノの言葉はきついようだが、至極当然だ。

			「ちゃんと、利益になるよ。エルフの育てた果物に興味がある。エルフが育てる作物は、天上の味だって物語で聞くぐらいだからね。安定して仕入れられると強い武器になるよ。お菓子を武器に発展しようとしているアルノルトはとくにね。そのためなら、命をかける価値がある。それに理由は言えないが、俺とティナは絶対に病気になることはないし、感染した病をもって帰ることもありえない」

			　俺がそう言うと、くすくすとファルノが笑った。

			「こういうときまでお菓子ですの？　でも、すごくクルト様らしいですわ。そして、あなたの秘密。気になりますが、それはいつかの楽しみにとっておきます」

			　半ば強引な理由づけだが、嘘ではない。

			　美味しいお菓子を作るためなら、なんだって俺はできる。

			「みんな、俺は精霊の里を救いに行くことに決めた。ティナは俺の助手として一緒に来てほしい」

			　俺がそう言うと、ティナは力強く頷き、ファルノは頬を膨らませた。

			「私も行きますわ」

			「それは駄目だ。流行病が蔓(まん)延(えん)している里らしいからね。ファルノをそんなものに感染させたら、俺が処罰されるだけじゃすまない。さっき言ったとおり、俺とティナはその心配はないが、ファルノはそうじゃない。連れていけないよ」

			　ファルノが感染しても、俺の回復(ヒール)で癒すこと自体は可能だ。

			　だが、そんな場所に連れて行ったと彼女の父親に知られた時点でまずい。

			「でも、クルト様がその病気を解決できれば、大丈夫ですわ」

			「それは、できるかどうかわからないからね……。悪いが、留守番を頼む。ファルノが残ってくれると心強い」

			「……わかりましたわ。ご武運を」

			　そこまで言うと、ようやくファルノは頷いた。

			「ヨハン、俺とティナの留守中、ハチの世話とラズベリーの世話は全部おまえが取り仕切ること。できるな？」

			　俺たちを取り囲んでいた子供たちの中から、ヨハンが一歩前に出てきた。

			　ヨハンなら子供たちをうまくまとめてくれるだろう。

			「おう、任せとけ、クルトの兄貴！」

			「任せた。あと、ファルノ。俺が不在にすることをソルトに伝えておいてくれ。あいつなら、うまくまとめてくれる」

			「ええ、わかりましたわ」

			　ソルトは開拓村のリーダー格の大男で、非常に頼りになる。

			　これで俺の不在時でもなんとかなる。

			　あとは、精霊の里に行くだけだ。

			「クロエ、精霊の里への案内を頼む。俺とティナは一度家に戻って旅支度を整える。そしたらすぐに出発しよう。体調に不安があるなら、一晩休むが」

			「大丈夫だよ！　すぐに行ける！　エルフは身体が丈夫なんだ！」

			　倒れたばかりだというのに元気なことだ。

			　これなら心配することもないだろう。

			　そうして、俺とティナの精霊の里への出発が決まった。

		

	
		
			　

			第20話　ピナルの実

			　

			　精霊の里に向かうと決め、一度家に戻り素早く身支度を整えた俺とティナは、即座に開拓村を出発した。

			　道案内を兼ねて、金髪碧眼のエルフのクロエが先導する。

			　馬車は使わない。

			　精霊の里は俺たちが現在開拓している森のずっと奥にあるらしく、まともな道がない。

			　魔力で身体能力を強化できる俺とティナなら走ったほうが速い。

			「もう少しペースを落とす？　クルトもティナもついてこれる？」

			　先頭を走るクロエが問いかけてくる。

			「俺は大丈夫。ティナも大丈夫か？」

			「はい、クルト様の後ろにいるおかげで楽ができてますから」

			　ティナが明るい声音で返答する。

			　ティナはさきほどからぴたりと俺の背中に張り付いている。

			　速度が増すと空気抵抗は殊の外大きくなる。例えば時速四〇キロだと空気抵抗に対抗するために運動エネルギーの半分を消費するほどだ。

			　ティナは俺を風よけにすることで体力の消耗を抑えていた。

			「クロエこそ大丈夫か？　空腹で倒れたばかりだから心配なんだが」

			「心配ありがとう。でも、大丈夫。ティナの作ってくれたミルク粥(がゆ)が美味しかったし、それにエルフは森だと元気になるんだ」

			　俺は苦笑する。

			　その足取りを見ていると強がりでないことはわかる。

			　エルフはほぼ例外なく魔力持ちで、魔力に慣れ親しんでいるらしい。

			　実際、その魔力運用は神がかっており、あれなら消耗は少ないだろう。

			　三人で、森の中を駆け抜ける。

			　エルフほどではないが、俺もティナも森には慣れ親しんでおり、多少は疲れるが問題ない。

			　もし、ファルノを連れてきていたら大幅に遅れていただろう。

			　しばらく走っていると、クロエが背(はい)嚢(のう)から、まるい薄紅色の果実を取り出して投げてきた。

			「疲れてきたでしょ。栄養と水分補給。これを食べると疲れが吹き飛ぶよ」

			　俺は受け取った果実をティナに渡す。すると、もう一つクロエが投げてきた。

			　クロエが美味しそうに果実にかぶりつく。

			　甘い香りが漂う果物はどう見てもモモだった。

			「ありがたくいただくよ。食糧を持ってたのにどうして生き倒れたんだ？」

			「これは、お薬と交換するために持ってきたものだからね。精霊の里で人間が喜びそうなの、このピナルの実しか思い浮かばなくて。何度か食べようかと思ったけど、どうしても手を付けられなかったんだ。わたしが食べた分、みんなを助けられる薬が減るって考えたら怖くて」

			　クロエは複雑な笑みを浮かべる。

			　そういう事情か。

			　この子は少し抜けているが、いい子なのは間違いないだろう。

			　俺はモモにしか見えないピナルの実にかぶりつく。あまりにも甘くいい香りで我慢の限界だった。

			　口のなかに甘酸っぱい味が広がる。

			　歯ごたえも心地いい。むっちりとしてしっかり歯を押し返し……あるところでぷつんと切れ、果汁があふれだす。

			　疲れた体にピナルの実の味が染み渡った。

			　懐かしい味だ。前世の実家で育てていたモモの品種、数あるモモの中でも最高級と言われる白鳳によく似た味。

			　果肉は緻(ち)密(みつ)で果汁がとても多い。甘みが強く、酸味は控えめ。食べたときに果汁がぼたぼたと滴る勢いだ。

			　これなら、俺の得意菓子が作れるかもしれない。

			　前世での海外留学中、いくつかのコンクールで賞を受賞した俺の得意菓子は、故郷山梨の果実を使った洋菓子だ。

			　このピナルの実があれば、それを再現できる。

			「どう、美味しい？」

			　クロエが自信ありげに振り向き問いかける。

			「最高の果物だ。この世界でこれほど美味しい果物は食べたことがないよ」

			　少し、言い返したくなったが、これほど素晴らしい果実を食べれば素直に認めるしかない。

			　振り向くとティナも果汁で口をべとべとにして、それでも飽きたらずに手についた果汁を舐めている。ずいぶんと気に入ったようだ。

			　俺の視線に気付いたティナは顔を真っ赤にして手を後ろに隠した。

			　ただの素材でそこまで喜ばれるとお菓子職人としての立場がない。

			　今度、このピナルの実を使って生よりもうまいお菓子を作ろうと内心で誓う。

			「このピナル、わたしが育ててるんだ」

			　クロエは得意気に胸を張る。

			　エルフの作る果実が素晴らしいというのは物語で読んで知っていたが、これほどとは思わなかった。

			　なにせ、地球の果物は何十年もの間、品種改良を積み重ね、どんどん美味しくしてきた芸術品だ。

			　それに比べると、こっちの世界の果物はどれも物足りなさがあった。

			　だが、クロエが渡してくれたピナルの実はその旨さに匹敵する。

			　この果実を得るためなら、俺はなんでもできる。

			「クロエが作ったんだね。それはすごい。他にも美味しい果物があるのか？」

			「うん、あるよ。たくさんとれるのはパプルかな」

			「どんな果物だ」

			「えっとね、紫色の皮に包まれた小さな実がいっぱいくっついてるの。皮を剥くと緑色の実が出てくる」

			　それはどう聞いてもブドウだ。

			　モモとブドウ。

			　山梨県民だった俺にとっては両方ともソウルフードみたいなものだ。期待がさらに湧き上がる。

			「クロエ、もし俺が流行病を解決できたら、精霊の里で採れた果物の十分の一を毎年贈ってくれないか？」

			　とりえあず、条件をふっかける。

			　断られるのを前提の条件だ。

			　できれば継続的に恩恵を得られるのがいい。ただ、さすがに収穫量の十分の一はぼりすぎだろう。

			「うん、いいよ。そんなのでいいんだ！　最終的には長が決めるけど、ぜんぜん問題ないよ」

			「……ちょっと待て。わりとすごいこと言ったと思うよ」

			「そうかな？　いつも精霊の里じゃ食べきれずに三割ぐらい肥料にしてるし。一割ぐらいならぜんぜん。むしろ助かるぐらい」

			　あっけらかんとクロエは告げる。

			　こんな素晴らしい果実を三割も肥料にしているだと!?

			　なんてもったいない。

			　そして、失敗したと気付いた。

			　そうと知っていれば、初めから三割を要求していたのに。

			　そんなことを考えながら精霊の里への旅路を急ぐ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日が沈み始めてきたので野営をする。

			　クロエの話では明日の早朝出発すれば、夕方には着くらしい。

			　魔力持ちが二日かけて着く距離とはいえ、意外に近くて驚く。よく今まで気付かれなかったものだ。

			　未開拓の地だからだろう。数年経って開拓が進めば、どこかで気付いていたかもしれない。

			　焚き火を起こして湯を沸かす。

			　いかに森に慣れた俺たちでも、夜の森は怖い。それに魔力もかなり消費し、体力も心もとない。今はしっかりと休んで回復するべきだ。

			「便利だな、水の魔術」

			「私から見たら、土と火の魔術もすっごく便利だけど」

			　ティナの火の魔術で焚き火を起こし、俺の土魔術で即席の石の鍋を作って、そこにクロエの水魔術で水を注いだ。

			　火・土・水の属性魔術の使い手が揃うと大概のことはなんとかなる。

			「エルフって、水属性が多いのか？」

			「水と、風が半々って言ったところだね。逆にルナールはほとんどが火で、たまに土かな」

			「ルナール？」

			「精霊の里じゃキツネ耳の人たちのことをルナールって呼んでるんだ。ティナみたいな」

			　人間社会では、獣耳と獣尻尾(しつぽ)が生えている人種はまとめて獣人だ。

			　ルナールという呼び名は初めて聞いた。

			「エルフとルナール以外の人種もいるのか？」

			「うん、結構いるよ。うさぎ耳のバニファに、犬のコボル。人間以外のいろんな種族が集まったのが精霊の里なんだよ」

			「人間以外か……」

			「人間は他の種族の土地や命を奪うからね。一緒には暮らせない。そう、教えを受けてるの。クルリナ姉様が、生き倒れて看病してあげた人間と駆け落ちしてから余計に人間嫌いな人たちが増えたかも」

			　それはある意味、的を得ている。

			　人間はよくも悪くも貪欲だ。しかし、後半の言葉が気になる。

			「ティナの父親は精霊の里に行ったことがあるのか？」

			「うん、わたしが小さいころ、森で生き倒れていたのをクルリナ姉様が拾ってきた。わたしとクルリナ姉様に外のお話をいっぱいしてくれたから覚えてる。精霊の里のことが外に漏れないように殺そうって意見もあったけど、クルリナ姉様がかばって、里の存在を口外しないことを条件に怪我が治るまで里にいることを許されたんだ」

			　そういう事情か。

			　ティナの父親はいったいどんな仕事をしていたのだろう。

			　ティナは育ちがいい。それは言葉遣いや仕草を見ていればわかる。両親にそれなりの教養がないと、こうは育たない。

			「もしかして、俺が精霊の里に入るのも危なかったりする？」

			「普通ならね。でも、今は緊急事態だから。クルトの安全はわたしが保証するよ」

			　それなら安心だ。

			　一瞬、始末されるのではないかと懸念していた。

			「むしろ、危ないのはクルトよりティナかも」

			「へっ？」

			　焚き火にあたっていたティナが首を傾げる。

			「私が危ないんですか？　もしかして人とのハーフだから？」

			「それは問題ない。ハーフの場合、どっちかの特徴しか受け継がないから、ティナは完全なルナールだよ。でも、ティナはクルリナ姉様の娘だから、あの人が……」

			　そこまで言いかけてやめた。
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			「気になるから続きを言ってほしいんだけど」

			「まっ、まあ、その、なるようになるよ」

			　クロエがぼかす。

			　だいたい想像はつく。おそらく、ティナの親族絡みだろう。

			　もしかしたらティナをこのまま里に引き留めようとするかもしれない。

			「クルト様」

			　ティナが俺の顔を見上げ、服の裾をぎゅっと掴む。

			「大丈夫だよ」

			　俺はティナの頭を撫で、彼女のやわらかい髪とキツネ耳の感触を楽しむ。

			　そのときが来れば、そのときだ。

			　ティナが俺を選んでくれればなんとしてでも連れ戻すし、もし、彼女が求めるなら、仲間がたくさんいて親族がいる精霊の里に送り出そう。

			　ティナのことは好きだし、離れるのは寂しい。

			　だけど、ティナの気持ちを無視するつもりはない。

			　それに、精霊の里を選んだとしても、いつでも会えるのだから。

			　そうして、夜が更けていった。

			　いよいよ明日、精霊の里にたどり着く。

			　新たな果物との出会い、病気との闘い、ティナの親族との出会い。

			　さまざまなものが待ち受けている精霊の里に。

		

	
		
			　

			第21話　葛と出会いと

			　

			　早朝から俺たちは出発した。

			　朝食はピナルの実を食べた。あれを食べると元気が出る。

			　一度、昼食を挟み、今度は俺のお手製のインスタントスープの素をお湯に溶かしたものと、乾パンをゆでたものを振る舞った。クロエにはなかなか好評だった。

			　インスタントスープの素は出汁をイノシシの脂で固めたブロック状のものだ。

			　最近、戦争などに備えて、保存食の需要が高まる傾向がエクラバであった。お菓子と一緒にこういうものも商品にならないか検討し作ってあった。　

			　そして、クロエの言ったとおり夕方になる前に目的地に着いた。

			「ここが精霊の里か」

			　精霊の里は森の奥深くの開けた場所にあった。

			　木の柵に囲まれて、木造の家が並ぶ。そして、村の側にはいくつもの果樹園があった。

			　特徴的なのは、見事な水路に清流が流れており、水路の周りには葉っぱの大きな青々とした草が生い茂っている点だろう。

			　その草はつるを伸ばし、周囲の柵や木に巻き付き、甘い匂いが漂う薄モモ色の花を咲かせている。

			　もしかして……淡い期待をこめて手にとってみる。

			「やっぱり葛(くず)か、こんなものまで育ててるんだな。それによく育ってる。よほどいい水がないとこうはならない」

			　立派な葛だ。

			　葛はお菓子とは切っても切り離せない関係だ。

			　和菓子の材料としては古来から有名だが、最近になってその素晴らしさが認知され、洋菓子でも使用されている。

			　寒天やゼラチンは「固まる」「固まらない」の２択だが、葛粉は葛粉と水のバランスによって微妙に固さを変化させていくことができる。水餅やゴマ豆腐のような、もちもちした食感から、ゼリーのように柔らかく滑らかな食感まで自由自在。それに味が濁らない。

			　さらに、ケーキを作るときに小麦粉の代わりに使うこともできる。これを使うと非常に面白い食感になるのだ。

			「うん？　あの雑草のこと？　たまに水路の水がせき止められるから、定期的に抜いてるんだ。綺麗な花で、いい匂いがするけど、基本的に邪魔で勝手に生えてくるから困ってるんだよ」

			　しかし、俺のはしゃぎようとは対照的に、エルフのクロエは不思議そうに首を傾げる。

			「葛が邪魔だと!?」

			　葛は食用のほかにも、薬にも、そして馬やヤギの餌にもなる非常に有用な植物だ。

			　アルノルト領に持ち帰って育てたいぐらいだというのに。

			　……いや、無理か。あれを育てるには大量の水がいる。アルノルトでは枯らすのがおちだ。

			「人間って変わってるね。あんなのをほしがるなんて、好きなだけ引き抜いて持って帰っていいよ」

			「それはありがたいな」

			　あれだけ立派な葛だと、根からいい葛粉ができるだろう。ここで葛粉を大量に作ってから持って帰ろう。生のままだとかさばって仕方ない。

			「じゃあ、今からコルトおじさ……ごほんっ、長のところに連れていくよ。少し気難しい人だから注意してね」

			　そうして、俺たちはクロエについて里の中に入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クロエ、無事だったのか！」

			「人間の村に行くなんて言うから、心配してたのよ」

			　クロエが里の中に入ると、エルフやさまざまな獣人たちが次々に声をかけてくる。

			　彼女はかなり人気者らしい。

			「みんな心配かけてごめんね。でも、その甲斐あって人間のお医者様を連れてこれたから」

			　彼女がそう言うと、俺のほうに視線が集まる。

			　あまりに注目されすぎて居心地が悪い。

			「医者としてきた、クルトだ。しばらく厄介になる」

			　そう挨拶するが、どこか距離を感じる。

			　おそらく、人間はあまり歓迎されていないのだろう。

			　事前に聞かされていたのであまり落胆はしない。

			「みんな、せっかく来てくれた人間のお医者さんなんだから、そんな顔しないで」

			　クロエが必死に取り繕うが周りの反応は変わらない。

			「でも、クロエ、人間だろ？」

			「人間に関わっちゃいけないって長老が」

			「今だって里の祈(き)祷(とう)師たちが病気の回復を祈ってるから、そっちを待ったほうが……」

			　口々に精霊の里の民は反論を述べる。

			　そんな人たちを見てクロエは怒気を孕(はら)んだ声をあげる。

			「何を言ってるの！　わたしたちでどうしようもないなら、人間に頼るしかないじゃない。それに呪いじゃないよ。病気だよ。祈ってもなんにも変わらないよ！　そんなことする暇があるなら、元気が出る食べ物をつくったり、病気の人を励まそうよ」

			　しごくもっともなことを言うが、その言葉は伝わらない。

			　俺はクロエの肩をぽんっと叩く。

			「俺は気にしてないからいいよ。それより、早く長のところに行こうか」

			「ごめん、せっかく来てくれたのに」

			「だいたい予想どおりだから、いいさ」

			　そうして、遠巻きな視線を受けながら俺たちは歩く。

			　気になるのは、俺とは違った種類の視線をティナが浴び続けていることだ。

			　村人たちの視線には、驚きや懐かしさや喜びが入り混じっている。

			　彼らはティナに声をかけたそうにしているが、ティナが俺の後ろで身を小さくし、服の裾を握っていることから躊(ちゆう)躇(ちよ)している。

			　いったい、ティナの母親はこの里でどのような存在だったのだろうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村の中で、一際大きな木造の建物に案内された。

			　どうやら、ここが長の住まいらしい。

			「コルトおじさ……ごほんっ、長はここに住んでるんだ。ちょっと待っててね」

			　クロエがとんとんと扉を叩く。

			　すると、扉が開いた。そこにはエルフの女性がいた。年頃は二十代半ばに見える。

			「クロエ、戻ってきていたのね!?」

			「ファリナさん。長に会わせたい人が二人いるの。呼んでもらっていいかな」

			「それは構わないけど――」

			　そう言いながらエルフの女性は俺を見て軽い悲鳴をあげる。

			　さらに、後ろのティナを見て目を見開く。

			　そして慌てて屋敷の中に戻っていった。

			　数十秒後、どたんどたんと、かなり勢いのいい足音が聞こえてくる。

			　現れたのは三十半ばに見える、銀色のキツネ耳の男性だ。

			　がっしりした体つきで、妙に貫禄がある。

			　ティナを見た瞬間、笑顔を浮かべ涙を流した。

			「クルリナ、帰ってきてくれたのか、クルリナ」

			　そして、ティナのほうに向かって突進してくる。

			　ティナは「ひっ」と短く言うと俺の背中に隠れた。

			　しかし、その男は止まらない。

			「寂しかった、寂しかったよ。ようやくパパのところに帰ってきてくれたんだね。里を出て辛かったんだろう。今はゆっくりとお休み」

			　ティナではなく、俺を抱きしめて号泣する。

			　かなり気持ち悪い。

			「よっぽど苦労したんだね、こんなに筋肉質になって……いや、いくらなんでも、これは」

			　しばらくしてようやく、抱きしめたのがティナではないことに気付いたらしい。

			「あの、初めまして。俺はクルト。クロエに呼ばれて来ました」

			　そう告げると、目の前の男が抱擁を解く。

			　そして、恐ろしく落胆した顔をしたあと、真顔になる。

			「これは失礼したな。人間……いや、クルト。話はあとだ。先に大事な用事がある」

			　てっきり逆ぎれすると思ったが、意外に目の前の男は冷静だ。

			　再びティナをロックオンする。

			「クルリナぁぁぁぁぁ」

			　そして再びの突進。

			　今度は、クロエが両手を広げてティナの前に立ちはだかる。

			「コルトおじさんストップ、この子、クルリナ姉様にそっくりだけど別人だよ」

			　それを聞いたコルトは急ブレーキをかける。

			　表情は凛(りん)としてるが、よほどショックだったのか銀色のキツネ耳がペタンと倒れている。

			　落ち込んだときのティナと同じで、少し笑みがこぼれそうになる。

			「だが、どう見ても」

			「彼女はティナ、クルリナ姉様の娘だよ」

			　クロエの言葉を聞いた瞬間、落胆したような、うれしいような、複雑な表情を浮かべる。

			「そうか、クルリナではないのか。だが、娘か。……もうそれだけの時間が経ったのだな」

			　吐き出した言葉は苦渋に満ちていた。

			　ここまでの流れで彼が何者かはわかった。

			　ティナと同じ銀色のキツネ耳。そしてクルリナに向ける愛情と帰ってきてくれたという言葉。

			　おそらく、彼はティナの祖父だ。

			　見た目は三十代半ばだが、獣人たちの見た目の年齢は当てにならない。

			　一五、一六までの成長は人間よりもかなり早く、その後は一気に成長が緩やかになる。寿命は人と変わらず、若々しいまま死ぬというのが獣人の特徴だ。実際、ティナの祖父は五〇近いのにかなり若々しい。

			「改めて自己紹介をさせていただきます。俺はクルト。クロエに乞われて、流行病を癒すために精霊の里にやってきた医者です。そしてこの子はティナ。俺の助手をしています」

			　状況が落ち着いたので自己紹介をする。

			　ティナの祖父であるコルトは深呼吸して気を落ち着かせてから口を開いた。

			「わしはコルト、精霊の里の長だ。わざわざ来てくれてありがとう。そして、孫を連れてきてくれたことを感謝する。少し中で話そう。いろいろと話を聞きたい」

			　そうして、俺たちは精霊の里の長にして、ティナの祖父の家に招かれた。

		

	
		
			　

			第22話　命とルールと

			　

			　ティナの祖父である銀色のキツネ耳を持つ男性、コルトの屋敷に案内される。

			　彼の屋敷はどこか日本、和をイメージさせる内装だ。

			　やはり人の町とは文化が違う。

			「ここが客間だ。くつろいでくれ」

			　机と椅子の文化ではないようで、畳のようなもののうえにコルトは正座する。その横にはエルフのクロエもいた。

			　それにならって、俺とティナも座る。

			　そこにさきほどのエルフの女性がお茶を持ってきてくれた。おそらくお手伝いさんなんだろう。

			　落ち着いたころを見計らってコルトが話を始めた。

			「まずはクルト、病気が蔓(まん)延(えん)していると聞いたにも拘らず、命がけで精霊の里に来てくれたことを感謝する」

			　コルトは頭を下げた。

			　少し驚く。

			　排他的な里だと聞いていたから、話も聞かずに出て行けと言われることを覚悟していた。

			「頭を上げてください。まだ、俺の力で治せるかはわからないので」

			「それでも、命がけで来てくれたことに感謝を伝えたい。そして、わしの孫を連れてきてくれたことについても感謝する」

			　コルトはティナを見つめる。

			　その目には、慈愛の感情が満ちていた。

			　ティナもそれに気付いたようで、少し警戒心を解いていた。

			　ティナが口を開く。

			「初めまして。私はティナです。その、あなたは、私のお爺様なんですか？」

			「ティナがクルリナの娘であれば、わしの孫だ」

			「……なら、私はあなたの孫です」

			「そうか、ティナ、会えてうれしい。本当によくクルリナに似ている」

			「私は母様と駆け落ちした父様の娘でもあります。嫌わないんですか？」

			　コルトは驚いた顔をする。そして、微笑んだ。

			「クルリナの娘を嫌ったりするものか。わしは今でもあの子を愛している。それにあの男にも悪感情はない。クルリナを連れて行ったことは根に持っているが、あの子が惚れたのも理解できる。奴はいい男だった」

			「なら、どうして精霊の里から追い出したんですか!?」

			　ティナが声を荒らげる。

			　彼女は戸惑っている。精霊の里の人たちは人間を毛嫌いして両親を追い出したと思っていた。しかし、目の前の男がそんな様子を見せないからだ。

			「それがこの里のルールだからだ。この里に人が暮らすことは許されない。そもそも、人間に住処を追われたり、食い物にされた者たちが集まり、作り上げた安住の地がここなのだ。人間に悪感情をもっている民も多い。長であるわしが率先してルールを破ることはできん」

			　その気持ちはわかる。

			　統治者がルールを守らなければ誰もついてこない。

			「だったら、結局、父様とのことを許せなかったってことじゃ……」

			　コルトは首を振り、諭すような口調になった。

			「許すも許さないもない。クルリナが選んだだけだ。人間とともに外で暮らすか、人間と別れてこの地に残るかを。クルリナは自分の意思で、里にいるよりも愛する人とともにあることを選んだ。わしはクルリナの意思を尊重したし、応援もした。それがクルリナの幸せにつながると思ったからだ。それに、いつでも戻ってきていいとも伝えた」

			　たんたんとコルトは告げる。

			　厳しいことを言っているようだが、理には適っている。

			「そんな……そんな」

			「わしもクルリナも納得済みの結論だった。おそらく、無理にこの里で人間とともに暮らそうとしても、クルリナも里の民も互いに不幸になっただろう」

			　ティナが黙り込む。

			　きっと頭では理解できても、心が納得できないのだろう。

			　そんなティナに、コルトが問いかける。

			「一つ、教えてほしい。クルリナは元気でやっているのか？」

			「母様は、父様と一緒に流行病で死にました」

			「そうか。里を出てからの生活が幸せであったのであれば救われるのだが――」

			「それは間違いないです」

			　コルトは一瞬、目元を隠した。

			　涙が一筋だけ流れる。だが、すぐに手を放し、その表情を平静としたものに変える。

			「ティナ、クルリナが死んで生活に不自由はないか？」

			「大丈夫です。クルト様に面倒を見ていただいています」

			　ティナがそういうと、コルトがこちらを見てくる。

			「俺は医者であると同時に、一つの領地を預かる貴族です。両親を失って路頭に迷っていたティナを使用人として雇いました。今では、ただの使用人という枠を超えて、助手として助けてもらっています」

			　孫の安否は気になるだろう。ありのままを正直に伝える。

			「クルトがティナを救ってくれたのか。重ね重ね感謝する。そして、ティナ。ティナが良ければ、精霊の里に……いや、忘れてほしい」

			　コルトが言葉を途中でとめた。

			　それはティナに悪感情があるわけではないのだろう。

			　病が蔓(まん)延(えん)しているこの里に帰ってくることがティナの幸せにならないからだ。

			　彼の目を見れば、それぐらいわかる。

			　しばらく、息苦しい沈黙があたりを包んだ。

			「わしの個人的な話をしてすまない。そろそろ本題に入ろうか。クルトは里を救うために来てくれた医者ということだが……申し訳ない。このまま帰ってくれないだろうか」

			　俺は息をのむ。

			　このタイミングでその言葉をぶつけられるとは思っていなかった。

			「ちょっ、コルトおじさん！　なんてこと言うの」

			「クロエ、これは長としての判断だ。黙っていろ」

			「でも！　せっかくみんなが助かるかもしれないのに！」

			「これ以上騒ぐようなら、この場から退場してもらう」

			　騒ぎたてるクロエをコルトが一(いつ)喝(かつ)する。まずい流れだ。

			「それは俺の力が信用できないからですか？」

			「違う、それ以前の問題だ。精霊の里は人と関わらずに生きていくと決めている。それだけのことだ。クルトが来てくれたことに感謝はするし、その勇気と優しさに報いるだけのものも出そう。だが、人間の力は借りない」

			　里の決まりか。

			　そういうルールだというのはわかる。

			　だが……。

			「その結論はあなた一人で出すものではないと俺は考えます」

			　俺は、自然と反論を口にしていた。

			「わしは長だ。この里の方針を決める権利がある」

			「たしかにそうでしょう。ですが、今は緊急事態です。クルリナは幸せになるために人間とともに里を出るか、一人で里に残るかを決めることができた。なぜ、その選択を里の者にさせてやらないのでしょうか」

			　半ば言いがかりのような言葉。

			　だが、その言葉が間違っているとは思わない。

			「クルト、わかるように言ってほしい」

			「里には人間に頼らないルールがあるというのは理解しました。ですが、病気で苦しんでいる人に問いかけてやる必要があるのではないですか？　このまま人間の力を借りずに死んでいくか。人間の力で命を救われる代わりに、この里を出るか」

			　極論を言えばこうなる。

			　死ぬか、里のルールを破ったことで追放されるか。

			　死にたい奴は死ねばいい。だが、死にたくないと願う人々を見殺しにする理由もない。

			　もし俺ならば、助かる道を選ぶだろう。

			「クルトの言うことも一理あるな。だが仮にこの里を出てどうなる。里の外のことを何も知らない者たちばかりだぞ」

			「俺の領地で面倒を見てもいいです。幸いなことに俺の領地は未だに人手不足だ。そして、ティナという前例がいる。人間以外も迎え入れる土壌があります」

			「人間は、我々を食い物にする」

			「ティナを見ても、俺がそういう人間だと思いますか？」

			　ティナがぎゅっと俺の裾を掴んだ。

			　彼女が俺を信頼していることは、たぶんコルトにも伝わっている。

			「……まったく、口がたつ男だ。だが、正論だ。そうだな。生きたい者もいるだろう」

			　コルトは苦笑し、そして俺の目を真っ直ぐに見つめて口を開く。

			「対価に何を求める。クルトもただ働きをするつもりはないのだろう？」

			　直接、そこに来たか。だが、まあいい。

			「もともとはこの里を救えば、この里でとれるピナルの実とパプルの一割を毎年受け取りたいと考えておりました」

			「そんなものでいいのか？」

			　きょとんとした顔で、コルトが問いかけてきた。

			「クロエに食べさせてもらったピナルの実は大変素晴らしいものでした。病を癒す対価としては十分なほどに」

			「ずいぶんと良心的なのだな。人間はもっと貪欲だと思っていた」

			「十分、貪欲ですよ。俺の夢のためには絶対に必要なものです」

			　クロエの言っていたとおり、豊かな精霊の里では、この程度痛くもかゆくもないのか。

			　交易先もなければ、食べきれずに捨てるしかないのだろう。

			　しかし、アルノルトにとっては捨てるしかない果実も宝石以上の価値がある。ここのピナルの実があれば、お菓子の輸出で間違いなく大儲けできる。

			「ですが状況が変わりました。里全体に対してではそれでよかったのですが、各個人ごとに救済を行うのであれば、ピナルとパプルの苗木。そして、この里を追い出されたものたちが俺の領地に来てくれること。それで手を打ちます。俺の村で果物を育ててもらうつもりです」

			　収穫までに時間はかかるが、将来の収穫と労働力が手に入るのは、けっして悪い条件じゃない。

			「報酬はなんら問題ない。だが、里の者を連れだしていいかは即答しかねるな。そもそも、病気が治せる前提の話だ。まず、実際に病人を診て、対処できるものかを判断してから続きを話そう。二階に病人がいる」

			　コルトは立ち上がり俺たちについてこいと合図を送る。

			　おそらく、病人のもとに連れていくつもりだろう。

			「ティナとクロエはここで待っていてくれ。病気に感染する可能性をいたずらに増やすのはよくない」

			　病人と会う以上、感染の危険性がある。

			　危険に身をさらすのは俺だけでいいだろう。

			「ううん、わたしもついていく。だって、今苦しんでいるのはわたしのお母さんだもん！　ずっと一緒にいたから、今更だよ！」

			「わかった。クロエはついてきてくれ」

			　そうして、ティナを残して三人で患者のもとに向かった。

			　言葉にしなかったが、一つ悪い予感があった。

			　その予感があたっていれば、今対処を行ったところで、この里はすぐに滅びてしまうだろう。

			　俺は予感が外れることを祈りながら立ち上がった。

		

	
		
			　

			第23話　この人を死なせたくないと思ったんだ

			　

			　屋敷の二階にある寝室に案内された。

			　そこでは一人の美しいエルフの女性がベッドに横たわっていた。

			　そんな女性を銀色のキツネ耳をもった壮年の男、コルトが痛ましそうな目で見下ろし、口を開く。

			「彼女はクロエの母親でわしの妹だ。二週間ほど前から倦怠感を訴え、食欲もなく、血が混じるほどにひどくせき込んでいる。何より凄まじい量の汗をかく」

			　コルトとこのエルフの女性のように違う種族の兄妹というのはこの世界では珍しくない。

			　異種族間の子供は、どちらかの両親の種族の特徴をそのまま受け継いで生まれてくるからだ。

			「症状を教えていただき、ありがとうございます。では、診察しましょう」

			　俺はクロエの母親の額に手を当て、回復(ヒール)の前段階の術式を起動する。

			　回復(ヒール)は、対象を癒すための前段階として、対象のすべてを教えてくれる。

			　そして、わかったのは感染症を患っていること。

			　しかも人がけっして抗体を持ちえない類の細菌に感染していた。

			　肺がやられている。自然治癒は絶望的。おそらく一月持たずに息絶える。

			　さらにこの細菌は空気感染するものだった。

			　この感染症を通常の手段で治すことはほぼ不可能。肺結核に酷似したきわめて困難な病。

			　肺結核は地球ではつい最近まで不治の病と言われていた。この世界の医療ではどうしようもない。

			　だが、俺なら回復(ヒール)で癒せる。

			「病気の正体がわかりました」

			「額に手を当てただけでわかるというのか」

			「ええ、俺は魔力持ちです。人を癒す魔法を使えますから」

			　俺の言葉を聞いて、コルトは絶句する。

			　なぜなら、魔力持ちであることは普通、極力隠すものだからだ。

			　その希少性ゆえに人に知られることには危険が付きまとう。

			　ましてや、俺の回復(ヒール)は非常に強力かつ利用価値が高い。人に話していい類のものではない。

			「それを話していいのか」

			「ええ、そうするしかないからです。この病は洒落になってない。ためらっている時間も、なりふり構っている余裕もありません。このままでは里が滅びます。それに俺はあなたのことを信じられると思っているので」

			　ティナの母親も、ティナのことも、二人ともを愛しているコルトだからこそ、俺は信じて秘密を話した。

			「悪いことをしてしまったようだ。クルトにそこまでさせる病気の正体はなんだ。もう少し詳しく教えてくれないか」

			　コルトの手が震えている。現実を突きつけられるのが怖いのだろう。

			「まず、この病はけっして自然治癒はしません。とある細菌……病気の元が肺に住み着き、我々の体はその病気の元に抵抗するすべがありません。そして、病気の元を殺す薬もこの世に存在しない。病気の元は増え続け、どんどん病は深刻になり、死に至る。繰り返しますが、自然治癒はありえません」

			　その事実を告げられて、コルトの顔が苦痛に歪む。

			　いつか病が癒えることを期待していたのだろう。

			「続きがあります」

			「これ以上、悪い話があるのか」

			「ええ、この病にかかった病人の中で増えた病気の元は、咳によって空気にのります。そしてその空気を吸った者の中で、さらに病気の元が増えます。今、無事な人も、やがて一定以上、病気の元が体内に増えれば発症します。そして、病気の元をまき散らす」

			　このままでは病が広がり続けることは必至だろう。

			　俺の村にクロエが来たとき、病気を運んできていないかをチェックしたが、彼女はまだ無事だった。だが、今発症していない里の民たちがやがて倒れるのも時間の問題だろう。

			「……恐ろしいことを言うのだな。それではまるで」

			「一度病気にかかった者はけっして癒えずに、病気にかかる人は増え続けます。それも時間が経つほど、増える勢いが増すでしょう」

			　一切の配慮を取り除き、ただ事実を伝える。

			　ここで躊(ちゆう)躇(ちよ)していれば被害は増える。

			「それが本当なら……もう、この里は終わりだ」

			「もし俺を頼ってくれるなら、すべての病人を魔法で治せます。今発症していない人たちも含めて、全員魔法で治療しましょう。付け加えるなら、一度治療したところで再発の恐れがある。だから、定期的に検診に来ましょう」

			　それが、俺が出した答えだ。こうすればすべてが解決する。

			　コルトの返事がないので、言葉を続ける。

			「俺の力に頼らずにこの里を救おうと思うなら、今すぐ病を発症した者、全員を隔離するべきです。病人の近くにいるだけで被害が増える。いや、殺してしまったほうがいい。どうせ、死ぬまで苦しむだけです。今後、病を発症した人もそうする必要があります。……そうして片っ端から病を患った人を隔離すれば、やがて被害が収まるでしょう」

			　あまりにも非人道的な行い。

			　だが、それが必要な状況だ。

			「……大事な里の仲間を隔離なんてできん。ましてや殺すなど」

			「なら、俺を頼ってください。癒して見せましょう」

			「人間の力を借りることもできない」

			「なら、里が滅びる。それだけです」

			　コルトが黙り込む。

			　彼は必死に頭を回転させる。長としての責務と良心が激しくせめぎあっている。

			「話を戻しましょう。病にかかり、助かりたい人だけを助け、里を追い出すのであれば俺の領地で面倒を見ます。それを実行したほうがいいと思います。これで里を追放されても生きたいという人は助かるでしょう……ですが、一人でも病人がこの里に残っていれば、やがて里の者、全員が死にます。そのことを理解した上で、長としての決断をお願いします」

			　俺は彼を突き放した。

			　彼の言ったとおり、ここは精霊の里で、俺は部外者だ。

			　ティナのために、この里を救いたいとは思う。

			　全力で力を貸す。状況が状況だ、もはや回復(ヒール)を隠そうなんて思わない。

			　そうだとしても結局は、コルトの決定しだいでは何もできない。

			　じっと、俺たちの会話を聞いていたクロエが俺の前に立った。

			　そして、コルトをにらみつける。

			「何を迷ってるの、コルトおじさん！」

			「……クロエ」

			「助けてもらおうよ。里の掟って命より大事なことなの!?　わたしはそんなものより、みんなの命が大事だよ。コルトおじさんが結論を出さないなら、わたしが病気のみんなを一人ひとり説得して回るよ。それで、母さんと、病気を治してもらったみんなと、生き残りたい人たちを連れて、クルトの村に行く！」

			　少し、驚いた。

			　クロエは冷静だ。冷静に母だけではなく多くの人を救うための方法を考え出した。

			　現状、もっとも多くの人を救うための方法だろう。

			「わしは……、わしは……。決めたぞ。クルト、これを受け取ってくれ」

			　コルトは俺の手のひらに何かを握らせた。

			　手のひらを開くと、そこにあったのは美しい翡(ひ)翠(すい)色の宝石だった。

			「翡(ひ)翠(すい)の宝玉と呼ばれている。死んだエルフの心臓は宝石になる。母の形見だ。エルフには、死に際に大事な人に翡(ひ)翠(すい)の宝玉を渡す風習がある。かつて人間は、それを求めてエルフを狩っていた。美しいだけではなく、魔力を高める効果がある」

			「翡(ひ)翠(すい)の宝玉のことは知っています。もっとも、おとぎ話の中でだけですが」

			　手のひらの宝石から魔力を感じる。

			　魂ごと吸い込まれそうなほど透き通り、魅力的な翡(ひ)翠(すい)色。

			　おそらく、この宝石一つでアルノルトの領地すべてよりも価値がある。

			「それをクルトにプレゼントしよう。治療費の前払いだ。クロエのことを助けてやってくれないか？　まずは、妹を癒してほしい」

			　こんなものをもらっておいて断る理由がない。

			　それより気になったのが……。

			「これの材料がエルフの心臓だと言ってしまって、よかったのですか？　もし、俺が欲に駆られれば」

			「人間をたくさん引き連れて、この里を襲いに来る、だろう？　クルトはそんなことはしない。自分の魔法を明かしてくれたことに対する返礼だ」

			　薄くコルトが笑った。

			　そこまで言われたら絶対に裏切れない。

			　翡(ひ)翠(すい)の宝玉を握りしめる。自然に魔力が高まる。

			「では、癒します……【回復(ヒール)】」

			　俺の魔法が発動する。

			　あたたかな光がエルフの女性を包み、そして病が癒えた。

			　苦しそうな寝顔が穏やかになり、呼吸が安定し汗が引いていく。

			　クロエが笑顔を浮かべて膝をつき、エルフの女性の手を両手で握った。

			「コルトおじさん、母さんが、母さんが、楽そうだよ。こんな安らかな顔、病気になってから初めてよ」

			「そうだな。なんて凄まじい力だ。こんな短期間で癒してしまうなんて」

			　驚くのも無理はない。

			　俺の【回復(ヒール)】はそれほどまでに異常な力だからだ。

			「クロエ、クルト。わしは決めたよ。救える者だけを救ってほしい。本当を言うと、こんな事態だ。ルールを捻じ曲げて、全員を癒してほしい。だが、必ず人間を拒絶する民は現れる。その心を変えることはできない。そして、クルトの話では一人でも病にかかった人間がいれば、病はいくらでも広がっていくのだろう？　ならば完全に手詰まりだ。せめて、外で生きられる者だけでも助けてやってほしい」

			　コルトは覚悟を決めた者、特有の目をしていた。

			　それはあまりにも悲しい覚悟だ。

			「あなたはどうするつもりですか？」

			「わしは、この里の最後を見届ける。長としてな。最後まで一人でも多く救えるようにあがいてやる。なんとか、クルトの言った隔離も、穏便な形で実行してみせるさ」

			　俺は考える。

			　もし自分が領主になり、やがてアルノルトの崩壊が避けられない状況になったとしたら、ここまで冷静でいられるだろうか。

			　そして、自分が死ぬ直前まで、民のことを考えていられるだろうか。

			　コルトは自分の命のことだけを考えるならクロエと共に俺の領地にくればいいとわかっているはずだ。

			　それでも一人でも多くの民を救うと決めた。

			　こんな男になりたいと思った。

			　だからこそ、死なせたくない。

			　なら、行動に移せ。【回復(ヒール)】なんて便利な力だけじゃない。クルト・アルノルトのすべての力を絞り出すんだ。

			「お断りします。こんな石ころ一つで、面倒を見切れない」

			「ふむ、そうか。いいだろう、わしが用意できるものなら、なんでも用意しよう。この里中の翡(ひ)翠(すい)の宝玉を集めてもいい」

			　どこか、失望したような目でコルトは俺を見る。

			　彼の目が言っている、所詮こいつも欲にかられた人間だったと。

			「俺がほしいのは最高の果物だ。この里がなくなっては困る」

			　しかし、次の一言で失望は驚きに変わる。

			「翡(ひ)翠(すい)の宝玉より、果物だと？」

			「ええ、俺は医者であり、領主であり、菓子職人(パテイシエ)だ。どんな宝石よりもうまい果物のほうが輝いて見える」

			　そう言い切った俺を見て、コルトは笑った。

			「ははは、急に何を言い出すかと思えば。面白い男だな、クルトは」

			「笑いごとじゃない。俺は本気です。コルトさんは言いましたよね。『こんな事態だ。ルールを捻じ曲げて、全員を癒してほしい。だが、必ず人間を拒絶する民は現れる。その心を変えることはできない』。なら、俺がお菓子を作って、説得して見せますよ」

			「それは無理だ。クルトが思っている以上に、人間に対する拒否感が強い民が多い。たとえ、クルトが医者で病気を癒せるとわかっていても、説得なんて不可能だ」

			　たしかにそうだろう。

			　医者の言葉じゃ届かないかもしれない。

			　だけど、それでも。

			「俺は菓子職人(パテイシエ)です。美味しいお菓子に人種の壁はない。きっと心に届きます」

			　俺は、俺のプライドにかけて、俺のお菓子で頑なな心の壁をとり壊してやる。

			　そう、決意した。

		

	
		
			　

			第24話　葛粉と特別なお酒

			　

			　お菓子の力で精霊の里の民を説得すると大見得を切った俺は二つのことをコルトに頼んだ。

			　一つ目は、病を患った者以外の全員を集める場を用意してもらうこと。俺はそこでお菓子を振る舞う。

			　二つ目は、調理ができる部屋を一室貸してもらうことだ。

			　今日一日を準備に費やして、明日、説得とお菓子のお披露目を行う。

			　クロエの母親を癒したあと、少しだけみんなで作戦会議をした。

			　少し騙す形になるが、一人ひとりにお菓子を手渡すようにして、お菓子を手渡すタイミングでこっそり【回復(ヒール)】の魔法をかけることで、魔法の存在を隠しながら、まだ発症していない者たちを治療する。そしてみんながお菓子を食べ終わってから、お菓子が病に対する特効薬だとネタ晴らしする。

			　そのあと病人にも食べさせるように説得する、という手順を考えた。

			　これは、ティナのアイディアだ。こうすれば俺の魔法がばれずに済む。俺はもともとお菓子を披露することで信頼を得ることしか考えていなかった。

			　だが、いい案だ。幸い精霊の里の人口は二百人にも満たないので十分実現可能だ。

			　あとは、誰もが手に取り、病人でも美味しく食べられるお菓子を作るだけ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クルト様、いつでもいいですよ！」

			「ああ、行こうか。ティナ」

			　泊まる部屋に案内してもらったあと、荷物を下ろし、外に出る。

			　明日振る舞うお菓子の材料を確保するためだ。

			　今回の主役は、モモのようなピナルの実。そしてもう一つは……

			「クルト様、たくさん生えてますね。取り放題ですよ」

			「だね、一気に行こうか」

			　そう、水路のそばに生い茂っている葛(くず)だ。

			　葛の根から、葛粉を作ることができる。あれだけの葛だ。立派な根がついているだろう。

			　ピナルと葛粉を使った水菓子。それが明日のお菓子だ。

			「土よ」

			　俺はしゃがんで地面に手を当てる。

			　俺の適応属性は土。その力を使う。土が盛り上がり、葛の根を地面に押し出す。

			　葛の根は、ティナの太ももぐらいに太く、大きなものだと一メートルほどの大きさになっていた。

		

	
		
			[image: p208.jpg]
		

	
		
			「うわぁ、すごく大きいです。まるで山芋みたいです」

			「栄養をたっぷり吸ってるね。たぶん、精霊の里の水と土がいいおかげだ。きっと、いいお菓子の材料になるよ」

			　根にたっぷりとでんぷんをため込む冬の直前が葛粉を作るのには適しているが、これだけよく育っているなら問題ないだろう。

			「ティナ、根を水で洗って紐でしばってくれ。たっぷり持って帰ろう」

			「はい、クルト様」

			　ティナは素早く水路で葛の根を洗ってからしばって、一括りにしていく。

			　俺も必要な分を掘り終えてからは、その作業に混じる。

			　そうして積みあがった葛の根を身体能力を強化してひょいっと持ち上げる。

			「ただの木の根にしか見えないのに、これがお菓子になるんですね」

			　ティナが持てるだけ持ったところで話しかけてきた。

			「そうだよ。ちょっと手間がかかるけど、葛の根から作られる葛粉は最高のお菓子の材料になるんだ」

			　まともに作ろうとすると、葛粉を作るには三日はかかってしまう。

			　だが、今回は少し妥協して、質は悪くなるが一晩で仕上げるつもりだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　借りている部屋に戻った俺とティナは、水瓶にたっぷりと水を張った。

			　そして、土魔術で作った石の板に葛の根を置く。

			　そこに、さらに石の板を重ねた。

			　土魔術を使う。石が動き出し、葛の根が叩きつぶされて繊維状になる。

			　そうして叩き潰された根を水瓶につけた。

			　今度は、小石を水の中に入れる。さらに土魔術を起動。石によって、葛の根が揉みつぶされ、でんぷん質を含んだ汁が流れ出る。

			　葛の根を叩き潰すのも、さらに搾り取るのも本来なら重労働だ。しかし、魔術のおかげでだいぶ楽ができる。

			　後ろで人の気配がする。エルフのクロエがやってきたのだ。背中に大きな籠(かご)を背負っていて、たくさんのモモ……ピナルの実、そしてブドウのようなパプルが入っていた。お菓子に使うために収穫を頼んでいたのだ。

			　そして作業中の俺を見て、少し驚いた顔をして口を開く。

			「あっ、本当にあの草を使うつもりなんだ」

			　彼女たちにとって葛はただの邪魔な雑草だ。

			　それをお菓子にするというのは、かなり奇妙に思えるのだろう。

			　だからこそ、それを使うことに意味がある。

			「もちろん、とは言っても使うのは草じゃなくて、根の部分だけどね。それと、お疲れ様、ピナルの実とパプルを採ってきてくれてありがとう」

			「ちゃんと、ピナルの実は食べごろの美味しいやつばっかり選んで来たから安心してね。あと、言われたとおりパプルのほうはできるだけすっぱいのを選んだよ」

			　モモに似たピナルの実のほかに、今回はブドウに似たパプルも使う。

			「うれしいよ。こっちの作業ももうすぐ終わりそうだ」

			　絞り終わって汁が出切った根を抜き取る。

			　水瓶の中には茶色くなった水だけが残った。

			　さらに、その水をざるで濾(こ)して砕かれた木の根と、小石を取り除く。

			「ふうん、叩いた根を水の中で絞ったんだ。それで、次はどうするの？」

			「一晩放っておくんだ。すると底のほうが真っ白い液体になって、上のほうが真っ黒になるんだ。俺がほしいのは白い液体だけだから、上のほうのは捨てる」

			　いわゆる灰汁(あく)抜きだ。

			　灰汁(あく)は水にとけ上に溜まり、下には葛のでんぷんが沈殿する。そして沈殿したものを固めると葛粉になる。

			　本当は一日目の段階ではまだ不純物がまじっているため、二、三回同じことを繰り返して純度をあげるのだが、今はその時間がない。

			　多少質が悪い葛粉になるが、妥協するしかないだろう。

			「そうなんだ。これ、灰汁(あく)抜きだよね。わたしたちも山菜でいつもやってる」

			「それと一緒だよ」

			　厳密には違うがやっていることは同じだ。

			「なら、力になれるかも」

			　クロエがこちらにやってきて、水瓶の中をのぞく。

			　顔が近くてどきりとする。

			「えい」

			　クロエが水瓶に手をかざすと、水が波打った。

			「いったい、何をしているんだ」

			「水に働きかけてね、溶ける力を強くしたんだ」

			「そんな便利なことができるのか」

			「簡単だよ。水さんにがんばってって言えばいいだけだから」

			　クロエの言葉のとおり、すごい勢いで茶色い水が黒ずんでいく。

			　上に灰汁(あく)がたまり、底にでんぷんが沈む。

			　本来は一晩かかる工程が一瞬で終わった。

			「驚いたな、水の魔術はそんなことまでできるのか。これなら、妥協しないで済む」

			　素早く、上のほうの黒ずんだ水を捨てる。茶色がかった白い液体だけが残る。それを濾(こ)して不純物を取り除く。

			　クロエがいなければ、この液体を乾かして葛粉にするが、クロエの魔術がある今、同じことを繰り返して純度をあげることができる。

			　妥協する必要なんてないのだ。綺麗な水をつぎ足して準備は万端。

			「クロエ、もう一回頼めるか」

			「うん、任せて」

			　クロエが再び、水の魔術を起動した。

			　また、上のほうが黒く染まる。

			　あとは一緒だ。黒く染まった上のほうの水を捨てる。さきほどまで茶色がかっていた白い液体がより白くなる。

			　それを三回繰り返すと完璧な純白の液体ができ上がった。

			「へえ、綺麗だね。こんなのがあの草からとれるなんて驚きだよ」

			「この真っ白な液体から水分を飛ばすと、白い塊になるんだ。それを砕くと葛粉っていう粉になる。最高のお菓子の材料だ」

			「ずいぶん手間をかけるんだね」

			「普通なら三日ぐらいかかるんだけど、その価値はあるよ。もっともクロエのおかげで一晩でできそうだ」

			「うーん、その一晩をもう少し短くしようか。あとは水分を飛ばすだけなんだよね？」

			「そうだけど？」

			「なら、純粋な水さんにだけ、どいてもらうよ」

			　そう言うなり、水魔術を起動した。白い液体から水分がすべてなくなり、白い塊だけが残った。少し甘い香りがする。触ると滑らかな手触り。

			　端を砕いてみる。砂糖よりもずっと細かな粒子に変わる。

			　完璧だ。……これが俺の作りたかった葛粉だ。

			　こんな短時間で葛粉が作れるなんて、地球の職人が聞いたら泣きそうだ。

			「最高のできだよ。ありがとう、クロエ。本当に助かった。ここまで質のいい葛粉は初めて見たよ」

			　彼女の手をぎゅっと握って俺は感謝の言葉を伝えた。

			　精霊の里の水と土の恵みをたっぷりと受け、水魔術のおかげで最高純度に引き上げられた葛粉。

			　これほどの素材を見せられると料理人としての血が騒ぐ。

			「まっ、まあね、これからは、わたしもたくさんお手伝いするから頼りにしてよ。クルトは母さんの命の恩人だし、それに掟を破ったわたしはクルトの村でお世話になることになるし」

			　クロエは顔を赤くして、少しはにかみながら返事をした。

			　そのあとにクロエが言った、俺の村に来るという言葉は、一度は遠慮したが精霊の里との橋渡しにぜったいに自分がいたほうがいいと彼女が言ったので、甘えることにした。

			　彼女はこの病が解決すれば俺の村に来る。

			「さて、クロエのおかげで予定より早く葛粉ができたし、少し雑談をしようか。今回みんなに振る舞うお菓子にはね、絶対に守らないといけない条件が二つある。ティナ、クロエ、それがわかるかな？」

			　俺の問いかけを受けて、二人が考え込む。

			　そして、まずティナが口を開いた。

			「美味しいことですか？」

			「それも大事だけど、ほしい答えとは違うかな」

			　美味しいのはただの大前提だ。

			　それはこの状況でなくても必須だろう。

			「あっ、わかりました。みんなが食べたことがないものです」

			「正解。じゃあ、その理由は？」

			「お薬って言って出すものなら、みんなが知らないものじゃないと説得力がありません」

			「あたりだよ。だから葛を使ったんだ。葛なんて、この里の人たちは食べたことがないし、これを使うと誰も見たことがないような不思議なお菓子が作れる。それと葛はすごく体にいいしね。薬っていうのもあながち嘘じゃないよ」

			「やった、大正解です！」

			　ティナが小さくガッツポーズをした。

			　珍しさと見た目のインパクト。それらを演出するために葛を使うと決めたのだ。

			　実際に葛はいい薬になり、さまざまな効能がある。血液中の老廃物の排泄を助け、血行を促進させ、体を温める。免疫機能を高め、自律神経を安定させ、内分泌機能を高める。老化の防止にも効果があると言われている。

			　古くから日本や中国では、万能薬としてもてはやされていた。

			「ティナ、すごいね。正解しちゃった。わたしも正解しないと……んんん、わかった！　食べやすいことだね。病人が食べられるぐらい優しいお菓子じゃないと、薬にならない」

			「大正解だよ。俺が作らないといけないのは、誰も食べたことがない珍しいお菓子で、なおかつ病人が食べられる優しいものでないといけない」

			　かなりの難易度だ。

			　珍しいお菓子というのは作りにくいし、美味しいお菓子というのは、基本的にどれも脂肪分がたくさんでくどい。

			「クルト様、そんなの作れるんですか？」

			「うん、作れるよ。この葛があればね」

			「それは楽しみだね。はやく食べたいよ」

			　俺が作るのは、和菓子の技法で作る洋菓子。得意なお菓子の一つで、これで留学時代にコンクールで優勝した。

			　精霊の里の誰もが、味わったことがない食感と美しい見た目が楽しめる。

			「それとクロエ、頼んでいたもう一つのものはあったかな？」

			「あっ、忘れてた。はい、これ。精霊の里で作ってるお酒だよ。お菓子にお酒を使うなんて、初めて聞いたよ」

			　クロエが背中の籠(かご)から瓶詰にされたお酒を取り出す。

			　今回のお菓子には必須だった。

			　できるだけ、強い度数の酒がほしいと頼んでいたが、どうだろうか。

			　封を切ると、穀物の特徴があるのに、どこか果実めいた華やかな香りが立ちこめた。

			　思わず目を見開く。これは――、

			「米で作った酒じゃないか」

			　思わず口に含む。

			　懐かしい味で涙が出そうだった。どこか日本酒に似た味。それも大吟醸のように心地よい甘さが舌を包む。

			「米？　これはラママで作ったお酒だよ」

			「ラママ？　それは白くて小さい粒状の穀物だったりしないか？」

			「うん、そう。精霊の里の主食なんだ」

			　どう聞いても米だ。

			　なんだ、精霊の里は楽園か？

			　ますます滅ぼすわけにはいかなくなった。久しぶりに米を食べたい。

			「でっ、一番強いお酒を選んだけど使えそう？　コルトおじさんの秘蔵のお酒を持ち出してきたんだ」

			「ああ、十分だ。これなら最高のお菓子を作れるよ」

			　頭の中で組み立てていたレシピを急(きゆう)遽(きよ)、変更する。

			　そして完成形が浮かび上がった。

			　俺が最初考えていたものよりも、ずっと素晴らしいお菓子ができるだろう。

		

	
		
			　

			第25話　淡雪のシルクレープ

			　

			　手元にある材料は、米で作った強い酒、モモのようなピナルの実、ブドウのようなパプル、そして葛粉だけ。

			　だが、これだけあれば十分だ。最高のお菓子が作れる。

			「材料が揃ったことだし、調理を始めるよ。あとは一人でできるから二人は先に帰って休んでいて。明日はハードな一日になるからね」

			　俺がそう言うと、銀色のキツネ耳美少女のティナと、金髪美少女エルフのクロエは首を振る。

			「クルト様、私はクルト様のパートナーです。お手伝いさせてください！」

			「わたしも面白そうだから見てたいな。それに、水魔術で手伝えることがあるかもだし」

			　俺は苦笑する。

			　まあ、付き合いたいなら無理に止める理由もないか。

			「わかった。じゃあ、手伝ってもらう。よろしく頼むよ」

			「はい、クルト様」

			「うん、任せて」

			　二人はやる気十分といった様子だ。

			　鍋に火をかける。

			　そして、まずはクロエが持ってきてくれた米で作った酒を煮詰めていく、すると最後に残っていくのは酒の旨みを残した甘い汁。糖が含まれている酒だからこそできる芸当だ。

			　そうしてできた甘い汁に水を加え、皮を剥きカットしたピナルの実を入れ、さらにブドウのようなパプルのしぼり汁を入れた。

			　クロエにわざわざすっぱいパプルを選んでもらったのは、酸味を与えるためだ。

			　酒とモモとブドウの匂いがあたりに広がる。

			　そこにピナルの皮を入れる。こうすると鮮やかなモモ色になる。

			　今作っているのは、ピナルの実のコンポート。

			　コンポートとは、果物を水や薄い砂糖水、洋酒などで煮て作るヨーロッパの伝統的な果物の調理法。ジャムなどと違い、果実自体の食感や風味が残っており糖度も低いため、そのまま食べられる。

			　酒の複雑な旨み、雅な甘さ、パプルの酸味を吸収し、ピナルはさらに旨くなる。本来、コンポートは洋酒とレモンで作るが、ピナルにはパプルのほうが合う。同じ土地の作物は相性がいいのだ。

			「うわぁ、クルト様。いい匂いがします」

			「もう、このまま食べちゃいたいね」

			　二人は、この匂いにすっかり夢中になってしまったようだ。

			　無理もない。俺も口の中によだれがあふれてくる。

			「まだまだ、途中だよ。お菓子作りはこれからだ」

			　十分ほど経ってから火を止める。

			　ほどよいモモ色に染まっている。

			「こっちはひと段落ついたね。あとは余熱を取ってから瓶詰して一晩寝かせないといけない。そうしたら味が良くなじむんだ。ティナ、たくさん氷を作ってもらっていいかな？」

			「もちろんです、クルト様！」

			　ティナは火の属性魔術で氷を作ってくれた。

			　火の属性魔術の本質は熱量操作。氷を作るのもたやすい。

			「残念だけど、今日できるのはここまでだね。あとは明日だ」

			　その言葉を聞いて、二人が残念そうな顔をする。

			「そうなんですか、今日は食べられないんですね」

			「だね……でも、ちょっとだけおまけしようか」

			　生ぬるくなったピナルのコンポートを取り出し、小さく切る。そして、二人の口に放り込んだ。

			　二人は驚きに目を見開いたあと、もぐもぐと咀(そ)嚼(しやく)した。

			「これ、すごいです。大人な味。生で食べたピナルの実も美味しかったけど、こっちのほうがずっと複雑で素敵です」

			　俺は微笑む。ティナは生で食べたとき、かなりの感動を見せていた。そのときに生で食べるよりも感動させると誓っていたのだ。

			「わたしも驚いた。ピナルは生が最高だと思ってたけど、こんな食べ方があったなんて」

			　エルフのクロエも、よほど美味しかったのか、今食べた分では物足りなく鍋のなかのピナルのコンポートを見つめていた。

			「喜んでもらえてうれしいよ。でも、これで驚いていたら身がもたないよ。一晩寝かすともっと美味しくなるし、それを材料にした葛のお菓子は、もっともっと美味しくなる。これは序の口だ」

			　二人は目を期待に輝かせた。

			「ああ、早く食べたいです！」

			「だね、明日が待ち遠しいよ！」

			　こんなに喜んでもらえるなら作りがいがある。

			　そうこうしているうちに、いい感じに余熱がとんだので、ピナルのコンポートを瓶詰した。

			　そして、水瓶の中に氷を敷き詰め、周りを布で巻いた瓶をいれ、蓋(ふた)をしめる。

			　こうすれば、明日の昼ぐらいまでは冷たく保てる。

			「じゃあ、部屋に戻ろうか。最高のお菓子は準備できた。だから、そのお菓子を食べてもらうための作戦会議だ」

			「はい！」

			「だね。みんなを助けないと！」

			　そうして、俺たちは希望を胸に部屋に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝、俺は厨房に戻っていた。

			　もちろん、お菓子を仕上げるためだ。クロエとティナはコルトの屋敷で朝食を作ってくれている。

			　よく冷えた、ピナルのコンポートが入った瓶を水瓶からとりだす。

			　一つ味見する。

			「うん、いい味だ。完璧な漬け加減だな」

			　一晩経ったことで味がこなれている。

			　パプルの実での酸味付けは一歩間違えばすべてを台無しにする。

			　それが完璧にはまった。

			　なら、あとはこれを材料にお菓子づくりをするだけだ。

			　まず、水を沸(ふつ)騰(とう)させ、それに葛粉を加える。

			　すると、水が白くなり、さらに火を入れ続けると透明になっていく。

			「ここに、コンポートを作ったときの汁を加えてっと」

			　甘味と香りづけだ。葛自身にも優しい甘味がある。甘味をつけるのは、ほどほどでいい。

			　うすくモモ色がかった透明になったところで、火を止める。

			「さすがに、葛１００パーセントだと滑らかさが違う」

			　葛は高級品だ。

			　市販されている葛粉は、ジャガイモのでんぷんなどの混ぜ物がされている場合が多い。

			　しかし、これは純度１００パーセントの葛粉。地球ですら滅多にできない贅沢だ。

			　そして、俺が作るお菓子は葛１００パーセントでないとその旨みが発揮できない。

			　慎重に土魔術で作った石の板に溶かした葛を流し込んでいく。

			　この板は昨日作っておいたもので、今の今までティナの氷で冷やしておいた。

			　石の板にはピンポン玉を半分にしたような穴を無数に開けた。

			　半球上の穴が半分ほど葛で満ちた。

			　すべての穴に葛を流し込み、布を石の板にかぶせる。

			「さて、首尾は上々」

			　葛が固まるまでの間に、生のピナルの実の皮を剥き、カットしていく。

			　コンポートしたピナルの実はたしかに生で食べるよりも美味しい。

			　だが、生には生の良さがある。

			　俺のお菓子はその両方を味わえる。

			　必要な分のピナルの実をカットし、タイミングをみはからい布を外して石の板を確認すると、葛がいい感じに固まっていた。水を多めにしたので透き通っており、石の色が透けて見える。

			　そこに、まずコンポートにしたピナルの実をのせ、さらに生のピナルを重ねる。最後に、半球の型がいっぱいになるまで葛を溶かしたものを流し込んだ。

			　そして、再び布をかぶせる。

			　これで時間を置けば完成だ。

			　俺が作ったのは、素材の味を限界まで活かしたとっておきの水菓子。

			　果物を使うお菓子は手を加えすぎないほうが旨い。

			　椅子に座り、じっと完成を待つ。

			「クルト様、ご飯ができました」

			「みんな、もう待ってるよ」

			　そんな俺のところにティナとクロエがやってきた。

			　席を立つ前にでき栄えを見る。

			　完全に葛が固まっている。

			「ああ、今行くよ。ちょうどお菓子もできたしね」

			　さあ、戻ろう。

			　そう思った瞬間、すごい勢いで二人がやってきた。

			「クルト様、お菓子ができたんですね！」

			「見せて、クルト。昨日からずっと気になってたんだ！」

			　すごい剣幕だ。

			　直前まで見せるつもりはなかったが仕方ない。

			「しょうがないな。これが俺のお菓子だよ」

			　俺は皿を取り出し、型から二つだけ、お菓子を取り出し盛りつける。

			　半球状のお菓子は皿に乗ると、ぷるりと震えた。

			「うわあ、綺麗」

			「こんなの初めて見た。すごい、透き通って、プルプル震えて」

		

	
		
			[image: p226.jpg]
		

	
		
			　俺の作ったお菓子は彼女たちが言うとおり美しいお菓子だ。

			　透き通るうすモモ色の透明な葛の皮に、コンポートしたことで鮮やかさが増したモモ色のピナルが包まれている。

			　さながら水晶に包まれた宝石。

			　そして、その水晶はわずかな振動で波打ち震える。

			　日本の和菓子、あんこを葛の皮で包む葛さくらを参考に作った洋菓子。

			　外の皮をぎりぎりまで水分を多くして柔らかくし、透き通らせ、中に包むのはコンポートした果実。一体感を増すために、コンポートを作ったときの甘い汁を葛でできた皮に加える。

			　単純なお菓子だが、材料配分の見切りがひどく難しい。

			　水が少なすぎると固くなる。水が多すぎると崩れる。そのぎりぎりを見極めることができなければ作れない。

			「ほら、二人とも食べていいよ」

			　二人が見惚れるばかりで食べないので、つい言ってしまった。

			「こんな綺麗なの、食べるなんてもったいないです」

			「だよね、宝石みたいだもん」

			　そうは言いつつも、俺が渡した木のスプーンをお菓子に近づける。

			　ティナのスプーンが触れた瞬間、ぷるんと皮が波打った。

			　そしてさらに力を入れるとすっとスープンが入っていく。

			　コンポートしたモモがさっくりと崩れた。ティナがゆっくりとお菓子を運んでいき、口に含んだ。

			「んんん、んんん♪」

			　ティナのキツネ耳がピンとなって、尻尾(しつぽ)がぶんぶんと揺れる。

			　よし、大成功だ。ティナが本当に美味しいと思ったときの反応。

			　隣のクロエも、無心になってお菓子を口に運んでいる。

			「すごいです、このお菓子。ぷるっとしたのが口の中に張り付いて、もっちりとして、でもすぐに雪みたいに消えて」

			「葛だからできるんだよ」

			　葛の粒子は非常に細かい。だからこそほかの材料では絶対にできない滑らかで官能的な食感になる。

			　もっちりとした食感と爽(さわ)やかさの同居なんて、葛以外では絶対にできない。

			　まじりっけなしの１００パーセントの葛粉だから出せる食感だ。

			「これすごい、食感で夢中になっちゃうけど、皮もちゃんとほのかに甘くて、中のピナルをかみしめると、すっごい果汁があふれて一つになって、火を通してるのになんでこんなにいい香りがするんだろう」

			「生で食べるより美味しくなったピナルのコンポートと一緒に、少しだけ生のピナルも入れているんだ」

			　この香りと果汁感を演出するために、生のピナルを一緒に入れている。

			　香りとあふれる果汁。これは生の果実の特権だ。コンポートと生の果実、その両方の特徴を活かしたのが、このお菓子だ。

			「すごい。人間って、こんな素敵なお菓子が作れるんだ」

			　クロエは顔を赤くして俺を尊敬の眼差しで見つめてくる。

			「人間ならってわけじゃないです。クルト様、だからです」

			　なぜか、ティナがどや顔で胸を張っている。

			「お菓子は大成功みたいだな。じゃあ、屋敷に戻ろう。みんなそろそろ待ちくたびれているころだよ」

			「あっ、そうだ。クルトを呼びに来たんだった」

			　慌てた様子で、クロエが立ち上がる。

			　ティナも口元を拭き、立ち上がった。

			　そして何かを思い出したように、俺に向かって問いかけてくる。

			「そうだ、クルト様、このお菓子の名前は決まっているんですか？」

			「うん、決めてる。淡雪のシルクレープ」

			「……淡雪。口の中ではかなく消える、このお菓子にぴったりです」

			　ティナは俺の狙いを的確に読んだ。淡雪のはかなさと清涼感こそが、このお菓子の特徴。

			　そして、シルクのような滑らかな口触りのクレープというのが後半の意味合いだ。

			　クレープは包むという意味合いがあるので、広義ではこのお菓子もクレープなのだ。

			　そのあと、もう一つとごねるクロエをなだめつつ、俺たちは屋敷に戻って朝食を楽しんだ。

		

	
		
			　

			第26話　たとえ嘘をついてでも

			　

			　朝食を終えた俺は再び厨房に来ていた。

			　長であるコルトに付き合ってクロエはすでに設営の準備に入っている。

			　今日の昼過ぎから病の終息を願った祈(き)祷(とう)をするという名目で村人たちを集める。今はそのための準備で大忙しだ。

			　俺のほうはお菓子の数量チェック。何せ、約二百人分を作らないといけない。

			　淡雪のシルクレープは、石の型に流し込むので一度に大量に作れる。

			　実をいうとこれは、今回薬として振る舞うだけではなく、フェルナンデ辺境伯領で売り出すことも考えて作ったお菓子だ。

			　大量生産に向き、誰も見たことがない葛という素材を使った圧倒的な目新しさ。売れないわけがない。

			　ただ、日持ちはしないので用意してもらった店に俺が行き、その場で作る必要はある。通常メニューとしてではなく、月に一回の限定メニュー。そういった売り方になるだろう。

			「クルト様、たくさん持って来ましたよ」

			「ありがとう、ティナ」

			　ティナに頼んで持ってきてもらったのは笹だ。

			「笹なんて、なんに使うんですか？」

			「お皿の代わりにね。さすがに二百人分の皿なんてないだろうし、手渡しするのも駄目だろ」

			　笹を水で洗い、その上に淡雪のシルクレープを載せる。

			「きれいです。笹の葉に載せるとお皿に載せるより美味しそう」

			「透明感があるお菓子と笹は見た目のバランスがいいんだ。それに香りも喧嘩しない。しかも笹って腐りにくくしたり、悪い病気のもとを倒す効果があるんだよ」

			　日本では餅や寿司を笹に包む文化があるが、それは見た目や利便性のほかにも、食べ物を長持ちさせる効能があるからだ。

			　そうして、土魔術で作ったトレイの上に笹の葉を並べて、一つ一つ、淡雪のシルクレープを載せていく。

			「クルト様、私も手伝います」

			　そう言ってティナも手伝ってくれた。ティナが笹を洗って、トレイに並べてくれるので、俺は淡雪のシルクレープをきれいに置くことだけに集中できる。

			「みんな、クルト様のお菓子を食べてくれるといいですね」

			「そうだな。そう信じてるよ」

			　そうして二人でもくもくと作業を続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一通り準備を終えたあと、俺たちはトレイを持って厨房を出た。

			　お菓子を運び込むためだ。

			　あらかじめ、コルトに教えてもらっていたお菓子の保管場所に行く途中、里の中央に設置されていた祭壇が目に入った。

			　キャンプファイヤーを思わせるような、木の枠にまきが並べられている。

			　おそらく、火を使うのだろう。

			　そんなものを後目に、俺たちは広場から少し離れた建物にお菓子を運び込んだ。

			　湿った布をかけて日の光が当たらないようにし、近くにたっぷりと氷を入れた水瓶を置いておく。

			　これで乾燥を防ぎ、冷たいまま保存できる。

			　何往復かしてすべてのお菓子を運び込んだ俺たちは、コルトたちと合流し、最後の打ち合わせを行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昼過ぎになって、祈(き)祷(とう)が始まる時刻となった。

			　里中の者たちが里の中央にある広場に集まる。

			　俺とティナは二人で広場の隅のほうで様子を見ていた。

			　壇上に立ったコルトが、病の広がり具合を説明し、祈(き)祷(とう)を始めることを告げた。

			　広場の中央に用意された祭壇で、ぼうぼうと炎があがる。その周囲を年配のエルフたちが囲み、白袴を着て念仏のようなものを唱えだす。

			　さらにそんな彼らを取り囲むようにして、今病気にかかっていない里中の人たちが祈っていく。

			　みんな真剣だった。

			　おそらく、祈って病が収まるなんて本気では思っていないだろう。

			　それでも、そこにすがるしかない。それほどまでに追い込まれているのだ。

			「クルト様」

			　ティナがぎゅっと俺の手を握った。彼女もこのただならぬ空気に不安とやるせなさを感じているのだろう。

			「大丈夫だよ。俺がなんとかするから」

			　ティナの手を優しく握り返す。

			　すると、ティナが微笑んだ。

			　この祈(き)祷(とう)が終われば、いよいよ俺の出番だ。

			　ティナのためにも、コルトのためにも、クロエのためにも、絶対に失敗はできない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくして、祈(き)祷(とう)が終わった。

			　再び、壇上にコルトがあがる。

			「皆の者、忙しいなか時間を作ってくれてありがとう。皆の祈りが届くことをわしも願っている」

			　コルトの声があたりに響く。

			　彼の声には真(しん)摯(し)な願いが込められていた。その気持ちは里の者たちにも伝わったようで、みな神妙な顔をしている。

			「こんな場だが、皆に伝えたいことがある。もう、知っている者もいると思うが、かつて、人間とともに里を出た我が娘、クルリナが死んでいたことがわかった。病に倒れたそうだ。クルリナを連れて行った人間も同じ病に倒れたらしい」

			　その言葉を聞いた里の者たちが動揺し、表情を暗くした。

			　ティナの母親は、この里でも有名人で、よく愛されていたのだろう。

			「しかし、クルリナには子供ができていた。わしの孫だ。ティナという娘だ。ルナールに生まれ、クルリナによく似ている。そのティナが里に来てくれた。この場で紹介させてもらおう。もう一人の来訪者とともに」

			　里の民たちのざわめきが大きくなった。

			　そして、俺とティナが壇上にあがる。

			　あたりから「クルリナ様に似ている」「まるで生き写しだ」と声があがる。

			　まずは、ティナが口を開いた。

			「初めまして、ティナと申します。母様の故郷に来ることができたことをうれしく思います。母様は私によく、精霊の里のことを話してくれました。いつも楽しそうに、いいところだって。そんな素敵な里が、病気で大変なことになっているのが悲しいです」

			　ティナは顔を伏せる。

			　彼女は本気で悲しんでいる。そして、本気だからこそ里の民たちにその気持ちは伝わる。

			　十分に間を置いてから、ティナが口を開いた。

			「この里に来たのは、母様の故郷を見ることが目的ではありません。クロエが里を救おうと、人間の医者の力を借りるために里を出て、出会ったのが隣にいるクルト様です。クルト様は両親を失って路頭に迷っていた私を拾って、使用人として雇ってくれました。そんなクルト様の助手として、私はこの里にやってきました」

			　話の筋がかわり、里の民たちが困惑する。

			　そんななか、ティナは話を続ける。

			「クルト様はこの里の病を治すためにこの村に来たのです。だけど、人間の力は借りられないと治療を断られてしまいました。クルト様なら、この病を治せます。どうか、クルト様の治療を受けてください。お願いします」

			　ティナが頭を下げる。

			　しかし、民たちの反応は悪い。魔力で聴覚を強化して声を拾う。

			『人間の医者？』

			『病気が治せるってほんとなら、それがほんとなら……』

			『嘘に決まってるだろ。里の誰一人、どうしようもなかったんだぜ』

			『人間の力を借りるなんてありえないだろう』

			『そうだそうだ。誇りを捨てるぐらいなら、死を選ぶ』

			『でも、もし姉ちゃんが助かるなら、人間にだって――』

			　否定的な意見と、俺を疑う声が半分以上を占めている。たとえ人間が相手でも助かるなら力を借りたいという声は少ない。

			　予想通り。正攻法で治療を受けてもらうのは難しいようだ。

			　だが、これでいい。こうして声をあげることが大事だ。俺が病を治すために来て、本気であることをティナは伝えてくれた。

			「ティナ、もういいよ」

			　俺はティナの肩に手をかけて、そう言った。

			「クルト様」

			「大丈夫、あとは任せて」

			　ティナは十分に役割を果たした。ここからは俺の仕事だ。

			「初めまして、俺はクルト・アルノルト。人間の医者だ。クロエに乞われてこの里に来た。初めに言っておこう。ティナも言ったとおり、俺ならこの病を治せる」

			　強く言い切る。

			　さきほどよりも大きなどよめきが起き、そして一気に関心が集まった。

			「だが、残念なことに人間の力は借りられないと言われてしまい手が出せないんだ。だが、里を追放される覚悟がある者なら、治療してもいいと言われている。そのつもりがある者は、声をかけてくれ。里を追い出されたあとも心配しなくていい。人間の村にだが、住む場所と働く場所も用意する。このことも長であるコルトに許可をもらっている」

			　これは、お菓子が失敗したときの予防線だ。

			　もし、お菓子でみんなを説得できない場合に、最低限は救えるようにこう告げた。

			「俺は命を救いたい。だが、救わせてもらえない。正直、かなり心が苦しい。……助ける力があるのに、この里のみんなを見殺しにするのが情けなくて、やるせない」

			　ティナがしたように俺も本心をさらけ出す。

			　少しでも信じてもらえるように。

			「だから、せめて、みんなのために、できることをしたいと思ったんだ。俺は医者であり菓子職人でもある。この里の材料を使ってみんなが見たこともないお菓子を作った。それを贈らせてほしい。このお菓子を受け取ってくれれば、その後は治療を願う者と、この里を出る。こんなことしかできなくてすまない」

			　頭を下げる。

			　里の民たちは、複雑な表情で俺を見ている。

			　多少は警戒を解いてくれたようだ。

			「みんな、クルトのお菓子は本当に美味しいよ。だから、ちゃんと食べてね」

			　場違いな明るい声が響く。クロエだ。

			　突然壇上に現れる。手には笹に載った淡雪のシルクレープ。

			　振動でぷるぷる震えている。

			　それにクロエがスプーンを入れる、スプーンが柔らかく沈みこみ、口に運ばれる。クロエは両頬に手をあて、幸せそうな表情を浮かべた。

			「うーん、やっぱり美味しい♪　こんなお菓子生まれて初めてだよ」

			　クロエが全身で美味しさを表現する。里の人たちが、ごくりと唾を飲み込んだ。

			「ねえ、みんな。いつ、病気になるかわからないんだしさ、こんな最高のお菓子を食べるチャンス無駄にすることはないと思うよ。お菓子をもらうぐらいなら、里の決まりにも触れないよ。ねっ、コルトおじさん」

			「ああ、そうだな。それなら掟には触れない」

			「ね？　あっ、でも食べないならみんなの分も、全部食べちゃうよ」

			　クロエの茶化すような言葉、それで里のみんなの心の踏ん切りがついた。

			「俺たちも食うぞ」

			「そんな旨そうなもの、クロエにだけ食わせるな」

			　そして、人々がこちらにやって来る。

			　俺は苦笑し、舞台を降りてトレイに載せた淡雪のシルクレープを用意する。

			　それを机の上に置き、配り始めた。

			「はい、どうぞ」

			「お兄ちゃん、ありがとう」

			　一人ひとり、確実に淡雪のシルクレープを渡しながら、こっそりヒールをかけていく。

			　最初は遠慮がちだった里の民も多かったが、口につけるものが増え始めると、どんどん警戒心がほどけ、その後は次々に、里の民は俺のお菓子を口に含んでいった。

			　そして、その評判でさらに勢いが増す。

			「みんな、ちゃんと並んで」

			「ここが最後尾です」

			　クロエとティナが行列を整理していく。かなり助かる。

			　百人を超えたころ、脂汗が出始めた。

			　今日、この場にいるのは百五十人程度。ここまでの連続回復(ヒール)は初めてだ。

			　だが、耐えるしかない。全員にかけることに意味がある。

			　意識が飛びかける。

			　もう、駄目だ。

			　そう思ったとき、背中にあたたかい感触があった。

			　ティナの手だ。気付かぬうちに彼女が後ろにまわり支えてくれていた。

			　それだけで、もう少しがんばれる。そんな気がした。　

			　行列がクロエ一人でさばけるようになったのでこちらに来てくれたのだろう。

			　あと、少し。最後まで走り抜けよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくしてようやく、淡雪のシルクレープを配り終わった。

			「なんだこれ、ぷるぷるして」

			「ぬめぬめしてぷりぷりして口の中にくっつくわ」

			「でも、ぜんぜんべたつかないよ。歯を入れるとぷっちり切れて気持ちいい」

			「食感だけじゃないな、味もいい。ピナルってこんなに旨かったんだ」

			「パプルの味がする。それに酒の味も」

			「初めて食べるのに、なんて懐かしい味」

			「この透明な皮ってどうやって作るんだろう。教えてほしいな」

			　精霊の里の民たちが次々に感嘆の声をあげていく。

			　小さなお菓子だということもあるが、次々と淡雪のシルクレープが消えていく。

			　ごくわずかに残った未だ手を付けてない者たちも、あまりに美味しそうに食べる周りの姿に我慢できず、ついに口を付け始めた。

			　全員、淡雪のシルクレープを食べ終わってしまった。

			　これで第一関門は突破した。

			　俺は壇上にあがる。さあ、爆弾を投げよう。

			「みんな、俺の作ったお菓子を美味しそうに食べてくれてありがとう。これでこそ作った甲斐がある」

			　俺の言葉に、旨かった、ありがとう。そう言った言葉が返ってくる。

			「その言葉が聞けてうれしいよ。このお菓子は、淡雪のシルクレープというお菓子なんだ。親愛を込めて作った」

			　そこで一度、言葉を切る。

			　限界まで注目が集まったタイミングで口を開く。

			「そして、俺はみんなに謝らないといけないことがある。このお菓子はただのお菓子じゃない。薬だ。俺はこのお菓子で、この場にいる全員を治療した。掟を破らせてすまない」

			　一瞬、あたりが沈黙に包まれ。

			　そして、喧騒があたりを支配した。

		

	
		
			　

			第27話　ちょっとした逃げ道

			　

			　俺が放った爆弾発言で、悲鳴や怒号があがる。

			　剣呑な視線がいくつも俺に突き刺さる。

			　今にも殴りかかってきそうだ。

			　おおむね、想定どおり。

			「静まれ！」

			　コルトが叫んだ。騒ぎが始まると同時に俺の隣に来てくれた。クロエも一緒だ。

			　それだけで、静けさが戻る。

			「だが、長、こいつは俺たちをだまして！」

			「そうだそうだ！　こんなこと許されない」

			「美味しいお菓子だって言ったから」

			「だいたい、長は知っていたのかよ」

			　一瞬でまた騒ぎが再燃する。

			　だが、コルトはひるまない。

			「ああ、知っていた。知った上で協力した。この中に、まだ軽度だが、病を患っていた者たちもいたはずだ。しかしどうだ、体の調子は」

			　里の民たちはお互いに顔を見合わす。

			　寝たきりになるほではないが、すでに病を発症していた者たちがこの場にもいた。

			　そのうちの一人、キツネ耳をした一人の女性が口を開く。

			「体が軽くなってるわ。今まで苦しかったのが嘘みたい」

			「俺もだ。立ってるのがやっとだったのに」

			「僕も僕も」

			　次々に、自分も治ったという言葉を放つ者が現れる。

			「そうだろう。クルトの力は本物だ。だから、わしは頼んだ。来てくれ、アロエ」

			　コルトの言葉で、一人の美しいエルフが現れる。

			　クロエの母親で、この里で最初に俺が癒したエルフだ。

			「お久しぶりです。私は重度の病に苦しみ、ほとんど寝たきりになっていたのは皆様も知ってのことだと思います。ですが、今は見てのとおりぴんぴんしています。……一足先にクルトさんに癒してもらったからです」

			　その言葉は、衝撃としてあたりに伝播した。

			　俺は病を癒せると言ったが、言葉だけでは説得力がない。こうして治った例を見せるのがいい。

			　それも、この場にいる軽度ではなく死の淵にいたアロエのような患者が好ましい。

			「それだけじゃないです。病の詳細を聞いて震えました。この病は私たちが考えていたものより、よほど危ないものだったのです」

			　アロエが俺のほうを見た。

			　俺に説明しろということだろう。

			　俺はその場で、病について説明した。

			　１　けっして自然治癒しない　

			　２　治せる薬は俺以外作れない　

			　３　潜伏期間が長く、今自覚がなかったとしても全員が発症する可能性がある　

			　４　咳にのって周りに広がる　

			　５　一人でも病人がいれば病は広まり続ける

			　あたりが絶望に包まれる。今の俺の言葉を完全に信じてくれたようだ。

			　里の民が理解するのを待って、コルトが口を開く。

			「だからこそ、多少強引だがクルトのお菓子を皆に食べてもらった。……そして、これから病で寝込んでいる者たちにも食べてもらう。里が滅びるかどうかの瀬戸際なのだ。しきたりは大事だ。だが、そんなことを言っている場合じゃない。一人でも病人がいれば、里が滅びてしまう」

			　里が滅びるという言葉で、全員が恐怖を感じた。

			　おそらく、誰もがいつかはこの病が収まる。そう思い込んでいたのだ。

			　いつの間にかクロエも壇上にあがっていた。母親であるアロエと並ぶ。

			「ねえ、みんな。人間の力に頼らないってそんなに大事？　里のしきたりって命より重いの？　わたしはそうは思わないよ。母さんの命が大事、みんなの命が大事。……わたしはしきたりを破ってクルトの力を借りた。だから、この里を出てクルトの村で暮らす。そっちのほうが幸せだから」

			　クロエが涙を目に浮かべて叫ぶ。

			「ねえ、目を覚ましてよ。もう一回言うよ。一人でも病気の人がいれば、この里は滅びるんだよ。人間の力を借りてでも生きたいっていう人も死ぬんだよ。まだ、病気じゃない人も死ぬんだよ。クルトが治してくれるのに、自分だけじゃなくて里のみんなも助かるのに……ねえ、本気で考えて」

			　クロエと里の民を交互に見る。

			　少しずつだが、俺の力を借りる方向に気持ちが流れていく。

			　まだ納得できない者も悩んでいるはずだ。

			　自分の意地で、仲間を殺す。その事実は重いだろう。

			　最後のひと押しをしよう。

			「俺はこの里の者じゃないから、掟の重さを理解できない。だけど、それでも、命の重さはわかる。みんなの命は精霊の里の誇りと秤にかけていいものか？　その誇りは、あなたたちの伴侶より、子供より、兄弟より、恋人より、友人より大事なものか？」

			　そんなはずはない。

			　みんな、大事なものはある。俺がティナを何より大事に思っているように。

			「もし、それでも踏ん切りがつかないなら、こう考えてはどうだろう。治療してもらったと思うから、話が難しくなる。美味しいお菓子を食べたら、たまたま病気が治った。美味しいお菓子だから、この場に来れない病気の人たちにも食べてほしいと思った。そういうことにしてくれ」

			　はあ？　そんな声が聞こえてきそうな視線が俺に集まる。

			「お菓子は美味しかっただろう？」

			　その問いに対して、誰も首を横に振らない。

			「なら、今病気の人たちにも食べてほしいと思わないか？　あれは病人でも食べられるような、あっさりしたお菓子だ」

			　葛もモモも消化にいい。病人でも美味しく食べられるだろう。

			　里の民たちは、お互いに顔を見合わす。

			　そもそも、彼らはすでに治療を受けてしまった。

			　この大人数が掟を破ったことになれば、里から人がいなくなる。

			　そして、正論を聞き、逃げ道まで用意した。

			「俺が、病人にお菓子を食べさせに行くことを許してくれないか？」

			　あとは、もう。

			「「「よろしくお願いします」」」

			　こうなるだけだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、少しだけ仮眠をとり魔力を回復させてから、一軒一軒、病人がいる家を回った。

			　そうして、淡雪のシルクレープを渡して、回復(ヒール)をかけることを繰り返した。

			　日が沈むころ、ようやくすべての家を回り切った。

			　ひどく疲れた。

			　一生分の回復(ヒール)を使った気分だ。

			　だけど、俺の力で誰かの命が助かる。そして、お菓子を美味しいと喜んでもらえるのはうれしかった。

			　借りている部屋に戻った俺は、ベッドにたどり着く前に倒れこむ。

			「お疲れさまです、クルト様。今はお休みなさい」

			　そんな俺をティナが受け止めてくれた。

			　ティナの胸に顔をうずめる。

			　ひどく安らかな気持ちになる。俺はそんな安らかな気持ちのまま、ゆっくりと目を閉じた。

		

	
		
			　

			エピローグ　帰還

			　

			「クルト、この里を救ってくれてありがとう。心の底から感謝する」

			　翌日、屋敷の前でコルトと向かい合う。

			　彼は薄く笑っている。

			　この場には、俺たちのほかに、ティナとクロエがいた。

			「俺はお菓子職人として最高の果物を得るため、そしてティナのために行動しただけです。それに俺の力だけじゃ救えなかった。あなたの決断と助力がなければ手詰まりでした」

			　これは謙(けん)遜(そん)ではなく本音だ。

			　きっちり実益が出ているし、もしコルトの助けがなければどうにもならなかっただろう。

			「それでもありがとう。約束していたようにこの里でとれる作物すべての一割を毎年贈らせてもらう」

			　俺は首を傾げる。

			　今、何か変なことを言ったような気が……。

			「ピナルの実を一割ですよね」

			「まさか、わしはそんなケチなことは言わぬ。この里でとれる作物の一割だ。パプル、ラママ、ヨナ……他にもいろいろと育てている、それぞれ贈らせてもらおう。それとクルトが葛と呼んだ雑草。あれも好きなだけ持って帰っていい」

			　パプルはブドウのようなもの、ラママは米のような作物。ヨナは初めて聞いたが、だが、間違いなく素晴らしいものだろう。

			　確実にお菓子作りの武器になる。

			「こちらとしてはすごく魅力的な提案ですが、本当によろしいのでしょうか？」

			　はっきり言ってもらいすぎだ。少し後ろめたくなるぐらいに。

			「とれすぎて肥料にしている分だから、構わんよ。エルフの魔術で作り出す水で作物を育てると、いつも豊作になるのだ」

			　安定した水の供給だけでも作物を育てる上でおそろしいほどのアドバンテージなのに、そんな効果まであるのか。かなり羨ましい。

			「では、ありがたくいただきます。ただ、もらいすぎなのでこちらからも贈り物をさせていただきます。精霊の里の作物も素敵ですが、人間の町にも素晴らしいものがたくさんありますので」

			「ああ、楽しみに待っているよ。旨いお菓子がいいな。クルトの作ってくれたあの透明なお菓子は最高の味だった」

			「そう言ってもらえるとうれしいです。今度はまた違ったお菓子を御馳走しますよ」

			　お互いに顔を見合わせて笑う。

			　そろそろ出発の時間だ。名残惜しいが会話を切り上げないといけない。

			「クルト、もう行くのだな。もう少しゆっくりして行ってもいいのだぞ？」

			「いえ、そういうわけにはいきません。俺の治めている領地もありますし」

			　ずいぶんと村を留守にしてしまったので、いろいろと心配だ。

			　冬越しの準備を進めないといけないし、本格的にお菓子を輸出するための準備もしないといけない。レシピの考案のほかにもフェルナンデ辺境伯との事前の根回しなどやることは盛りだくさんだ。

			　雪が積もって山越えができなくなる前に形にしたい。

			「そうか、残念だ。里をあげて、盛大に感謝をしたかったのだがな」

			「お気持ちだけ受け取っておきます。それはまたの機会に」

			　コルトとの会話が終わった。

			　精霊の里を出る前に、最後の確認をしよう。

			「……ティナ、本当に良かったのか」

			　隣にいるティナに問いかける。

			　ティナとは昨日も話したが、この場でも聞いておきたかった。

			「はい、私はクルト様と一緒にアルノルトに戻ります。この里もいい場所だと思います。でも、私はクルト様のパートナーで、私の故郷はあの村だから」

			　ティナがはにかむ。

			　ティナには望むのなら、この里に残ってもいいと伝えていた。

			　肉親がいて、豊かなこの里ならティナは幸せになれる。

			　だが、ティナは俺と一緒にいることを選んだ。

			「ありがとう、ティナ」

			「ありがとうなんて、そんな、私はただ、クルト様と一緒のほうが」

			　顔を真っ赤にしてティナはうろたえる。

			　せっかく俺を選んでくれたんだ。絶対に幸せにしないと。

			「昨晩も聞いたが、最後の確認だ。クロエもいいのか？　別に無理をする必要なんてないんだぞ」

			「無理なんて、全然してないよ。ほかのみんなは『お菓子を食べただけ』。でも、わたしは初めっから医者としてのクルトを里に招いたし、母さんの治療を頼んだ。どうみても里の掟を破ってる。だから、里を出るのは当然だよ」

			　クロエが明るい口調で告げてくる。

			「悪いことをしたな。里を出ざるを得なくして悪かった」

			　もう少し気配りができていれば、クロエも里を出る必要がなかったのに。

			「ちょっ、ちょっと待って、冗談、冗談だよ。別に掟に縛られて無理やり里を出るわけじゃないから。わたしが行きたいから行くんだよ。だって、ほら精霊の里にいるより美味しいお菓子がたくさん食べられるし！」

			　若干頬を紅潮させながら、早口でクロエはまくし立てた。

			　少しほっとする。無理やりというのはあまり好きじゃない。

			　クロエが来てくれるのは、非常に助かる。長期的に果物を仕入れるならパイプ役は必須だ。それにクロエの水魔術はいろいろと便利だ。力を借りる機会もあるだろう。

			　ティナが俺の手をぎゅっと握って、クロエを見る。

			「あげませんよ」

			　そして、ぼそっと言った。

			「あはは」

			　クロエは冷や汗を流しつつ乾いた笑いを浮かべた。

			　俺はなんとなくティナの頭に手を置いてぽんぽんとすると、ティナが幸せそうに眼を細めた。
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			◆　◆　◆

			　

			　そして出発の時間が来た。

			　荷物はすでにまとめてある。

			　何人か精霊の里のエルフと狐獣人ルナールの若者たちがやってきた。コルトが手配してくれていた人員だ。

			　彼らは、背中に大きな籠(かご)を背負い、たくさんの果物を運んでくれる。俺たち三人ではあまり果物を運べないだろうと気を利かせてくれたのだ。

			　さらに、クロエと一緒にアルノルトでしばらく過ごすらしい。コルトいわく働き者で素直な若者たちだそうだ。

			　精霊の里の門にまでたどり着くと、そこには何人もの里の民がいた。

			　治療とはいえ、少し強引な手を使ってしまった。俺を恨んでいる里の民がいてもおかしくない。

			　彼らが口を開く。少し、身構える。

			　しかし彼らの放った言葉は……

			「ありがとう、兄ちゃん」

			「お菓子、美味しかったよ」

			「助かった。あんたは命の恩人だ」

			　次々にかけられる、あたたかい言葉。

			　目頭が熱くなる。

			「これ、持っていけ。俺が作った酒だ」

			「ちょうどいい感じに干し終わったジャーキーだ。村へのお土産にしてくれ」

			「特上のピナルだよ。これほどのピナルは里でもなかなか見られないね」

			「うちのチーズは絶品だぜ」

			　そうして、次々にお土産を押し付けられる。

			　米で作った酒、イノシシのジャーキー。ひと際大きいピナル、美味しそうなチーズの塊など。

			　荷物がぱんぱんになっていく。

			　良かった。ちゃんと、俺の気持ちは伝わっていたんだ。

			　持ちきれない物は丁重に断り、そして彼らが見えなくなるまで歩いたところで振り返る。

			「また、必ず来る！　そのときはまた、美味しいお菓子を振る舞うからな！」

			　俺は叫んだ。

			　けっしてその場かぎりのおためごかしじゃない。

			　本心からの誓いだ。必ずまた来て、今度は薬なんて言い訳をしない、純粋に美味しいお菓子を楽しんでもらおう。

			　里のほうから、待ってる、絶対だよ、そんな言葉が聞こえた。

			　そうして、精霊の里を目指した俺の旅は終わった。

			　この里では、お菓子の材料のほかにもたくさんのものを得ることができた。

			　ここに来て良かった。俺は心の底からそう思った。

		

	
		
			　

			番外編　夜の祭りとピナルのクレープ

			　

			「ここは借りている部屋か。いったいどれぐらいの間、俺は眠っていた？」

			　布団の中から、体を起こす。半ば騙しうちに近い形で、精霊の里の民の治療を行った。

			　そのために、淡雪のシルクレープを大量に作ったが、水の分量の見切りが非常に難しいお菓子だったため、精神的にかなり消耗してしまった。

			　それに加えて、二〇〇人近い相手を連続しての回復(ヒール)。

			　精根尽き果てて、精霊の里で借りている部屋に戻ったとたん、ティナの胸の中に崩れ落ちた。

			　そこまでは覚えている。

			「もう、こんなに暗いのか」

			　立ち上がり、窓をあける。外を見ると真っ暗だ。ずいぶんと遅い時間のようだ。

			「何かやっているのか？」

			　炎の光が目に入る。それだけじゃない、明るい音楽も聴こえてきた。聴いたことがない音色だ。精霊の里の楽器だろうか。

			　そんなことを考えていると、扉を叩く音が聞こえてきた。

			「入ってくれ」

			　ティナがゆっくりと俺の部屋に入ってくる。

			「クルト様、もう起きていたんですね」

			　彼女の手にはお湯の入った桶があった。俺が眠っている間に体を拭くつもりだったのだろう。

			「うん、もう大丈夫。さすがに今回は疲れたよ」

			　できれば、もう二度とこんなことはやりたくない。

			　眠ったことで少しは回復したが、魔力を使いすぎたせいで脱力感が残っている。

			「お疲れ様です。クルト様ががんばってくれたおかげで、みんな元気になりました。窓の外を見てください。ほら、お昼の祈(き)祷(とう)のために用意した薪(まき)に火をつけています。外ではみんなが治ったことを祝ってお祭りです」

			「楽しそうだ。俺たちも行こうか」

			「はい！　クルト様が顔を出せば、きっとみんな喜びます」

			「それはどうだろう。騙されたことを根に持っているかもしれないよ」

			「それはないです。みんなの顔を見ていれば、それぐらいわかります。ちゃんとクルト様に感謝していましたよ」

			　そうだといいなとつぶやき、俺たちは二人で外に出る。

			　ティナはよほど俺のことが心配なのか、ぴたっと寄り添ってきている。俺は彼女と腕を組んだ。

			「くっ、クルト様」

			「こうしていると、ティナも安心できるだろう？」

			　ティナは顔を赤くして、もじもじとはにかむ。

			「はい！」

			　そして、ぎゅっと搦めた腕に力を込めてきた。

			　さあ、このお祭りを楽しもうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昼間、お菓子を振る舞った場所を中心にお祭りが繰り広げられていた。

			　炎であたりが照らされ、エルフたちは横笛に似た不思議な楽器を鳴らしている。

			　明るい曲調だが、どこか哀(あい)愁(しゆう)漂う不思議な音色。

			　そこにルナールたちの歌が乗った。

			　これを聞いているだけで幸せな気持ちになれる。いつまでもこの音に浸っていたい。

			　それはティナも一緒のようだ。俺にもたれかかり、キツネ耳をぴくぴくさせながら音楽を楽しんでいた。

			「あっ、クルトだ。こっちこっち！　オファルなんて聞いてないでさ、こっち来てよ」

			　音楽に聞き惚れていると、俺たちを精霊の里につれてきた張本人、エルフのクロエがティナとは反対のほうの手に絡みついてきた。

			「ほら、今日の主役なんだから、もっと真ん中行こうよ」

			「主役不在で祭りが始まっているようだが？」

			「しょうがないじゃん、クルト、寝てたんだから。でも、今からたくさん楽しませるよ」

			　クロエが引っ張っていった場所には料理が並べられていた。

			　鉄板の上で、串にささった肉が焼かれている。一切れ一切れが大きく、かなりワイルドな料理だ。

			　鉄板の前で調理をしているエルフが、串をくるくると回転させながら、ぱらぱらと塩を振りかけている。

			「イノシシの串焼きだよ。これ、大好きなんだ」

			　クロエが串焼きを俺とティナに一本ずつ手渡す。

			「豪快でうまそうな串焼きだ。食べていいのか？」

			「うん。お祭りだからね。食べ物は全部好きに食べていいよ」

			　なかなかいい文化だ。

			「じゃあ、お言葉に甘えて」

			　大きく口を開けないといけないほど巨大にカットされた肉。

			　食欲を誘う香りに混じって、ほのかに果物の香りがする。いい匂いだ。

			　美味しそうだが、若干不安がある。イノシシ肉は固い。こんなふうに大きめに切ったら噛み切れないはずだ。

			　しかし、噛みしめた瞬間、その柔らかさに驚く。

			　固いはずのイノシシ肉が簡単に噛みちぎれる。

			　それだけじゃない、塩しか振っていなかったはずなのに、複雑な旨みが肉汁とともに広がっていく。

			「旨い！　イノシシ肉がこんなに柔らかくなるんだな」

			「クルト様、すごいですね。こんな美味しいイノシシ初めてです」

			　俺たちは夢中になって串焼きを貪る。

			　気が付いたら、特大サイズの串焼きを食べきっていた。

			「ふふ、どう？　美味しいでしょ」

			「クロエ、これはすごいな。果物の皮で作ったタレに漬け込んでいるのか。だから、こんな豊かな味になって、柔らかいんだな」

			「よくわかったね、クルト。そうだよ、ピナルの皮やパプルの皮を使った特製のタレ。それにお肉を一晩つけると、柔らかくて美味しくなるんだ」

			　果物の皮には肉を柔らかくする酵素が含まれている。その酵素で肉を柔らかくしつつ、味のほうもより良いものに変える。

			「クルト様、おいひいです。はふっ、はふっ」

			　ティナが夢中になって肉にかぶりついている。

			　キツネの獣人であることが影響しているのか、ティナは肉が大好きだ。

			　キツネ尻尾(しつぽ)をぶんぶん振って、幸せそうだ。

			「うちの村でも作ってみるよ。実はハチミツにも肉を柔らかくする効果があるから、ピナルの皮のタレにハチミツを加えたら、もっと美味しいお肉が作れるかもね」

			「うわぁ、楽しみです！　絶対に作りましょうね、クルト様」

			　ティナが目の色を変えている。俺は苦笑しながら、頷いた。

			　こういったものを作った経験は少ないが、たぶん大丈夫だろう。

			　会話が終わったあとは肉に集中する。かなりボリュームがあったが、すぐに食べ終わってしまった。

			　ティナはものすごくお代わりしたそうな顔をしていたが、クロエに止められていた。

			「ティナ、他にもたくさん美味しい料理があるから、串焼きだけでお腹いっぱいにしちゃ駄目だよ」

			「ううう、クロエ、でも、あのお肉が」

			　俺はティナとクロエがじゃれている姿を見て、少し微笑ましい気持ちになった。

			　ティナには同年代の友達がいなかったので、こういう光景はなかなか見られなかったのだ。

			　今後クロエが俺の村に来てくれるそうだし、間違いなく、ティナにとっていい影響があるだろう。

			「ティナ、あんまりごねたら駄目だよ。他のものを食べて、まだお腹に余裕があったら、もう一本食べよう」

			「ごめんなさい。あまりにも美味しくて」

			　ティナが俺の声で我に返った。

			　俺は微笑んで、ティナの頭をぽんぽんとすると、余計に顔が赤くなった。

			「クロエ、次に案内してくれ。俺も楽しみだよ。ここの料理を味わえる機会なんて滅多にないからね」

			「りょーかい、じゃあ次にいくよ。今お肉を食べたから、次はエビにしようかなー。ナルガおばちゃんの川海老スープは絶品だよ」

			「ほう、名前だけで旨そうだ。行こうか」

			「はい、クルト様」

			　そうして、三人で場所を変えた。

			　素晴らしい音楽を聴きながら、美味い料理を食べる。俺は精霊の里の祭りを最高に楽しんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ティナ、一通り食べ終わったけど、お肉のお代わりにいくか？」

			「げぷっ、うっ、食べたいけどやめておきます。もう、おなかいっぱいです」

			　ティナが悔しそうにお腹をさする。

			　あれから、クロエのおすすめの料理を食べてまわった。

			「それにしても驚いたな。見たことがない料理がたくさんあった」

			　俺は心の底から驚いていた。

			　まず、川海老のスープ。その味のベースはなんと味噌だった。

			　厳密には日本のものとは異なるが、豆を発酵させて作った保存食で、風味がよく似ていた。

			　今日とれた川海老を、味噌汁の具にしてまずいわけがない。

			　そして、そのあと食べた焼きラママのおにぎりも絶品だった。

			　日本酒のような風味の酒、その原料がラママと聞いていたが、想像していたとおり、ラママは米だった。

			　ラママのおにぎりに味噌の上澄み液……醤油のようなものを塗ってあぶる。

			　素朴だが、かつて日本人だった俺にとっては、懐かしい味で泣きそうなほど旨かった。

			　その他にも干し魚の出汁で食べる麺など、多種多様な料理があり、大満足だ。

			「精霊の里は人間とあまり関わってこなかったからね、人間から見たら、新しいものばかりなのは当然だよ」

			「たしかにな。クロエ、さっき頼んだことだけど――」

			「うん、ソラシは包んで持っていっていいよ」

			「ありがとう」

			　味噌のようなものはソラシというらしく、お土産にもたせてもらう許可を得た。

			　味噌を作るための菌。手作りの味噌ではその菌が生きており、それさえあれば、穀物を使って自分の村で味噌が作れる。

			　さらに、味噌さえあればその上澄みを使って醤油のようなものも作れる。

			　元が日本人の俺としては、ずいぶんとありがたい。

			「あれ、お店の人が向こうの建物に入っていったけど、何をしているんだろう」

			「追加の材料を取りに行ってるんだ。お祭りの間は、料理好きな人が食糧庫の材料を使って自由に料理を振る舞っていい決まりなんだ」

			　ほう、面白いことを聞いた。

			　それなら……。

			「つまり、俺がお菓子を作ってもいいんだな？」

			「えっ、それはいいけど。でも、お菓子作りの材料なんて、ないよ？」

			「なに、見えてるもので十分だ。お祭りでたっぷりとごちそうになった分、お菓子を楽しんでもらうよ」

			　受けた恩は返す。それが俺の流儀だ。それに、薬なんて言い訳なしに純粋に俺のお菓子を楽しんでほしい。そんな強い気持ちがあった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　材料をとり揃え、下ごしらえを終わらせた。ここまで三十分もかかっていない。

			　時間をかけすぎると、祭りが終わってしまう。だからこそ、即興で作れるお菓子を選んだ。

			　俺は鉄板の前にいる。

			　鉄板はティナの炎によって十分に熱せられている。

			　そして木製のボウルを目の前に並べる。

			　このお菓子は、客の前で作るお菓子。まだ姿は見せていない。

			　ちょうど、前をエルフの男性とルナールの女性のカップルが通りがかった。

			「そろそろ戻るかな、お腹いっぱいだし」

			「そうね、お酒も、もういいかな」

			　よし、彼らに声をかけよう。

			「よかったら、食後に甘いものはどうかな？」

			　俺の声に二人が反応する。

			「あんたは、俺たちを助けてくれた」

			　俺は人間だ。本来精霊の里に入ることすら許されない。

			　無理に押し付けるつもりはないが、俺の気持ちを伝えておこう。

			「昼は、みんなを助けるためとはいえ、強引なことをしてすまなかった。これは純粋にみんなに楽しんでもらうためのお菓子だよ。ぜひ、どうかな？」

			　俺の問いに、目の前のカップルが躊(ちゆう)躇(ちよ)する。

			　しかし、すぐに口を開いたのは、女性のほうだった。

			「私、食べたいな。彼のお菓子すごく美味しかったし」

			「わかった。彼のほうは、どうする？」

			「俺も食べるよ。人間にもいい奴はいるってわかったからな」

			「腕によりをかけてつくるよ。お客様第一号だ」

			　俺は微笑み、料理を始める。

			　ボウルの中の生地を鉄板に流す。それを調理器具を使って薄く、円形に広げる。

			　薄い生地は、火が通ると薄く透き通っていく。葛を混ぜ込んだ効果だ。葛は生地に甘味を加えるとともに、生地を破れにくく、もっちりとした食感にすることができる。

			　そして、すぐに生地を皿に盛る。

			　もちろん、これで完成じゃない。

			　今度はフライパンを用意し、そこにスライスしたピナルを入れて片面を焼く。

			　そうすることで、歯ごたえがさっくりするし、甘味が強くなる。

			　さらに……。

			「さあ、行きますよ」

			　酒をフライパンに入れる、勢いよく炎があがった。

			　目の前の二人が突然の炎に驚く。

			　これは酒の香りと旨みを移すためのもの。

			　一般的にフランベと言われる技法。

			　普通に酒を入れてもこうはならない。クロエの水魔術で水分を抜いておき、アルコール度数を極限まで高めていたからこそできる。

			　片面だけ焼いたピナルをさきほど焼いた生地に乗せてさっと包む。

			「どうぞ、ピナルのクレープです」

			　カップルたちは、俺からピナルのクレープを受け取る。その目にあるのは、好奇心と期待。

			　二人は同時にクレープにかぶりつく。

			「これは」

			「美味しい！」

			　二人は夢中になって、クレープを食べてしまう。

			　口元を果汁でべとべとにしているのも気にならないぐらいに、クレープのことが気に入ったらしい。

			「ピナルって焼いてもこんなに旨いのか。生で食べるよりも甘くなったし、いい歯ごたえだ」

			「このお菓子が美味しいのは、外側の生地が美味しいからよ。もっちりとして、ほのかに甘くて、それがすっごくピナルと合うの」

			　二人とも口々に感想を言う。

			　そうしていると、人が集まり始めた。

			　きっとカップルたちの様子とフランベの派手な炎が人を呼び寄せたのだろう。

			「ティナ、今から忙しくなるぞ。覚悟はいいな」

			「はい、クルト様、全力でお手伝いします」

			「ああ、わたしを仲間外れにするなんてひどいな。わたしも手伝うよ」

			　ティナもクロエも、明るい笑顔を浮かべて頷く。

			　頼もしい。

			　そして、俺は前を向く。そこには……。

			「俺にも作ってくれ」

			「私も私も」

			「あっ、僕のは大盛りで」

			「こっちは三つだ」

			　すでに大勢の客が行列を作っていた。

			　ティナとクロエが身構える。やる気十分といった様子だ。

			「さあ、がんばろうか」

			「はい！」

			「任せて」

			　人が集まると目立つ。目立つとさらに人が集まる。

			　ましてや、今はもっともデザートの需要が高まるタイミングだ。

			　今、できている行列は序の口にすぎない。

			　彼女たちがそれに気付くのはもう少し後だろう。

			　さて、俺のお菓子を全力で楽しんでもらおうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そのあとは地獄だった。

			　二時間ほどぶっ通しでピナルのクレープを作り続けた。

			　二時間経っても客は途切れなかったが、材料のほうが尽きたので終わりにした。葛粉が尽きたのだ。粉から作り直すと夜が明けてしまう。

			　さすがに疲れた。魔力が欠乏している体でやることじゃなかった。

			「ティナ、クロエ、大丈夫か？」

			「なっ、なんとか」

			「みんながこんな夢中になるなんて、思ってなかったよ。クルトのお菓子はすごいね」

			　二人は息を荒くして座り込んでいる。

			　無理もない。むしろ、最後までよく手伝ってくれたものだ。

			「まだピナルのクレープを作るって言ったらどうする？」

			「そっ、それは」

			「もう、うんざりだよ」

			　二人ともかなり嫌そうな顔をした。

			　そうか、仕方ない。

			「俺たちの分を作ろうと思ったけど、残念。またの機会にしよう。俺たちの分だけは材料をとっておいたんだ」

			「クルト様、すぐに作りましょう！」

			「休憩したらすぐに元気になったよ！」

			　俺の言葉を聞いた瞬間、二人が立ち上がり元気な声をあげる。

			　俺は思わず笑ってしまう。現金なものだ。

			　とくにティナはお腹いっぱいでこれ以上入らないと言っていたのに……。甘いものは別腹というわけか。

			「わかった、わかった。じゃあ、三人分急いで作ろう」

			　そして、急いでピナルのクレープを三人分仕上げた。

			　もう、祭りは終わり、祭りの最後の締めくくりに美味しいお菓子。悪くない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっぱり、クルト様のお菓子は最高です」

			「だね、うう、お代わりも作っておけばよかったよ」

			　ティナとクロエはぺろっとピナルのクレープを食べてくれた。

			「喜んでもらえてうれしかったよ」

			「本当にクルトには驚いたよ。小麦と卵と葛、それにピナルとお酒だけで、こんなお菓子を作っちゃうんだもん」

			「材料の一つ一つがすごくいいからね。それに美味しくなる魔法をかけた」

			「魔法？」

			「そう、魔法。ライブクッキングって言ってね。人は不思議と目の前で料理を作ってもらうと美味しく感じるんだ。とくに派手で不思議な演出があるとね」

			　そのために、作り立てを提供したし、ピナルをフランベしたのは、味のためもあるが演出の意味合いも大きい。

			「そんなこと考えながらクルトはお菓子を作るんだ」

			「味だけじゃない、見た目も、香りも、演出も、全部考え抜いてお菓子を作るのが菓子職人(パテイシエ)だ」

			　そう言った俺を見てクロエが笑う。

			「ほんと、クルトはすごいな。人間の村の代表で、すっごいお医者さんで、世界一のお菓子職人。クルトの村に行くのが、すっごく楽しみになったよ」

			　クロエは期待に目を輝かせていた。

			　そんなクロエに言わなければならないことがあった。

			「俺の村に来ることになって本当に良かったのか？　今からでも……」

			　クロエは俺の口に指を押し当てて言葉を遮(さえぎ)る。

			「わたしが、そうしたいからそうするの。それに、わがままでクルトの村に行く以上、ぜったいに役に立ってみせる。そう、わたしが決めた。だから、それ以上言っちゃ駄目だよ」

			　俺は苦笑する。まったくかなわないな。

			「わかった、そういうことなら俺の村に来たら客じゃなくて、村の一員としてこき使うから、覚悟しておけよ」

			「おっけー、ばっちこい。わたしも精一杯がんばるよ。クルリナ姉様が選んだ外の世界、クルトやティナと一緒に見るんだ」

			　クロエの表情は、言葉とは裏腹に、夢見がちな少女のものではなく、しっかりとした一人前の女性のものだった。

			　今を見据えて覚悟を決めた顔。

			　思えば、この子は誰よりもしっかりとしていた。そんな彼女だから、俺を連れてくることができたし、みんなを助けることができた。

			「少し早いけど、クロエに贈りたい言葉がある。ようこそ、アルノルトへ。今日から君は、俺たちの仲間だ」

			「うん、改めてよろしくね」

			　俺とクロエはぎゅっと握手をする。

			　クロエの手は働き者の手だった。頼りになる。

			　俺はクロエとは、きっと長い付き合いになる。それもただの村人と領主の関係以上の存在となる、そんな確信を持った。彼女の力も借りて、これからよりいっそう、アルノルトをいい領地にしていく。俺はそう決めて、握った手に力を込めた。
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			『お菓子職人の成り上がり２』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜 涙です。

			　

			　二巻では、次期当主となったクルトがアルノルト領を発展させるために、よりいっそう内政に力を入れたり、フェルナンデ辺境伯が治める街を訪れ、新たな仲間と出会ったりします。

			　そして、予期せぬ出会いも……。

			　魔法もお菓子もドラマも、すべてパワーアップした二巻。是非お手にとってください！

			　

			宣伝

			　

			　来月、モンスター文庫様から、新シリーズである『俺の部屋ごと異世界へ！　ネットとＡｍｏｚｏｎの力で無双する』が発売されます。

			　こちらは、１Ｋの部屋ごと異世界へ送られた男の話です。そして、異世界でもネットが通じることと、通販で買ったものが異世界に届くということ。

			　その力を駆使しながら、異世界で活躍しつつ、動画を流してお金を稼ぐというものです。

			　コミカルな方向に寄せてみました。きっちり熱さもある作品なので是非、手に取ってやってください。

			　今月は同時連載中の『チート魔術で運命をねじ伏せる』もモンスター文庫様から発売されているので、こちらも是非！
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